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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　泣いてる……。

　そこは真っ暗な場所。そこで女の子がひとり、泣いてる……。

　歳としは多分、八歳。

　女の子の前には大きなテレビがあって、その画面の中にはニュースが映し出されてる。

　そのニュースは、飛行機の着陸失敗事故を報じていて……、何度も何度も亡なくなった人のことについて話してた。

　そしてテロップで流れるのは、その着陸に失敗した飛行機で唯ゆい一いつ出た死亡者の名前。何度も何度も、乗客名めい簿ぼから抜ぬき出されたカタカナの文字が画面を流れる。

『アキハユキタカ』

　何度も何度も、泣きながら女の子は──わたしは──そのニュースを見る。

　もしかしたら死亡は誤報でした、とか。

　何か理由があって、名簿が間ま違ちがっていました、とか。

　そんな内容の言葉が流れてくるんじゃないかと、ずっとずっと神様に祈いのりながら、ニュースをずっとずっと見てる。

　でも。

　どれだけ待っても、ニュース番組のアナウンサーは、「原因を調査中」とか「情報が錯さく綜そうしている」とか、そんな聞きたくもないことばっかりしゃべってる。

　聞きたい言葉はそれじゃない。

　なのに、テレビはわたしの言って欲しいことは結局、全然言ってくれなかった。

　アキハユキタカ──秋あき葉は幸ゆき高たか──パパが生きてるって、言ってくれなかった。

　待っても待っても、それは変わらなくて……。

　わたし──その八歳の女の子は、ずっと泣き続けるしかなかった。




　　　　☆




　pipipipipipipipi……。

　う、みゅ……。

　目覚まし時計の音がする。

　む、ふみゅ……。

　わたしはベッドから手を伸のばして、手て探さぐりで音を立てる目覚まし時計を探さがす。まだ、頭はぼんやりしたまま、ただ〝止めなきゃ〟って気持ちだけで探してる。

　多分、何度も何度も手は目覚まし時計のそばを触さわってるはずだけど、寝ねぼけ眼まなこの頭じゃきちんとその場所を把は握あくできない。だから何回も何回も手は時計のそばを行ったり来たりして、それがわたしの寝ぼけた頭を少しずつはっきりさせてくれる。

　pipipipipipipipi……。コッ……。

「見つけた」

　指先に触ふれた感かん触しよくに、声が出る。

　そしてそれを皮切りに、どんどん曇くもってた感覚がクリアになってきた。

　片手でつかんだ目覚まし時計を引き寄せながら、ベッドに半身を起こす。

「ふみゃ～あ、ふ」

　あくびをかみ殺しながら、わたしは胸むな元もとまで持ってきた時計を両手で支え、目覚ましの解除スイッチを押し込んだ。

　時間は予定通り……。今日はイベントがあるから、いつもより少し早い時間だ。

　わたしはまだしっかりと開ききらない目をこすりながら、普ふ段だん通りベッド脇わきのドレッサーに這はい出す。そして鏡の前の椅い子すについた。

　ドレッサーに備え付けの鏡には、髪かみの毛をまとめるためカーラーを巻き、パジャマを着た女の子の姿が映っている。

　わたしは鏡を見ながら、まず丁てい寧ねいにカーラーを外す。

　すると、パサリと音を立てて頭の上でまとめていた髪の毛が両サイドに落ちてきた。いつもどおり、綺き麗れいに巻きのかかったサイドツーテールができてる。そのカール具合を確かめるように指でくるんと毛先を巻いてみるけど、感触はばっちりだった。

　確かく認にんを終えると、わたしは改めて鏡の中の自分を覗のぞき込む。

　鏡の中にいるのは、秋葉留る未み穂ほという女の子だ。

　年ねん齢れいは十七歳。１９９３年４月３日生まれの牡お羊ひつじ座ざ……。血液型はABで、身長は１４３。

　今は夏休みだけど、普段は私し立りつ金糸雀かなりあ学がく園えんに通う二年生。

　家族はパパと執しつ事じの黒くろ木き。

　でも、それはわたしのひとつの姿に過ぎない。

　わたしはドレッサーの上に置かれた、猫ねこ耳みみ付きのカチューシャに目を留める。

　そう、これは儀ぎ式しき。

　わたしがずっと自分に課してきた、もうひとりの自分になるための儀式。

　もう一度、わたしは視線を鏡の中の自分に戻もどす。そして、じっと自分自身の瞳ひとみを見つめる。そのうえで、そっと猫耳付きのカチューシャを手に取った。

「わたしは……、秋葉留未穂」

　それは毎朝行なわれる、恒こう例れいの──同時に一日たりとも欠かすことのできない、わたしがわたしであるために必要なセレモニーだ。

「そして、わたしは……」

　猫耳付きカチューシャを、鏡の中の自分を見つめながら頭にはめていく。まるで鏡の中の自分と、今ここにいる自分とを交こう換かんするようなイメージで。

「フェイリス・ニャンニャン。……フェイリスニャ！」




　　　　☆




　猫耳をつけた瞬しゆん間かん、意識の変容を感じる。

　秋葉留未穂という意識は、フェイリス・ニャンニャンという仮面ペルソナを得ることで変性アルタ意識ード・状態ステートへと次し第だいに遷移シフトしていく……。

　それは言ってしまえば、戦いの仮面！




　ううん、むしろこの状態ではフェイリス・ニャンニャンという自身こそが、本当の自分ニャ。その気持ちがフェイリスの力になる。

「フェイリスは、猫耳を得てもうひとつの真実の姿を解放し、三千世界のすべての心を侵おかす影界ボーサイト侵魔・ゼーレの魔ま手しゆに抗あらがうことすらできる、強い心と力を手に入れるのニャ。それはまさしく、千輪天使ガルガリンの加護！」

　猫耳をつけながら、自分の意識をさらにフェイリス・ニャンニャンのモードにさせるため、ポーズをつけて鏡の中の自分に向かって宣言する。今や、ここにいるのは秋葉留未穂じゃなくフェイリスで、鏡の中にいるのがフェイリスじゃなく秋葉留未穂だった。

　こうなると、自然に言こと葉ば遣づかいも変わってくるのニャ。

　変トラン容セシヨのン・リ儀チユ式アルを終えると、寝しん室しつから続きの間にあるバスルームで身み支じ度たくを調える。そしてフェイリス・ニャンニャンの破幻シエキーナ光力・メアツドを一番発揮できるメイド服に着き替がえたところで、室内にノックの音が響ひびいた。

「お嬢じよう様さま、お時間です。朝食のご用意もすんでおりますので、食堂へおいで下さいませ」

　落ち着いた深い声でドア越ごしにそう話すのは、執事の黒木ニャ。執事とはいっても、もう子供の頃ころからの縁えんだから、家族という方がしっくりくる。

　そのままゆっくりとドアに向かい、扉とびらを開けて朝の挨あい拶さつをすると、彼は深々と頭を下げた。いつもながら、完かん璧ぺきな所作ニャ。多分、典てん雅がって言葉は黒木のためにあると思う。

「パパは？」

　食堂に向かいながら、そう尋たずねる。

「予定通り、本日夜までには出張を終えてお戻りとのことです。夕食はご一いつ緒しよに、と指示を頂いております」

「そう、商談は上手うまく行ったみたいニャ」

　パパはこの秋葉原一帯の大地主で、その土地と不動産の運用から得られる資金で複数の分野にまたがる業務を行なう会社を経営してる。昔だったら総合商社とか呼ばれる種類の会社で、その関係する領域はとても広いニャ。

　秋葉幸高といえば、東京の政財界で知らない人はいないと思う。

　そんなパパだから忙いそがしいのは当然みたいなもので、連日出張に出てたり、たまにオフィスにいてもものすごい量の案件を片付けたりしてるニャ。でも、そんニャ忙しい仕事の日々の中でも、パパは家族で過ごす時間を大切にしてくれる。

　できるだけ家に帰ってきてくれるし、一緒に食事できる時は必ずフェイリスと食べてくれるのニャ。

　時々、そのためにフェイリスをお仕事の商談の席に同席させたり、会食とかパーティーにも連れて行くことがあるくらいニャ。フェイリスは勉強になるし、パパと一緒にいられて嬉うれしくて、しかもフェイリスのことを気に入ってくれてる人とは商談もスムーズになる。

　一挙三得ニャ。

　本当を言うと、今回の出張も相手の人がお世話にニャってる人だったから、一緒に行って色々と勉強したかったニャ。……でも、そういうわけにはいかない理由が、今日のフェイリスにはあった。

「本日の調子は如何いかがですか、お嬢様？」

「絶好調ニャ、優勝は絶対に逃のがさない」

　給きゆう仕じをしながら尋ねる黒木に、自信たっぷりに返事する。

　そうニャ。

　今日は８月13日。

　カードゲーム〝雷らいネット・アクセスバトラーズ〟の公式大会の日。

　それも日本で最も優すぐれた雷ネッターを決める、グランドチャンピオンシップの日ニャ。もうフェイリスは予選を突とつ破ぱして、東京東部代表に選ばれている。これを棄き権けんすることは他ほかのたくさんの雷ネッターの期待を裏切ることになるニャ。

　そんなことは絶対にできない。

　パパも「あのゲームはいい訓練になる。やるからにはがんばりなさい」と言ってくれたから、頑がん張ばる理由はいくらでもある。だから、目指すは優勝。それのみニャ。

「調子がよいのはようございます。……しかし、お嬢様」

　少しだけ、黒木の口調が変わる。

「どうしたニャ、黒木？」

「慢まん心しんはいけませんぞ。勝負の世界では、相手がどのようなことをしてくるかは分かりません。重々、お気をつけ下さいませ」

　その黒木の忠告に、笑えみを浮うかべてうなずく。

「大だい丈じよう夫ぶニャ。もう、覚かく悟ごは完かん了りようニャ」

　でもこの時、まさかあんな手段を取ってこられるなんてことまでは、フェイリスも予測してなかったニャ……。




　　　　☆




　雷ネット・アクセスバトラーズ・グランドチャンピオンシップ。

　その会場は秋葉原の駅から徒歩数分の場所にあるＵＰＸだったニャ。

　アジア最大の電気製品の街、秋葉原で雷ネット・アクセスバトラーズの大会が開かれるのは、ちょっと洒落しやれが利きいてると思った。

　この雷ネット・アクセスバトラーズというゲームは、簡単に言うとハッカー同士の戦いを再現したゲームニャ。

　自分の陣じん地ちであるサーバーから、相手の陣地であるサーバーに向かって回線を伸ばして接続リンクし、４つの接続リンクが成立すれば勝ちになる。

　問題は、こちらの接続リンクを当然相手も邪じや魔ましてくることニャ。

　相手は回線を伸ばして接続リンクできるように見せかけて、そこに妨害ウイルスを置いておくことができるのニャ。もしも４つの接続リンクが成立する前に、回線が４つ妨害ウイルスで防がれたら、負けになってしまう。

　言ってみれば、チェスみたいに相手の接続リンクを奪うばったり奪われたりする要素に、複雑に絡からみ合った勝利条件と敗北条件の両方が並んで存在する、戦略性の高いボードタイプカードゲーム。

　それが雷ネット・アクセスバトラーズニャ。

　元々は『雷ネット翔しよう』というコミックの中に登場するゲームだったけど、この作品がアニメ化されて爆ばく発はつ的な人気を得たことで一気に知名度が上がって……。今では雷ネット・アクセスバトラーズ単体でも相当な人気になってしまったニャ。

　──それでも、フェイリスも含ふくめてほとんどのファンはどっちか片方だけのファンじゃなくて、両方のファンなのニャ。

　雷ネット・アクセスバトラーズは見た目はとても単純で、プレイの時間も普ふ通つうに遊べばそこまでじゃない。多分、オセロとかとそこまで変わらない。

　でも、その奥の深さはものすごいニャ。

　だから上級者同士の戦いとなると、集中力も緊きん張ちよう感かんも信じられないほどになる。特にそれは全国から猛者もさが集まってくる大きな大会とかになってくるとより一層で。

　中にはその気力と体力の消しよう耗もうで、勝負がつく前に棄権する人も出るほどニャ。

　そんな中、フェイリスは今までの大会で順調に勝ち上がって来ることができたニャ。

　それはこの雷ネット・アクセスバトラーズが、相手の思考の読み合いとか戦略にかなりよったゲームだったから。フェイリスは前にも言ったように、パパと一緒に会社の取引相手との商談にも出て、それで本当の経済の世界での駆かけ引きを実際に見て来てる。

　ひとりの人生どころか、何千人、何万人の人生がかかった駆け引きに比べれば、ほとんどの相手のそれは悪いけれど子こ供ども騙だましに近いものだったニャ。

　──パパは逆にその駆け引きの現場にフェイリスを連れて行くことで、取引相手の油断とか感情の揺ゆれを引き出して商談を有利に進めてたみたい。向こうが怒おこり出したら、それも取引の材料に使ってて、そういう時は頼たのもしいと同時に少し怖こわかったニャ。

　ちなみにいくら本気の駆け引きに慣れてるって言っても、やっぱり強い人がいなかったわけじゃなくて、何回も続く大会の内に集中力が切れかかったことも何度かあった。

　それでもなんとかトーナメントを勝ち進み、いよいよ今日のグランドチャンピオンシップ──つまり日本で一番、強い雷ネッターを決める決勝戦の日を迎むかえたというわけニャ。

　もっとも、正確にはフェイリスは前年度のチャンピオンニャンだから、『今年、日本で一番強い雷ネッター』っていうべきかもしれない。いずれにしても、フェイリスの最強がこの決勝戦で決まるのは確かなのニャ。

　そしてそのグランドチャンピオンシップ決勝の試合相手。それが、フェイリスとは別の東京のブロックの代表、〝ヴァイラルアタッカーズ〟だった……。




　　　　☆




　ヴァイラルアタッカーズ。

　みんなそろってダメージド加工のされた、一見してボロボロにも見える黒の革かわジャンパーに、たくさんシルバーアクセサリーを身につけたチームだニャ。

　今年になって雷ネット・アクセスバトラーズの大会に参加するようになったチームで、そのリーダーは４シ℃ドって名前を名乗っている。雷ネット界の黒い貴公子とか黒い孔く雀じやくとか名乗って、『雷ネットの真理に最も近い男』って自じ称しようしてるらしいニャ。

　でも、その評判はものすご～く、悪いニャ。

　大会での試合中に対戦相手を妨害したって噂うわさもあるし、たくさんオタクが集まる場所に出しゆつ没ぼつしては、普通に遊んでる人たちに因いん縁ねんをつけたり、殴なぐったりしてるともいわれてる。雷ネッターの間じゃ、すごく嫌きらわれてるニャ。

　それが本当に噂に過ぎないのかどうかは、まだ確かめたことがない。だからそんな話を鵜う吞のみにはできないと思ってるんニャけど……。警けい戒かいはしとくに越こしたことはないって、フェイリスの直感が告げていたニャ。

　今日のグランドチャンピオンシップに出場してきたのは、４℃とその部下がひとり。このふたりのコンビで大会を勝ち抜ぬいてきたみたい。

　ちなみに、元々『雷ネット翔』の主人公たちがコンビだったから、雷ネット・アクセスバトラーズも二人組になって試合に出ることができるニャ。

　二人組は気力・体力の消耗を防いでお互たがいの欠点を補えるメリットがある代わりに、とっさの判断とか意思統一に難があるデメリットもある。

　息の合ったコンビならひとりひとりの時より何倍も強くなる人もいるみたいだけど、フェイリスは自分の読みと駆け引きに頼たよってるから、他の人がいると実力が発揮できなくなっちゃうんだニャ。

　だから、フェイリスは今までコンビを組まずにずぅ～っとひとりでやって来たのニャン。

　──っていうか、ひとりで参加してたチームはフェイリスを除けばほとんどいなくて、二人組で試合に出場する方が普通なの。

　だから、今日も当然。フェイリスはひとりニャ。

　もちろんプレッシャーはものすごいけど、その分だけ集中力も高まってフェイリスの思考の読みと駆け引きの能力──魔ま眼がん〝チェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイク〟が本領発揮状態になってるのを感じる。

「この一戦、負けられないニャ」

　そう言って深呼吸したところで、会場内に『雷ネット翔』の主題歌が流れる。それは、これからいよいよ始まる決勝戦の合図。

　今まで数ヶ月にわたって行なわれてきた、雷ネット・アクセスバトラーズの大会の最後を飾かざるグランドチャンピオンシップの開始を告げる音曲だったニャ。

　それはアニメの主題歌なのにまるで賛美歌や聖歌にも似て、会場全体を荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに包み込む。厳げん粛しゆくな緊張が、会場に集まる全雷ネット・アクセスバトラーズファンの間に走った。間ま違ちがいなく、観客のボルテージは最高潮にまで高まっていたニャ。

　フェイリスと、そして対戦相手のヴァイラルアタッカーズが係員に呼ばれて、会場袖そでにある入場口に案内される。向こうはこっちとは反対側に案内されたみたいで、まだそのチームメンバーの顔はよく見えなかったニャ。

　所定の位置について待機したところで、タイミングよく司会が会場の中央に現われた。

　スポットライトを浴びながら、マイクを片手に司会は決勝戦開始を宣言する。

「ご来場の皆みな様さま、お待たせいたしました！　間もなく、雷ネット・アクセスバトラーズ・グランドチャンピオンの座を決める、決勝戦を開始します！」

　その宣言を受けて、フェイリスの中でカッと何かが燃えるのを感じたニャ。

　心臓が高鳴る。力の塊かたまりが血管を通して体中を駆け巡めぐるような感覚。自分の内側から、間違いなく封ふう印いんされた力が解放されていくのを感じる。

　それはスポーツ選手とかが試合でテンションを一気にＭＡＸへ持ち込むのとおなじものニャンだろうけれど……。あえて、フェイリスはこういうニャ。

「馬ば鹿かニャことを……。フェイリスの中に眠ねむる宇宙コズミツク神力・メギンが雄お叫たけびを上げているニャ。かつてムー帝てい国こくの太陽王ラ・ムーがフェイリスをかばうために封ふうじた二万年の軛くびきが、今こそ解放されようとしているのニャ!!」

　多分その呟つぶやきは、会場中に溢あふれかえるＢＧＭの奔ほん流りゆうにかき消されたと思う。けれど、その言葉がフェイリスの気持ちをさらに高めたのは真実ニャ。

　今、フェイリスは解放の聖クル戦セイ士ダーとして、神聖なる聖戦に挑いどむひとりの姫ひめであり騎き士しとなったのニャン。その力の前に敗北は皆かい無むニャ。

　そしてフェイリスの呟きに合わせるように、司会はさらに高まったボルテージの下もとに宣言する。

「激げき突とつするのはこの二組だぁーッッ!!」

　その言葉に合わせるようにして、会場の天てん井じよう近くに設置された大型のモニターにフェイリスの顔と今までの雷らいネット・アクセスバトラーズ大会の戦績が表示される。同時にスポットライトがフェイリスにバッと浴びせられたニャ。

「まずは我らが女王、前回大会のディフェンディング・チャンピオン！　〝萌もえるメイド・イン・キャット〟！　フェイリィィィィス・ニャァァァァァンニャァン!!」

　大だい歓かん声せいが沸わき上がる。

　それこそ、この会場全体を吹ふき飛ばすような大きな声せい援えん。

　立っている床ゆかまでびりびりと震ふるえているのを感じたニャ。

　そう、こここそフェイリスのいるべき場所。フェイリスの立っている場所。フェイリスのもうひとつの故郷。

　ムー帝国も、アトランティスも、レムリアも、ヒューペリアルボレアも、煌天第十七星雲も、この会場の輝かがやきと熱に比べれば色あせる。

　フェイリスの宇宙コズミツク神力・メギンが、破幻シエキーナ光力・メアツドが、チェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクが全開ニャ！

　その火ほ照てるような感覚を全身に受け、一歩を踏ふみ出す。するとさっきまでの大歓声がさらに高まった。何も意識しなくても、フェイリスの顔に満面の笑えみが浮うかんでくるのを自分で感じるニャン！

　応おう援えんをくれる客席のみんなに手を振ふりながら、会場の中を試合席へと進んでいく。それがフェイリスの勝利を約束する道のりと確信を抱いだきながら……。
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　観客席の間に設けられた花道を抜けながら、試合席へと向かう。

　その途と中ちゆう、反対側の入場口の様子がフェイリスの目に入ったニャ。そこにいたのは、噂通り黒ジャンパーとシルバーアクセのＤＱＮモドキ。ううん、もしかするとほんとうにＤＱＮかもしれないって思うくらい、刺とげ々とげしい雰囲気のふたりだったニャ。

　──間違いないニャ。あれが……、ヴァイラルアタッカーズ。

　特に片方の帽ぼう子しをかぶってサングラスをかけた白はく髪はつの男は、それこそ射るような視線をフェイリスに向けている。多分、あれがリーダーの４℃ニャ。

　そしてフェイリスがその視線に嫌いやな気分になりながら試合席に着くと、司会が連中の紹しよう介かいを始めた。

「対するは、今年彗すい星せいの如ごとく現われたダークホースならぬ、ダークピーコック！　初参加ながら対戦相手の棄き権けんなどのトラブルを経て勝ち上がってきた、〝黒の絶対零れい度ど〟！　ヴァイラァァァァル！　アタッカァァァァァズ!!」

　その言葉を受けて、ヴァイラルアタッカーズは拳こぶしを突つき上げて花道を行進してくる。特に雄叫びとかは上げてニャいみたいだったけど、代わりに観客席から何人かそのふたりと同じような格好をした連中が応援の台詞せりふを叫さけんでいた。

　そこでふと観客席を見て、フェイリスは予想外のことにびっくりしたニャ！

「──ひのふの……、た、たくさんいるニャ」

　ざっと見た範はん疇ちゆうでも、二十人以上はヴァイラルアタッカーズと似た服装の男たちが会場内に紛まぎれ込んでいたニャ。あくまでも目についた範疇だけで二十人だから、実際は二倍近くはいるんじゃないかと思う。

　ヴァイラルアタッカーズはチームなんだから、そのチームのリーダーが出場する大会の応援にメンバーが来るのは何もおかしいことじゃない。でも、フェイリスの直感はそうじゃないって警告してたニャ。

　……絶対に、こいつら何かするニャ。

　今、司会が『対戦相手の棄権』っていってたのも、普ふ通つうなら気力を消しよう耗もうする雷ネット・アクセスバトラーズじゃよくあることだけど、ヴァイラルアタッカーズ相手だと素す直なおに受け取れなかった。

　やっぱり何か妨ぼう害がいをしてるんじゃないか、ってそんな気がひしひしとするニャ。

「……フェイリスのチェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクがささやいてるニャ。油断は禁物ニャン」

　そう、ささやいたところで。

　観客席から声援が飛んで来る。

「フェイリスたーん！」

「フェイリィィィス！　愛してるよォォォ!!」

「萌え萌え～～～ッッ!!」

　同時に幾いく多たのデジカメのフラッシュが、フェイリスを包んだニャ。

　その声援とフラッシュが、フェイリスの心にまた闘とう志しを灯ともす。そうだニャ。こうして応援してくれる人がたくさんいる以上、負けるわけにはいかないニャ！

「みんな～、今日は頑がん張ばるから、ぜひぜひ応援して欲しいニャ──ン♪」

　マイクを通じてフェイリスは、応援してくれるみんなに笑顔を送る。ついでにちょっとポーズをつけて……。

「えへへへへっ。サービスショットニャン♪」

　勇気と闘志をくれたみんなへのお礼を兼かねてのサービスポーズに、さらなる歓かん声せいが会場から沸き上がったニャ。

　その反応が、もっともっとフェイリスを強くしてくれる。

　応援してくれるみんなのためにも、そして大好きな雷ネット・アクセスバトラーズのためにも……。

　絶対に、負けないニャ。
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「両者、準備はよろしいですね？　……それでは、雷ネット・アクセスバトラーズ・グランドチャンピオンシップ決勝戦────デュエルアクセェェェス!!」

　試合の審しん判ぱんを行なうレフェリーが、戦いの開始を告げる。

　火ひ蓋ぶたが切って落とされた戦いに、会場中の観衆が万ばん雷らいの歓声を上げ、どよめきが再び会場全体を揺ゆらす。その熱気と興奮は、みんなに見つめられるフェイリスたちにもダイレクトに伝わってきたニャ。

　まず盤ばん面めんを見つめ、それから対戦相手──特にリーダーの４℃の顔を見る。そこには、何処どこかフェイリスのことを小こ馬ば鹿かにするようなにやついた笑いが浮かんでいたニャ。

　……こいつ、フェイリスのことを甘く見てるニャ？　違ちがう。馬鹿にはしてるけど、甘く見てるわけじゃない。やっぱり、何か策があるんだニャ。

　相手に何か戦略があるとしても、最初にフェイリスがすることは変わりない。それはいつもと同じ作戦。つまりまずは相手の出方を見て、その勝負の筋を見るための待ち。

「……名づけて、凍時コールドタイム集陣・フアランクスニャ」

　ぽつりと呟きながら、カードを手て際ぎわよく動かす。この作戦が発動すれば、相手はフェイリスの術中にはまってその手口をさらけ出すニャ。

　そしてその手口を、相手の思考を読むチェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクで読み取れば、勝利はもう間違いなしニャン！

　けれど、それに対して４℃はさっきとまったく変わらない、にやにやとした笑みを浮かべていた。一体、どういうつもりニャ？

　疑問に思ってその表情を見つめていると、突とつ然ぜんとても目を開けていられないような刺し激げきが視界に飛び込んできた！

「……！」

　フェイリスは声も上げられずに、思わずぎゅっと目をつぶったニャ。

　目ま蓋ぶたの裏にぼやっとにじみ上がるように、蛍けい光こう色の光がちかちかとする。まるでそれは、真っ暗なところでカメラのフラッシュをたいちゃった時みたいだったニャ。

　強い光の残像はそのまま一定時間、視界の中に残り続ける。それはさっきもいったようにカメラのフラッシュとか、太陽光線やレーザーポインターの光を目に浴びてしまった時によく起きる現象ニャ。

　でも、ここはＵＰＸのホールの中だから太陽光線は入ってこないし、カメラのフラッシュはたかれていても遠いからそれほど目を痛めるわけじゃない。そう考えると……。

「おやおや、どうしたメス猫ねこちゃんよぉ？　次はそっちの手番だぜ。待たせてないでさっさと動きな」

　煽あおるような、嘲あざけるような、そんな声。

　キッと鋭するどい眼まな差ざしを向ければ、そこにはまたにやついた４℃の顔があった。

　……やっぱり、今のはこいつの仕し業わざニャ！

　多分、さっき見た会場内の同じような格好をした連中──おそらくは４℃の部下たちが観客席からレーザーを飛ばしてきたんだと思う。

　会場に来るまでは想像もしなかった事態。まさか、こんな直接的な妨害と、あからさまな心理攻こう撃げきをコンボで組み合わせてくるなんて考えもしなかったニャ。

　しかも、まだ目がちかちかする中でレフェリーが、フェイリスのターンだって指示を飛ばしてくる。目にレーザーポインターを当てられて悶もん絶ぜつしてる間に、４℃たちは行動を終えていたみたいニャ。

　おまけにレフェリーはフェイリスがレーザーポインターの光で妨害されたことに気づいてない……。一いつ瞬しゆん、抗こう議ぎしようかとも思ったけれど、証しよう拠こをヴァイラルアタッカーズは一いつ切さい残してなかったニャ。ここで騒さわげば、不利になるのはフェイリスの方。

　口惜くやしいし、卑ひ怯きようだと思うけど、ある意味で見事だニャ……！

　それでも唇くちびるを固く結んで、ゲームの盤面に視線を向ける。目の奥にまだ残る残像が邪じや魔まするけれど、なんとか状じよう況きようを確かく認にんすることができたニャ。

　けど、そこにあったのはあまり予想しない形だった。フェイリスが慎しん重ちようにスロースタートでゲームを始めると、相手はどうしても少し急ぎ気味に対応を迫せまられることになるニャ。

　でも、彼らのゲームの進め方はフェイリス以上にゆっくりめの動きで……。むしろ、わざわざこっちの動きを邪魔するためだけにカードを動かしているような感じさえあったニャ。

「この配置で……、こう動かれると……」

　思わず言葉が唇から漏もれるくらい、フェイリスは動どう揺ようし始めていたニャ。いつもなら相手の動揺を誘さそうのはこちらの戦術だったのに……。

　いずれにしても、向こうはこっちの動きを封ふうじるつもりで来ているから、フェイリスはいつもの戦術をとりにくい状態に追い込まれていたニャ。

　普通ならここで少し考えて態勢を立て直すべきニャけど、困ったことにそのための考える時間をさっきのレーザーポインターのせいでフェイリスは失っていたのニャン。レフェリーが、急せかすように指示を出す。

　考える時間はもうなかったニャ。普通の試合でならここまで厳密でもないんニャけど、この試合はグランドチャンピオンシップ決勝戦。当然、ルールや待ち時間もいつものより厳しめなのニャ。

　仕方なく、フェイリスは相手の動きに陽動される形でいつもより急ぎ気味にゲームを進めるしかなかった。けれどそのせいで、フェイリスは不利な状況に追い込まれることになってしまったのニャ……。
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　以降も、ヴァイラルアタッカーズの妨害は相次ぎ、フェイリスにとっては辛つらいゲーム展開が続いたニャ。でも、レーザーポインターで目を狙ねらわれるのはまだ耐たえられた。それよりも耐えがたかったのは、４℃がちょくちょく口にする侮ぶ辱じよくの言葉だったニャ。

「フッ、どうやらチャンプのメス猫は、この俺……黒き孔く雀じやくのヘビーロックな翼つばさに怯おびえちまってるらしい。焦あせりが見えるぜ。ああ、臆おく病びようなメス猫がブルブル震ふるえているのが、俺の堕だ天てん使しの瞳ひとみにはっきり映っている……」

　この調子でずっと繰くり返される揶や揄ゆと嘲ちよう笑しよう。

　気力・体力を大きく消耗する雷らいネット・アクセスバトラーズの戦いで、レーザーポインターによる妨害とこんな心理攻撃のコンボを受けたら、大たい抵ていの人は試合なんか続行できなくなるニャ！

　確かにヴァイラルアタッカーズは、侮あなどれない敵だった。

「……でも、負けるわけにはいかないニャ」

「ああん？」

　何だ、こいつは？

　そう言いたげな表情を４℃はフェイリスに向けてくる。

「フェイリスの大好きな雷ネット・アクセスバトラーズを、こんな風にして汚けがした邪黒ネガテイブ嬰魔・スポーンなんかに、絶対負けないニャ!!」

　そこからフェイリスは、見た目のカードの動かし方をいつもと変えてとにかく前に前に出るように動かしたニャ。そしてその上で、実際には時間を稼かせぐための戦術に切り替かえた。

　妨害と心理攻撃の連続に晒さらされた状況で、フェイリスの武器と言えるのはやっぱりチェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクしかなかった。

　不利な状況だけれど、不利だからこそ自分の一番の武器──パパとの絆きずなで培つちかったこの力を使わずに勝つことは、どうしても無理だって判断したのニャ。

　だから、とにかく時間を稼いで、自分は動揺して焦ってるふりをしながら、４℃の意図や戦い方を読むためのデータを少しずつ集める。その間、４℃はずっと自分が優勢で、フェイリスがもう試合に勝つ芽はないと思い込んでいたのニャ。

　──ここまで向こうの思い通りにフェイリスが動いているように見えたら、仕方ないような気もしちゃうけどね。

　それは最後の最後。

　４℃が自分で自分に敗北を呼び込むまで、まったく変わらなかったニャ。

　先にも説明したように、雷ネット・アクセスバトラーズはチェスや将しよう棋ぎの魅み力りよくに加えて接続リンクを４つ成立させたら勝ち、妨害ウイルスを４つ取ってしまったら負けという条件がある。

　序じよ盤ばん、フェイリスはほとんどわざと妨害ウイルスを３つ取ることで、自分を敗北寸前と見せかけたのニャ。そのせいで、４℃はずっと自分が優勢のままと思い込んだ。

　自分自身が３つの妨害ウイルスを取ってしまってもそれは変わらずで、彼はずっと自分の勝利を確信していたのニャ。

　──まぁ、それは途と中ちゆうでフェイリスが自分の妨害ウイルスの位置をわざと相手にも分かる形で公開していたせいもあるんニャけど……。

　けど、４℃は本当に最後の最後の局面で、フェイリスの張った罠わなに引っかかったニャ。そのカードを取った時、４℃はそれが接続リンクカードと確信していたと思う。

　でも、それは違ったニャ。

　フェイリスは普ふ通つうなら接続リンクと妨害ウイルスを入れ替えるために使う、特とく殊しゆなカードを……わざと使わなかったニャ！

　正確には使ったけれど、入れ替えそれ自体は行なわなかった。

　それはルール上は可能な行こう為いだけれど、まさか４℃はフェイリスが圧あつ倒とう的に不利な局面でそんなことをしてくるはずがないと思い込んでいたのニャ。

　そして４℃は、接続リンクカードと思い込んで妨害ウイルスを取り、自分で自分に敗北を呼び込んだというわけなのニャ！

「そ……、そんな馬ば鹿かなッッ!!」

　４℃は自分が今めくったカードの表記が信じられず、何度もフェイリスの顔とカードとを見比べる。その様子はさっきまでの人を嘲あざ笑わらっていた時とは違って……。まるで、おどおどと怯えるコマネズミみたいだったニャ。

　がっくりとうなだれる４℃とは対照的に、司会の弾はじけるような勝利宣言が会場内に響ひびき渡わたった！

「大！　逆！　転！　だァァァァッッ!!　ＷＩＮＮＥＲ、フェイリィィィス・ニャァァンニャン！　見事、大会連れん覇ぱ!!　コングラッチュレェェェェショオンン!!」

　それはまさに怒ど濤とうのような歓かん声せいだった。

　ＵＰＸ全体が激げき震しんしてるんじゃないかというくらいの激しい声が沸わき上がり、観衆たちは歓かん喜きと惜おしみない賞賛の言葉を投げかける。

　フェイリスも厳しい試合に疲ひ労ろう困こん憊ぱいはしていたけれど、この興奮と感動の渦うずに押されて、とっても嬉うれしい気分だったニャ。

　本当は今にでもへたり込みたいくらい疲つかれていたのに、あんまりに爽そう快かいな気分と興奮とでハイになって、会場のファンのみんなと一いつ緒しよに浮うかれ騒いでいたのニャ！

　でも……、だから。

　この時のフェイリスは、自分に向けられている４℃の憎ぞう悪おに満ちた視線に、結局気づけないままだったのニャ……。
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　戦いの余よ韻いんに身体からだを火ほ照てらせながらも、フェイリスの気持ちは天に浮くようだったニャ。

「これで、パパにも顔向けできるニャン♪」

　本年度の雷ネット・アクセスバトラーズのグランドチャンピオンシップは、フェイリスの優勝で幕を閉じたニャ。フェイリスはそのまま表ひよう彰しよう式しきに参加したんニャけど……。

「あれ、ヴァイラルアタッカーズは？」

　表彰式の席に、さっきまで対戦していたヴァイラルアタッカーズの姿はなかったのニャ。たとえフェイリスに負けても、彼らがグランドチャンピオンシップにおける二位選手であることに変わりはない。

　なのに連中は、その立場も蹴けって会場から姿を消してしまったニャン。

　少しの間、大会スタッフは困っていたみたいだけど、結局どうしようもなくて二位抜ぬきでの表彰式となった。ヴァイラルアタッカーズは負けた試合でも、戦った相手の健けん闘とうを称たたえる雷ネッターとしての当然のマナーを持ち合わせていなかったみたいニャ。

「本当に雷ネッターの風上にも置けない連中ニャ……！」

　お腹なかの中がぐるぐると沸き立つような怒いかりを抱かかえながら、ＵＰＸの大会会場を出る。何だか、嬉しいはずの大会優勝に水を差されたような気分だったニャ。

「う～……。でも、このまま怒おこってても怒り損ニャ」

　表彰式をすっぽかした件を見ても、ヴァイラルアタッカーズは仁義とか決まり事の通用しない連中なのは間ま違ちがいないニャ。そんなのに関かかわっても、メリットなんて無い。多分、忘れるのが一番いいんニャけど……。

「それでも、もやもやするニャ──ッッ！」

　怒りながら、ふとポケットの携けい帯たい電でん話わに気づく。

　そういえば、大会中はマナーモードにしてたニャ……。元に戻もどしておかないと。思って携帯電話を取り出すと、着信のお知らせが画面に出てたニャ。

「あれ、誰だれニャ？」

　てくてくとＵＰＸから隣となりの秋葉原タイムズタワー──フェイリスのおうちのあるビルニャ──に向かって歩きながら、携帯の画面を覗のぞき込む。するとそこには見慣れた友達の名前が表示されていたニャ。

「凶きよう真まニャ？　どうしたんだニャ」

　凶真──鳳ほう凰おう院いん凶真は、ある雷ネッターの友人を通して知り合った男の人ニャ。

　この鳳凰院凶真って名前は彼のソウルネームで、戸こ籍せき上の名前は岡おか部べ倫りん太た郎ろう。ソウルネームなんて持ってるから分かりやすいけど、厨ちゆう二に病びようの塊かたまりニャ。

　自じ称しようは狂きよう気きのマッドサイエンティストで、この秋葉原に未来ガジェット研究所っていうラボを構えているニャ。

　最初は友達の友達って感じだったんニャけど、凶真自身の厨二病言動がフェイリスのそれとうまくフィーリングが合ったから、会って数日もしない内に仲のいい友達になれたのニャ。

「ただ……、最近はそれだけでも……ないかニャ……」

　ぽつりと、呟つぶやく。

　ふと、すぐそばにあるＵＰＸのガラス窓に映った自分の姿に視線を移して。

「フェイリスはフェイリスで。凶真は凶真」

　でも同時に、フェイリスは秋葉留未穂で、凶真は岡部倫太郎ニャ。

　フェイリスがフェイリスになることで心の力を引き出すように……。凶真も凶真って名乗ることで、岡部倫太郎じゃできないことをやろうとしている……。

　よく厨二病っていうと、自分の〝本当〟を見失っているのが普通ニャ。

　自分が生まれた時にもらった名前や、今の自分の現実の姿を否定して……。「〝本当の自分〟はこんなつまらない人間じゃない。〝本当の自分〟はもっとすごい人間で、誰にも負けない存在なんだ」って思い込むのニャ。

　今の自分が嫌いやで、〝本当〟が嫌で、別に〝本当の自分〟を作り出して、その〝物語〟の中に逃にげ込む。弱い自分を守るためには、ある意味で仕方の無いことだけど、その内にそれが行き過ぎてたくさんの人が〝本当〟を振ふり捨ててしまうのニャ。

　たとえばあのヴァイラルアタッカーズのリーダー、４℃はそんな感じがしてたニャ。

　多分、厨二病っていうのは昔でいえば、神様や天使を信じる人が祈いのりの時に口にした名前と同じで、本当は弱い自分から少しでも強さを引き出すためのもの。

　自分ひとりの力だけじゃ戦えないから、別の何かの力が欲しい。だから、〝本当の自分〟がいるって思い込んで、その力を借りようとするのニャ。

　それを証明するように、厨二病っていわれる人たちが名乗る名前や素す性じよう、そこについてくる〝物語〟は過か剰じようなくらいに強いニャ。

　そういう事情だから、大たい抵ていの人が作る〝本当の自分〟はそれまでの宗教とか神話に出てくる神様とかより強かったり、そういう神様そのものだったりする。そうすることで、自分の弱さを覆おおい隠かくすのニャ。

　でも、結局何処どこまで行っても自分は自分ニャ……。

　弱い自分を受け入れられずに、〝本当の自分〟で弱い自分を押し潰つぶし続けていたら、段々その弱い自分と一緒に自分自身が消えて行っちゃう。〝本当〟が消えてなくなっちゃうニャ。

　フェイリスは、それは嫌だったニャ。

　フェイリスは〝フェイリス〟だけど、〝秋葉留未穂〟でもあるのニャ。

〝フェイリス〟を大好きで応おう援えんしてくれる人がいるのと同じに、〝秋葉留未穂〟を大好きで愛情を注いでくれる人たちがいる。フェイリスはそのどっちの人たちも大好きで、大切にしたいのニャ。

　だから、フェイリスは〝秋葉留未穂〟を捨てないし、見失ったりしない。

　そして凶真は、フェイリスと同じように〝岡部倫太郎〟である自分を捨ててないし、見失ってない人だったニャ。

　凶真にとって、〝鳳凰院凶真〟は〝本当の自分〟ニャけど、同時にそれは〝岡部倫太郎〟にはできないことをするための力であることを、彼は理解していた。

　その意味で、凶真はフェイリスと同じ人間なのニャ。そしてそれを理解して以来……、〝フェイリス〟は〝鳳凰院凶真〟に惹ひかれていた……。
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「凶真は……、初めて出会った……フェイリスと〝同じ人〟ニャ」

　ガラス窓に映った自分の姿を見つめながら呟く。

　フェイリスが猫ねこ耳みみ付きのカチューシャをつけて、〝フェイリス〟の仮面ペルソナをかぶるように、凶真は高笑いと携帯電話──ただし通話状態じゃない──に話しかけることで、狂気のマッドサイエンティスト鳳凰院凶真になるのニャ。

　決して負けないために。

　負けちゃいけない何かと戦うために。

「それが分かったから、フェイリスは凶真のことが……」

　そこまで呟いたところで、鏡のように周囲の光景を映し出すガラス窓に、見覚えのある格好の人間たちの姿が映ったニャ。

　フェイリスはびっくりして、背後を振り返る。

　するとそこには、六人くらいの革かわジャンパーにシルバーアクセの男たちがいたのニャ。

「……ヴァイラルアタッカーズ」

　いつの間にか、連中はフェイリスを取り囲むようにして立っていた。その中で体格の大きなひとりの男が話しかけて来たニャ。

「やっと見つけたぜ、チャンピオン。……おい、リーダーに連れん絡らくを」

「ラジャ……」

　指示を受けて、男たちのひとりが携帯電話をかけ始める。そこでフェイリスはさっきの体格の大きな男に尋たずねたニャ。

「一体、何のつもりニャ!?」

「いや、リーダーがアンタに落とし前をつけさせるって聞かなくてよ。俺たちだって、大会で頑がん張ばったからご褒ほう美びが欲しいしな」

　そう言って向けられた視線に、フェイリスはゾッとしたニャ。

　連中はフェイリスのことを、オモチャかなんかにしか思ってない。そのことが、チェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクで分かったからニャ……。

　普ふ通つうの人なら目の前の人を、何の良心の呵か責しやくもなく殴なぐったり痛めつけたりなんかできない。でも、このヴァイラルアタッカーズは明らかにそれに慣れていて……。しかもそれをフェイリスにするつもりになってたのニャ。

　男の考えてることを読み取って、フェイリスが思わず怯おびえてしまうと、そいつはにやりと嫌な笑いを浮かべてこっちを見て来た。

「ほ～ん、リーダーのいうとおり、アンタって人の考えてることが本当に分かるんだ。おっもしれえ。んじゃあ、これから自分がドンだけズタボロにされるかも、分かっちゃったんだ～。便利だけど……、この状じよう況きようじゃかえって悲ひ惨さんだよな、それって」

　言って、まるで舐なめるような目線でフェイリスを見て来たニャ。同時に周りの男たちも釣つられたように笑い声を上げる。

　怖こわかった。怖いニャ。

　こんな人たちがいることは知っているし、分かっているけど、こんなところで出会うなんて思っていなかったから……。思わずフェイリスは、優勝に浮うかれて自分が警けい戒かい心しんを無くしていたことを後こう悔かいしたのニャ。

　……けれど。

　いくら怖くてもフェイリスは絶望はしてなかったニャ。

　それはフェイリスが〝フェイリス・ニャンニャン〟を名乗るからには、決して陥おちいってはいけないもの。誇ほこりを持ってこの名前を名乗る以上、フェイリスに絶望は許されないのニャ。

　もしも希望を失うようなことがあれば、それはフェイリスのことを好きでいてくれるファンのみんなに対する裏切りになる。こんなところで、理り不ふ尽じんに負けることはフェイリスの名前を貶おとしめること。それだけはできないニャ！

　幸い、連中は慢まん心しんしてフェイリスを追い詰つめたつもりになっていたニャ。だから、ここは逆にわざと怯えたふりをして──もちろん、怖くて怯えてはいたけれど、それをもっと大げさにして、怖くて逃げられないふりをして──連中を油断させることにしたのニャ。

「ま、そうやって大人しくしてたら、その可愛かわいい顔は傷つかずに済むかもな……」

　じりじりとヴァイラルアタッカーズの下っ端ぱたちが近づいてくる。最初は均等にフェイリスを包囲してた下っ端たちだったけど、こちらの思おも惑わく通り油断してくれたみたいだったニャ。……フェイリスの左側に、隙すきができてたのニャ！

「甘いニャ！」

　言って男たちの腕うでをかいくぐり、一気に走り出す。

「てめ、逃げんなッ！」

　下っ端たちも反応してフェイリスを捕つかまえようとするけど、誘ゆう導どうに引っかかって一番近くにいたふたりが正面からぶつかり合ったニャ！

「わぷ！」

「がっ！　何やってんだ!?」

　フェイリスのチェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクは、相手が大体何処に意識を集中しているかも分かるのニャ。それを応用すれば、こんな時に相手が動く方向を誘導することも可能ニャン。

「ちっ、はめられたか！　追えぇぇぇッッ!!」

　男たちの声を背に受けながら、フェイリスは必死で走る。でも、一番手て薄うすな方向へ逃げ出したせいでおうちのある方向からは遠ざかるしかなかったのニャ……。

「仕方ないニャ……、このままＵＰＸの二階に上がって駅の方向に逃げるニャ！」
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　一いつ旦たん、躱かわしはしたけれどヴァイラルアタッカーズの追つい跡せきは執しつ拗ようだったニャ。

　最初はＵＰＸを抜ぬけて駅方面に逃げるつもりニャったけど、途と中ちゆうの陸橋にも連中がいたから方針を変えてＵＰＸに戻もどらざるを得なかったニャ。

「う～、一体何人いるのニャ～？」

　少なくとも今までに遭そう遇ぐうしたヴァイラルアタッカーズの人数は、三十人は超こえていたニャ。

　どうも４℃は本当に優勝を逃のがしたことを逆さか恨うらみしていて、秋葉原の各所に部下を配置して包ほう囲い網もうを作っているみたいだった。ＵＰＸ周辺に重点的に人間を配置してるんだろうニャけど、それでも相当の人数がいるのは間ま違ちがいなさそうだったニャ。

「ここまで逆恨みするニャンて……」

　４℃──ひいてはヴァイラルアタッカーズって集団が、このことひとつを取ってみてもとんでもない連中だってことが分かる。普通、これだけの人員を投入して女の子ひとりを追っかけるなんてことはできないものニャ。

　思いついたって、誰だれかが正気に戻って止めるものだし、そもそも末まつ端たんの構成員がここまで本気で追っかけてくる時点で常じよう軌きを逸いつしてるニャ！

「捕まったら……、本気で何されるか分からない……」

　さっきの男たちの目に、必死で逃にげながらも再度ゾッとする。絶対に捕まるわけにはいかなかったニャ。

　必死で逃げながら、グランドチャンピオンシップ決勝戦の会場だったＵＰＸのＡＫＢＳＱＵＡＲＥに走り込んだところで、フェイリスの視界に見覚えのある人ひと影かげが飛び込んできた。ボサボサの頭にひょろっとした長身。そして忘れようにも忘れられない白衣姿……。

　フェイリスは、思わず叫さけんじゃったニャ。

「凶真ァ！」

　そこにいたのは、紛まぎれもないフェイリスのソウルメイト。

　狂きよう気きのマッドサイエンティスト、鳳凰院凶真だったニャ！

　どうして凶真がこんなところにいるのかは分からない。でも、この時のフェイリスにとって、間違いなく凶真の姿は救いの天使──ううん、フェイリスの危機に颯さつ爽そうと現われた白馬の王子様だったニャ。

　もう考えるとか考えないとかそんな余よ裕ゆうもなくて、飛びつくように凶真の手をつかみ、引きずるように走り出す。

「フェイリス！　どうした？」

　引きずられながらも、一いつ緒しよに走ってくれたのは多分、凶真の優やさしさだったと思う。いきなりのことでも、フェイリスがやることに順応してくれる柔じゆう軟なん性の高さは、さすがという他ほかなかったニャ。

　凶真を引っ張って、さらに必死になって逃げる。それでも、後ろから追いかけてくるヴァイラルアタッカーズの気配は消えなかった。大ビルの脇わきを抜けて駅に近い路地に入ったところで、ようやく連中の目を逃れることができたようだったニャ……。

　注意深く物もの陰かげから周囲を窺うかがっていると、脇で荒あらい息をつきながら凶真が尋ねてきた。

「……誰に追われてるんだ？」

　フェイリスは、その凶真の問いに短く答えたニャ。

「ヴァイラルアタッカーズニャ！」

「ヴァイラルアタッカーズ？」

　何だそれは、と後に続きそうな口調で凶真はいう。

　当然だと思うニャ。ヴァイラルアタッカーズっていうのは、直訳したら『噂うわさや口コミでの中傷をする者たち』って意味になる。言い換かえたら〝風評被ひ害がいを与あたえるもの〟かニャ。

　普通の神経ならそんな名前は名乗らないし、フェイリスも連中があんなことをする奴やつらと知るまでは別の意味があるんじゃないかって思ってたくらい。

「どんな卑ひ怯きような手を使ってでも勝とうとする。雷らいネッターの風上にもおけない奴らニャ！」

　フェイリスは言葉短に、大会で不正を働いてヴァイラルアタッカーズが優勝を奪うばおうとしたことを告げたニャ。

「フェイリスに負けた腹いせに待ち伏ぶせしてたニャ！」

「待ち伏せって……？」

　凶真が次の問いを発したところで、背後から声が上がった。

「こっちだ！」

　それはさっきも聞いた、ヴァイラルアタッカーズの声だったニャ。思わずついさっきのことを思い出して、フェイリスはほんの一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくしてしまった。普通なら、この一瞬が命取りになっていたと思うニャ。

　でも……。

「……！」

　そこでぐいっと、力強くフェイリスの腕が引かれる。

　凶真が立ちすくんだフェイリスの手を取って走り出したんだってことに気づくには、数瞬だけ時間が必要だったニャ……。
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　その後、フェイリスたちはまず駅の方向に逃げ、秋葉原駅の線路をまたいで東西を抜けるための自由通路を使って、ぐるりと秋葉原駅を一周するようにして走ったニャ。

　路地に隠かくれたり、電気店の棚たなの後ろに潜ひそんだり、人ひと混ごみをくぐり抜けたりもして、秋葉原中を逃げ回る。それでもヴァイラルアタッカーズの追跡は執拗で、なかなか追っ手を撒まくことも、フェイリスの家のあるビルに逃げ込むこともできなかったのニャ。

　なんとか秋葉原の裏通りにまで走り込んだところで、また少しの休きゆう憩けいを取るだけの時間は稼かせげそうな路地に逃げ込むことができた……。

　物陰に潜み、人ひと心地ごこちついたところでフェイリスは凶真に話しかけたニャ。

「そういえば、さっき電話くれたみたいニャけど……？」

　フェイリスの気持ちとしては、凶真がその〝能力〟を使って運命の相手である自分のピンチを察し、フェイリスを助けるために来てくれたと思いたかったんニャけど……。生憎あいにく、凶真に本当はそうした能力がないことは分かっていたニャ。

　だから凶真がこうして一緒に逃げてくれたことも、ＵＰＸに来ていたことも、全部何か別の目的があるってことになるニャ……。

「そうだ！」

　弾はじかれたように凶真はフェイリスを見つめる。

　何だかその様子は、記き憶おくの中にある凶真のいつもの様子とは違ちがっていて……。必死というか、余裕がないというか、何処どこか妙みようだったニャ。

「Ｄメールの内容を教えて欲しい」

　静かに、謎なぞの言葉を口にする凶真。

「Ｄメール？」

　復唱してみる。

　……でも、何の覚えもない言葉だったニャ。

　そして同時に、凶真の口調からするとフェイリスがそれを知っているのは、当然という感じの口調でもあったニャ。

　──なんか、変だニャ？

　一瞬だけ、やっぱりいつもの厨ちゆう二に病びよう会話なのかな、とも思う。

　さっきの様子は、新しい厨二病のパターンなのかニャ？

「お前が過去に送ったメールだ！」

　過去？

　メール？

　全然、心当たりのない言葉に、ほんの一瞬だけ戸と惑まどう。

　どういうことなのだろうと思いながら、フェイリスは凶真の目を覗のぞき込もうとその正面に回ったニャ。その目的は言うまでも無く、チェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクで凶真の意図を探さぐるため。

「過去にメール？　……なんの話ニャ？」

　問いながら、フェイリスは凶真の瞳ひとみをまっすぐに見たニャ。

　けれど、その瞳には少なくとも噓うそはなくて……。ただ、凶真はいつも明確に噓をついてるって時以外は、考えてることを厨二病でカモフラージュしてるから、よく分からないことが多いのニャ。

　だから、その時フェイリスは深く考えずに、これも自分を強くするための凶真の厨二病行動なのだと、そう……思い込んでしまったのニャ。

「あ……いや、なんと言うか……」

　フェイリスの問いに、凶真は歯切れ悪そうに言葉を濁にごす。

　それは凶真が、フェイリスのニャンニャンワードにたじろいだ時によく見せる行動だったのニャ。

　……あれ、やっぱり今のって狂気のマッドサイエンティストモードでの台詞せりふだったのかニャ？

　そう思ったところで、再び聞き覚えのある声が響ひびいた。

「いたぁぁ!!」

　さっきフェイリスを包囲しようとした、ヴァイラルアタッカーズの下っ端ぱのひとりの声だった。凶真はその声を聞いた瞬しゆん間かんに、またフェイリスの手を取って走り出す。

　また、秋葉原を股またにかけての鬼おにごっこが始まったのニャ……。
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「仮に……、仮にだ」

　凶真が再びそう声を発したのは、秋葉原中を駆かけ巡めぐって一旦、線路の高こう架か下したにあるトンネルに逃げ込んでからのことだったニャ。

　傾かたむきかけた夏の陽ひの光の中で、凶真はゆっくりと問う。フェイリスはその横顔を見つめながら、凶真の声をただ聞いていたニャ。

「……俺たちがタイムマシンを作ったと言ったら、信じるか？」

　タイムマシン？

　声こわ音ねこそ真しん剣けんニャったけど、凶真の問いはさっきと同じ厨二病マインドに溢あふれたものだったニャ。

　そうとなったら、当然フェイリスの返答は決まってる。

「凶真の言うことなら、信じるニャ」

　その答えに、凶真は嬉うれしそうに目を見開いたニャ。

「は、そうか！」

　凶真は勢い込んで、喜びの表情を見せる。……おかしいニャ、なんかいつもと反応が違いすぎるニャ。

　フェイリスはその普ふ段だんの凶真との違いに戸惑いつつも、話を合わせるようにして言った。

「フェイリスも異次元移動マシーンを、開発したところニャ！」

「……！」

　でも、話を合わせたはずのフェイリスの答えに対して、何故なぜか凶真が見せた表情は落らく胆たんのそれだったニャ。

　……あれ、おかしいニャ？

　フェイリスは凶真の反応が予測とは違ったことに不可解なものを感じて、再び凶真の目を覗き込んで観察する。あまりにも彼の反応は妙だったニャ。

　一体、凶真に何があったニャ？

　そうやって観察していると、凶真はまた不意に言葉を発した。

「……たとえば、アキバが萌もえに溢れた街だったとする」

「ハニャ？」

　思わず。

　あまりにも意外な言葉が凶真から出たことに、思わずフェイリスは声を上げたニャ。

　それは過程としても突とつ飛ぴだったニャ。

　萌えの街と言えば、東京ではまず中野ニャ。ここには主に男性向けの萌えが集まってるニャ。それから次は多分、女性向けのコンテンツがたくさん揃そろってる池いけ袋ぶくろ。このふたつが二大巨きよ頭とうで、秋葉原が萌えの街って認にん識しきしてる人なんていない。

　秋葉原は昔から電気街として有名で、それは今も変わってないのニャ。なんで、凶真はそんなことを言うんだろ？

「お前がタイムマシンを使って、今のような電気街にするとしたら、どんな方法をとる？」

　萌えの街になってる秋葉原を、電気の街に戻もどす？

　あ、違う。その仮定だと戻すんじゃないのかニャ？　あくまで秋葉原は萌えの街って前提で、電気じゃニャいんだから……。

　でも、いくら仮定にしても突飛過ぎて、正直見当もつかないニャ。だからさすがにフェイリスも、こう尋たずねるしかなかったニャ。

「なんの心理ゲームだニャ？」

「なんでもいい！　答えてくれ！」

　弾かれたように。

　血を吐はくように。

　あまりの必死さで凶真は言う。

　彼の眼まな差ざしと、フェイリスの眼差しが交差した。その瞳に宿る感情は、焦あせりだったニャ。

　一体、どういうことが起きてるのか見当もつかニャいけど、フェイリスがヴァイラルアタッカーズに追われて凶真に助けを求めたように、凶真もフェイリスに助けを求めていることだけはよく分かったニャ。

「そんなこと言われても……」

　本音を言うと、困ったなって感じだったニャ。

　確かに凶真のことは好きだし、力にもなりたい。でも、どうしたらいいのかまったく想像がつかなかったニャ。

　仕方なく、ちょっと昔考えたことのあることを口にしてみる。

「……でも、萌えに溢れた街って楽しそうだにゃ～。ふふっ」

　それは、パパの会社の企き画かく会議に出したある企画案のことだったニャ。

「実は……。前にパパに話したことがあるニャ。アキバにもメイド喫きつ茶さをオープンさせたらどうかニャ～って。でも、残念ながらダメだって言われたのニャ」

　本当は話したどころか、会社の会議での交こう渉しようはクリアーしていて、もうほとんど決まりかけのところまで行ってたニャ。

　萌えと言えばメイド喫茶。

　もし秋葉原にメイド喫茶を開いてれば、中野や池袋のお客さんを根こそぎ秋葉原に引っ張ってこれたはずニャ。そうしたら、凶真の言うとおり秋葉原は萌えの街になってたはず。

　でも、そんな企画を通したらフェイリスはとても忙いそがしくなっちゃって、パパとの家族の時間が持てなくなるって、パパに反対されたのニャ。

　パパとしてはフェイリスに広い世界も見て欲しいけれど、家族として過ごせる時間はそこまで長くないんだから、それはそれで大切にして欲しいってことだった。

　それは残念なことだったニャけど、同時にパパの気持ち自体もよく分かったのニャ──というよりも、企画を通したら自分の時間が無くなることについてそこまでフェイリスも考えてなかった。だから、素す直なおにパパの意見を聞いたのニャ。

　ちょっとその時のパパとのやりとりを思い出していると、不意に凶真が……とんでもない言葉を口にした。

「メイクイーンのことか？」

　それは、フェイリスが秋葉原の街に開こうとしていたメイド喫茶の名前だったニャ。

　そう、誰だれにも話していない。フェイリスしか知らないはずの名前だった。
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「なんで、その名前を知ってるのニャ？　パパにも話してないのに……」

　……声には、感情は出てなかったはずニャ。

　でも、フェイリスの心は驚きよう愕がくで満ちあふれてた。今までの人生でも、こんなに驚おどろいたことは数えるほどしか覚えがないくらいの驚愕だったニャ。

「あったんだよ！　メイクイーンが、このアキバに！　アキバは、萌えに溢れた街だったんだ！」

　訴うつたえかけるように、凶真はフェイリスの顔をまっすぐ見る。

　それは図はからずも、フェイリスにとってはチェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクで心を読むのに最適な姿勢だったニャ。

　なのに、チェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクを使っても凶真の心の中に噓や隠かくし事はなかった。タイムマシンとか、秋葉原が萌えの街だとか、メイクイーンの存在だとか……。それはすべて凶真の中では真実だったのニャン。

　そして同時に、チェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクの力は凶真が誇こ大だい妄もう想そうに陥おちいっていたり、精神的な疲ひ労ろうや妄もう想そうに心乱されているわけでもないことをフェイリスに教えてくれた。

　凶真は必死だけど、噓もついてないし、迷めい妄もうに惑まどわされているわけでもなかったのニャ。

「……凶真？」

　自分でも意外なくらい、不思議そうな問いの声音だった。

　噓うそもついていない。

　でも、何か勘かん違ちがいや思い込み、妄想に囚とらわれてるわけでもない。

　……じゃ、なんで凶真はこんなことを言うのニャ？

　それがどうしても分からなかった。もしかしてチェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクが未熟に過ぎたり、誤作動してるんじゃないかとも疑ったニャ。だって、凶真が噓もついてないし、妄想全開でもニャいんだとしたら、それくらいしか考えられなかったから……。

　そうでニャいなら……。そうでニャいなら……。

『凶真の言ってることが正しいことになる』

「お前はその街を誰よりも愛していた」

　凶真は……、沈ちん痛つうな面おも持もちと口調でフェイリスにそう言ったニャ。

　そこはやっぱり一いつ切さいの噓はなくて……、だからフェイリスは余計に混乱したのニャ。

　まっすぐに凶真の瞳ひとみを見つめて、チェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクで凶真の心にブレがないかを探さぐりながら、彼の言ってる言葉を反はん芻すうして……何が正しいのか、間ま違ちがっているのかをより分ける。

　普ふ通つうに考えたら、タイムマシンとかあるはずもニャいし、それで秋葉原を今みたいな電気街に変えられるなんて思えないニャ。でも、凶真の様子はそれが真実でニャいと説明できないような状態だったのニャ。

「なのに、おまえがメールを送った途と端たん……」

　そこまで考えてたところで、凶真がまた口を開いた。そしてそこで出たひとつのフレーズに、フェイリスは意識がくらりと揺ゆれるのを感じたニャ。

　……あれ？　何だニャ、今の。

　メール……。

　そういえばさっきもＤメールとか、過去に送ったメールとか言ってたニャ……。

　メール？　……Ｄメール？　……実験!?

　円えん卓たく会かい議ぎ……、Ｄメール実験……。

　フェイリスの頭の中で、ぐるぐると見たことのない光景が回り出す。

「……街は変わってしまった！」

　すぐ近くにいるはずの凶真の声が、ものすごく遠くから聞こえるような気がするニャ……。そうニャ……。街は変わったニャ。……変わってしまったニャ。

　パパは秋葉原の都市開発計画会議で、アジアのテクノロジーセンターとして北東にある筑つく波ば研究学園都市と秋葉原をつないで、官民一体の技術研究エリアを作り出そうとして、秋葉原の電気街化をさらに推おし進めた。

　でもそれは、〝元の世界〟では行なわれなかった。

「……一体、どんなメールを送ったんだ？」

　何故なぜなら……、〝その世界〟ではパパじゃなくてフェイリスが都市開発計画会議に出席したから……。

　そこでフェイリスが日本の技術立国としての経済的ニッチの確立はもはや無理があるとして、萌えを中心としたコンテンツビジネスへの移行を推進して秋葉原をその中心地にしようとしたのニャ……。

　そして、パパがその会議に出席できなかったのは……。

　走そう馬ま灯とうのように、脳のう裏りに見たこともない景色が現われては消え、消えては現われる。

　ううん、〝見たこともない景色〟じゃない……。

　フェイリスは……、その景色を見たことが確かにあったのニャ！

「頼たのむ！　教えてくれ！」

　絶ぜつ叫きようのような凶真の叫さけび声。

　その声を聞いて、まるで夢を見ていたようなフェイリスの意識は現実に引き戻されたのニャ。夢と現実との感覚のギャップに、軽い目眩めまいのようなものを感じる。

　フェイリスは……、さっきまで確かに何かを見ていた。

　凶真の言う〝何か〟が見えてたニャ。でもそれは、意識が現実に引き戻されると同時に、朧おぼろ気げになってしまったのニャ。

「いたぞ！　こっちだ！」

　今の感覚をどう説明しようかと一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんを感じたその時、こちらを見つけたのだろうヴァイラルアタッカーズの声が耳に届いた。

　フェイリスと凶真は、無言で顔を見合わせると、再び追っ手から逃のがれるべく一目散に駆かけだしたニャ……。
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　さっき見えたのは……、何だったニャ？

　全力で秋葉原の街を走りながらも、どうしても考えてしまう。

　凶真の言葉を切っ掛かけに、脳裏に浮うかび上がった光景。……それは確かに凶真の言った〝萌もえの街としての秋葉原〟の光景だったニャ。

　家電を売るチェーン店の看板なんかはかぶり物をした少女の看板になっていて……、呼び込みの法はつ被ぴを着た男の人の代わりにメイド服の女の子たちがビラを配っていた。

　今、走っている秋葉原の中央通りはＰＣショップの代わりに、同人誌やゲーム、ＤＶＤやブルーレイを売る店がほとんどで、細かい電子部品を売る小売り店なんかは軒のき並なみ裏通りに移ってたニャ。

　その光景は凶真の言葉をヒントにして、夢でも見るみたいにフェイリスの脳が生み出しただけの妄想にしては、あんまりにも真に迫せまっていたニャ。

　それこそ、まるで〝萌えの街としての秋葉原〟が何処どこかにあって、それを垣かい間ま見みたみたいに……。

　そして神田明神下を抜ぬけて、妻つま恋ごい坂に向かって昌しよう平へい橋通りを進んでいたところで、フェイリスと凶真は追いかけてくるヴァイラルアタッカーズの姿がないことを確かく認にんして、少し立ち止まった。

　もう、ふたりとも息が切れて、それ以上は走れる状態じゃなかったのニャ。

　──特に運動不足の凶真はいきなり走ったのがかなりこたえたみたいで、ほとんど倒たおれ込みそうなくらいだった。

　でもそこで。

　凶真がどこか前の方──妻恋坂の方角──を見つめて、ニャンか呆ぼう然ぜんとし始めたのニャ。

「どうしたニャ？」

　尋たずねるフェイリスの言葉にも応じず、凶真はじっと一点を見る。

　フェイリスもその方向を見てみたけれど、そこにはラーメン屋さん『らーめん　太た三さぶ郎ろう』の幟のぼりがあるだけで、特におかしなものも変なものもないように見えたのニャ。

　なのに凶真は、いきなりそのラーメン屋さんの前まで駆けだしていった。あんなに息を切らしていたのに、そんなことも気にならないような様子で……。

　フェイリスもさすがに凶真の様子が変だったから、ついて行ったのニャ。それで、ラーメン屋さんの前まで来たところで、凶真は言った。

「……ここにあったんだ、メイクイーンが。おまえが作ろうとした店が」

　そう言って凶真はそばにあったドアを指さす。

　正確には彼が指さしたのは、ラーメン屋さん『らーめん　太三郎』の店てん舗ぽではなく、そのお店が倉庫にしてる場所だった。

「え？」

　驚くフェイリスを尻しり目めに、凶真はその倉庫に入っていく。止める暇ひまも無かったニャ。

　……ううん、正確には止める気になれなかったって方が正しかったかも。凶真に言われて初めて気づいたけれど、確かにフェイリスの気持ちの何処かに、その〝場所〟を懐なつかしいと思うような感覚があったのニャ。

　凶真に付いて、『らーめん　太三郎』の倉庫に入っていく。倉庫の中は夏なのに少しひんやりとしていて、そこかしこに仕込み済みなのだろう麵めんのトレイや野菜の入った段ボールが置かれていた。

「お前はここで働いていた。まゆりも……。ダルはここの常連だった。俺達はここで出会ったんだ」

　凶真の言葉に、また脳裏に光景が浮かぶ。

　現実に見えている倉庫の情景に重なるように再生されていく光景。

　そうだったニャ……。そこは厨ちゆう房ぼうに向かう通路で、こことここはテーブル。ここにお冷やのサーバーがあって、あっちにはお客さんの服を掛けるハンガーが……。

　目だけじゃない、身体からだがここにあったはずのお店の配置を覚えていたニャ。フェイリスはそこで、何度も何度も食べ物や飲み物を運んで、お客さんとお話しして、マユシィやダルニャンとも……。

　そうだ。

　凶真の言うように、フェイリスとはマユシィと一いつ緒しよにこのお店で働いてた。

　マユシィ──椎しい名なまゆり。

　フェイリスと同じ雷らいネッターで雷ネット・アクセスバトラーズを通じて知り合った友達。そもそも凶真との出会いは、彼がマユシィの幼なじみだったからニャ。

　でも、ここにお店があった世界では違ちがう。それだけじゃない。

　今でもマユシィは親友だけれど、それだけじゃなくてここにお店のあった世界では、同どう僚りようでもあったのニャ。同じ萌えを広めるためのお仕事をする同僚。辛つらい現実に疲つかれた人たちを癒いやすために一時の夢を与あたえる同志。

　マユシィはフェイリスにとって、今以上になくてはならない大切な大切な人だったニャ。

　そしてそのマユシィと一緒だったお店によく来ていた常連さんが、ダルニャン。

　ダル──橋はし田だ至いたるは、凶真とマユシィの友達でフェイリスのファンのひとり。

　今日の雷ネット・アクセスバトラーズ・グランドチャンピオンシップにも、確か来ていたはずニャ……。

　耳鳴りがする……。鼓こ動どうが……、心臓の鼓動が何もしていなくても聞こえるくらい、高鳴って……。

　そう、覚えてる。

　覚えているのニャ、確かに。

　でも、この記き憶おくは何なのニャ？　フェイリスは……、フェイリスは……、なんでメイド喫きつ茶さをここでやっていたのニャ？

　どうして、それができていたのニャ？

　パパに止められていたはずのメイド喫茶を、どうしてフェイリスは開店できたのニャ？

　その疑問にたどり着いた瞬しゆん間かん、フェイリスはぐらりと今、自分が立っている地面が揺れたような気がした。ううん、無くなったような気さえしたのニャ……。
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　そうニャ。

　覚えてる。あの日のこと。

　あの時、凶真はダルニャンと一緒にメイクイーン＋ニャン２に来て、タイムマシンの話をしてたのニャ。

「うむ。ルカ子の件も含ふくめ、確かに精度には問題があるが、この魔ま眼がんリーディングシュタイナーによって、過去に送られていた事実は確認済み。改良を加えていけば、本物のタイムマシンが完成する可能性も……」

　そのふたりの話に興味を感じて、フェイリスは話しかけたニャ。

「タイムマシン？」

「ぬっ！　おのれ、盗ぬすみ聞きか！」

　動どう揺ようしたように、凶真がフェイリスに振ふり返ったのを覚えてる。そうニャ、そんなに狼狽うろたえるならニャンでここでお話ししてるんだろうって思ったのニャ。

　結局、凶真は話してくれなかったけれど、ダルニャンが代わりに話してくれた。

　過去にメールを送れる機械──電話レンジ（仮）のことと、それを使って送られる過去へのメール、Ｄメールのことを。

　正直言って、にわかには信じられなかったけれど、それでもその時のフェイリスは、タイムマシンのことを与よ太た話とか厨ちゆう二に病びよう会話とは思ってなかったニャ。

　それは、〝今のフェイリス〟は知らないことだけど、〝この時のフェイリス〟は昔パパがタイムマシンの研究のために多額の融ゆう資しをしていたことを知っていたから……。パパはタイムマシンを絵空事と考えずに、ビジネスに利用できる現実のものと考えていたのニャ。

　そしてそういう研究が過去にある以上、〝この時のフェイリス〟は凶真たちの話を切って捨てることができなかったのニャ……。

　だから……、フェイリスはあの時。

　Ｄメールを使って、過去を変えることを望んだのニャ。

　過去にメールを送ることで、〝この時のフェイリス〟がずっとずっと後こう悔かいしていたことを、やり直そうとした……。

「フェイリス！」

　凶真の気き遣づかう声が聞こえる。

　気づけばフェイリスは、膝ひざから崩くずれて床ゆかに倒れかかっていたのニャ……。

　駆け寄ってくる凶真に手を上げ、その動きを制止する。

「だ……、大だい丈じよう夫ぶニャ」

　そう、大丈夫ニャ。

　別に身体が不調になったわけじゃニャい。目眩みたいな感覚はあったけれど、これは多分たくさんの記憶を〝一気に思い出したこと〟の反動……。

　そうニャ。何年もの記憶が……一気にフェイリスにのしかかったから……、それで意識がふらついたのニャ。けれど、そのお陰かげで凶真が何を言っているか、ようやく今のフェイリスは理解できたのニャ。

　そして凶真が、フェイリスに何をして欲しいのかも……。

「Ｄメールを取り消さないと……どうなるニャ？」

　凶真は今日、会ってからずっと……、フェイリスの送ったＤメールの内容を知りたがっていた。こんなに必死になって、凶真がその内容を知ろうとする理由は、多分ひとつ。

　タイムパラドックス……。

　よくタイムマシンを扱あつかった小説とかコミックに出てくる用語ニャ。

　多分、フェイリスが送ったＤメールのせいで過去が変わったことで、何かとんでもないことが起きてしまった。それもおそらく、凶真にとってかけがえのない何かが失われるという結果になって……。

　それを覆くつがえすためには、フェイリスの送ったＤメールを取り消すか、さもなければ何らかの方法とその作用に対たい抗こうできる現象を起こす必要がある。それが、フェイリスのチェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクで凶真の心を読み取った上での結論だったニャ。

　そしてその結論は正しかった……。

　ただし、現実はフェイリスの予想を遥はるかに上回って……残ざん酷こくだったニャ。




　　　　☆




「Ｄメールを取り消さないと……どうなるニャ？」

　そう尋ねた時、フェイリスの心の中にあったのは『Ｄメールを取り消さずに、凶真の苦境を救うにはどうしたらいいのか？』ということだったニャ。

　凶真の様子を見てれば、その事情が切せつ羽ぱ詰つまって深刻なものだってことはすぐ分かる。

　でも、フェイリスにも一度送ったＤメールを絶対に取り消せない理由があったのニャ！

　たとえ自分自身が引き裂さかれても、Ｄメールを取り消すわけにはいかない。けれど、凶真の事情がもっとよく分かれば、Ｄメールを取り消さずに何とかする手段もあるかも知れない。そう、思ったのニャ。

　だけど。

　それはすぐに甘い考えだったと、フェイリスは思い知らされたのニャ。

「まゆりの命が……」

　凶真は、硬かたい口調で口を開く。

　そこには、絶望が宿っていたニャ。そしてその口調だけで、フェイリスはもう一体何が起きてるのか、悟さとらざるを得なかったのニャ。

「……危ない」

「噓うそニャ？　……そんなの噓ニャ！」

　弾はじかれるように、唇くちびるから悲鳴に似た声が溢あふれた。

「マユシィの命が危ないって、どういうことニャ!?」

　口にする言葉は疑問。

　でも、もうすでにフェイリス自身が分かっていたニャ。

　凶真がここまで必死になる理由。

　凶真がここまで絶望してる理由。

　凶真がここまでボロボロになる理由。

　そんな理由は、そう多くはない。まゆり──凶真の幼なじみで、フェイリスがマユシィと呼ぶ少女の名が出た以上、もう事態は確定したも同然だったニャ。

　タイムパラドックス。

　細かい理由は分からない。けれど、フェイリスの送ったＤメールが、紆う余よ曲きよく折せつの果てにマユシィの命を奪うばうひとつの原因になっていることは、確実に近かったのニャ。

　つまり、自分の理解が正しいのなら、フェイリスは自分の願いとマユシィの命を引き替かえたということになる。

　そんなこと……。

　そんなこと…………！

　そんなこと………………!!

　何がどうあったって、簡単に認めることはできなかったのニャ。

　でも。

　逆にフェイリスが凶真にぶつけた疑問の言葉は、同時に彼にとっては告白に聞こえたんだと思う。だから、凶真は何かに気づいたように、フェイリスの両りよう肩かたをつかんで言った。

「メールの内容が分かるのか！　教えてくれ、頼たのむ。Ｄメールを取り消さなきゃならないんだ！」

「……それはできないニャ」

　凶真の心は……、凶真の言葉は……、痛いほど分かる。

　でも……、でも……、でも……。

　それはフェイリスにとってもできないことなのニャ……。




　　　　☆




「どうして！　まゆりが……まゆりが死んでもいいって言うのか！」

　凶真の叫さけびは、血どころか魂たましいまで吐はき出しそうな勢いだったニャ……。

　分かってる。

　分かってるのニャ……。でも……、でも……。

「いいわけないニャ！　……でも！」

　フェイリスは今、親友と……そして自分の願いを……。ううん、もうひとつの命を天てん秤びんにかけているニャ。

　フェイリスは多分、その命と天秤にかけているのが他ほかでもない親友で凶真の幼なじみであるマユシィでなかったら、あっさりと天秤の片方を見捨てていたと思う。

　どれだけ残酷で、我が儘ままで、身勝手でも……。

　ずっとずっと、フェイリスは〝あのこと〟を後悔してきた。

　泣いて泣いて、絶望して、それでも思い切れなくて……だから夢物語みたいと思っても、一いち縷るの望みを凶真たちの話していたＤメールに賭かけてしまったのニャ。

　ためらいがなかったわけじゃない。

　記憶の中の自分も、何度かやめようとしていたのを覚えてるニャ。それは過去を向いて、未来を否定する行こう為いだから。今の自分を否定する行為だから。

　でも、それでも。

　フェイリスはその命を取り戻もどしたかったのニャ。

　もう一度……、一いつ緒しよの時間を過ごしたかったのニャ！

　そのために、自分の魂のほとんどのはずの萌もえを……。自分で計画し、アイデアを出した〝萌えの街〟秋葉原を消し去ってさえ、〝それ〟を求めたのニャ。

「フェイリス！」

　嘆なげきに満ちた凶真の声がフェイリスの耳じ朶だを……、心を打つ。

　その声を聞くたびに、フェイリスは魂を斬きりつけられるようだったニャ。

　……それはすべて、フェイリスの自じ業ごう自じ得とく。

　やっちゃいけないことをした……、自然の摂せつ理りを曲げた願いを持った、フェイリスの罪。

　そして。

　こんなに傷ついた凶真を前に。

　もうこれ以上、黙だまっていることはできなかった。

「……十年前に死んだパパを、生き返らせたニャ」

「……え？」

　動揺したような。驚きよう愕がくしたような。そんな気配が凶真から伝わってくる。

　そうニャ。

　さっき思い出した、〝今のフェイリス〟じゃない〝あの時のフェイリス〟が送ったＤメールの内容……。

　それは……。

「パパが死んだ過去を……。死なないように変えたニャ」

　それはおそらく、大切な人を失った人間なら誰だれでも考えること。

　だからこそ、本当は絶対にやっちゃいけないこと。

　この世の摂理も、すべての道徳も、丸ごと覆して無意味にしてしまう、あまりにも罪深い願い……。

　死者の復活。

　タイムマシン──Ｄメールの力でフェイリスの願ったことが、それだったのニャ。

　それを取り消すということは、つまりもう一度パパを殺すということ。

　フェイリスの我が儘で生き返らせておきながら、もう一度パパを死なせる……。そんなことができるはずがないニャ。

　でも……、そうしなければ今度はマユシィが死ぬ。

　パパか、マユシィか……。フェイリスはどちらかを殺さなきゃいけない。

　それはあまりにも無情で……、この上なく残酷な選せん択たくだったニャ。




　　　　☆




　自分の我が儘を……罪を凶真に告白したことで、フェイリスはそれを責められるものと思ってたニャ。でも、凶真は過あやまちの内容を打ち明けたフェイリスに、何の非難も罵ののしりの言葉も向けなかった。

　ただ、静かに。

　静かに凶真はフェイリスを見つめていたニャ。

　多分、凶真はさっきフェイリスが考えたのと同じことを感じていたんだと思う。

　自分勝手な都合で死者を蘇よみがえらせておきながら、もう一度それを殺す。そんな行為が許されるのかどうか……。

　許すも何も、そもそも誰かを生き返らせるということ自体が問題ニャ。普ふ通つうにはできない行為だからこそ、それをやってはいけない。

　その不文律を、フェイリスは理解していたのニャ……。そして理解しているにもかかわらず、それをやってしまった。

　そんなフェイリスに、凶真はどう声をかけていいのか、分からなかったんだと思う。

　フェイリスだって、他の人が同じ状じよう況きようならどう声をかけるかはかなり悩なやむニャ……。

　でも、その沈ちん黙もくは長くは続かなかったのニャ。

　何故なぜなら、別の世界でメイクイーン＋ニャン２の店てん舗ぽになっているはずのこの倉庫に、フェイリスと凶真が隠かくれていることをヴァイラルアタッカーズが突つき止めたからニャ……。

　フェイリスと凶真は追い詰つめられ、結局あの連中によって引きずり出された。そして、近くの路地の奥にある工事現場に連れ込まれたのニャ。

　工事現場は、もう勤務時間が終わったためか人の姿も皆かい無むで、路地の奥だから人目もまったくない場所だったニャ。

　そこに連れて行かれ、凶真はフェイリスを連れて逃にげたことからヴァイラルアタッカーズに袋ふくろだたきの目に遭あってしまったのニャ。それでも、凶真はずっとフェイリスのことをかばってくれた……。

　タイムマシンを我が儘で使って、しかも凶真とは無関係にヴァイラルアタッカーズなんて連中に目をつけられる迂う闊かつなことをしてしまったフェイリスを、凶真は身体からだを張ってかばい続けたのニャ。

　全身が傷だらけになっても、どれだけ殴なぐられ続けても、凶真はフェイリスに傷ひとつつかないよう、ずっと身代わりになってくれた。そしてフェイリスはというと、その間ずっとただ泣き続けているしかできなかったのニャ……。

　いくら相手の瞳ひとみを見て思考が読めたって、こんな状況じゃ何の役にも立たない。フェイリスはただ泣き続けて、自分を守ってくれる大好きな人が傷ついていくのを見てるしかできなかった。

　時間にしてどれくらいが過ぎたろう。

　体感的にも、それほど短い時間でなかったことだけは確かニャ。この絶望的な状況は、もしかしたらもう覆くつがえらないのかもしれないと心が萎なえ始めた時、それは起きた！

　路地にようやく入るくらいの横よこ幅はばを持つ大型リムジンが、路地に置かれたゴミや両サイドのビルの壁かべを削けずりながら乱入し、ヴァイラルアタッカーズを蹴け散ちらしたのニャ!!

「……パパ！」

　フェイリスは、リムジンの後部座席を開けて顔を出した馴な染じみ深い男の人の姿に、そう声をかける。そこにいたのは、他でもないフェイリスのパパ──秋葉幸高その人だったニャ。

　リムジンを運転していた執しつ事じの黒木の手も借りて、パパとフェイリスはぐったり状態の凶真を車に運び込んだ。そしてこれ以上はこの場に用はないと、一目散に路地から立ち去ったのニャ……。




　　　　☆




　パパと黒木に救われたフェイリスたちは、そのまま秋葉原タイムズタワーにある自宅へと戻った。

　その道すがらに聞いた話によると、パパと黒木の手配でヴァイラルアタッカーズはそのリーダーである４℃を含ふくめて、警察に逮たい捕ほされたらしいニャ。

「優勝したと連れん絡らくを受けてね。お祝いにかけつけたんだが、会場に姿がない……。携けい帯たいにも出ないので、捜さがしていたんだよ」

　凶真の傷の手当てをするフェイリスに、パパはようやくホッとしたような表情で言う。

　パパは出張に出ていて、本当は夕方に帰ってくる予定だったんニャけど、予定よりも早くお仕事が終わったからフェイリスのグランドチャンピオンシップの会場まで来て、優勝をお祝いしてくれるつもりだったらしい。

　でも、ヴァイラルアタッカーズのせいで、フェイリスは大会が終わった後すぐに会場を離はなれてしまったから、行き違ちがいになったのニャ。

　そしてその後で、秋葉原の色んな場所にいるパパの知り合いから連絡が入ったそうニャ。

『街で変なチンピラに追われている女の子を見かけたんだが、もしかするとあなたの娘むすめさんかもしれん』

　その知らせは複数件あったみたいで、パパはその人たちにお願いしてヴァイラルアタッカーズの動きとフェイリスの行方ゆくえを捜してもらってたらしいのニャ。

　もちろん、自分でも秋葉原の街を捜し回って……、何時間もの捜そう索さくの果てに路地に追い詰められたフェイリスたちを見つけたのだそうな。

　──途と中ちゆうでヴァイラルアタッカーズの悪い評判も色々と耳にしたそうで、そのせいで余計に心配していたらしいのニャ。

「岡部君、君にはなんとお礼を言ったらいいか……」

　パパは凶真にかすかな笑えみとともに言う。

　その様子はいつものパパと比べると少し元気が無くて、数時間とはいえフェイリスが行方不明になっていた間の心労を窺うかがわせるものだったニャ。

「礼だなんて、そんな……」

　凶真もそんなパパの様子に、恐きよう縮しゆくしたような表情を見せる。

「私が大会を見に行っていれば、こんなことにならなかったのかも知れないが……」

　言ってパパは目を伏ふせたニャ。

　その仕草だけでパパが何を考えているかが、フェイリスには分かった。多分、今パパが考えてるのは〝誘ゆう拐かい〟のことニャ……。

「パパ……」

　それが分かったから、フェイリスはパパの心を軽くするために言葉をかける。

「パパはお仕事だったんだから、仕方ないニャ」

「留未穂……」

　パパの視線がフェイリスに向く。その瞳を見て、フェイリスはやっぱりと納なつ得とくしたニャ。パパの心にあるのは、間ま違ちがいなく〝あの日のこと〟。

　……フェイリスが昔、誘拐された時のことニャ。

　そして、今は分かる。それは同時に、フェイリスの我が儘ままから出た罪。フェイリスが購あがなわなきゃいけない罪業だったニャ……。




　　　　☆




「ＩＢＮ５１００？」

　傷の手当てを終え──念のためにかかりつけのお医者さんにも来てもらって、診しん察さつしてもらったのニャ──、お礼も兼かねてパパとフェイリスと一いつ緒しよに食事をした後で、凶真はある話題を切り出した。

　それは、ＩＢＮ５１００というレトロＰＣのことニャ。

　以前──ううん、フェイリスの送ったＤメールで世界が変わってしまう前、凶真はこのＩＢＮ５１００を必死で探していたニャ。

　元々、フェイリスがＤメールを送らせてもらったのも、レトロＰＣコレクターであるパパのＩＢＮ５１００の情報を凶真に教える代わりのことだった。

　つまり、ＩＢＮ５１００は今のフェイリスの罪──Ｄメールでパパを生き返らせたということ──に直接絡からむものでもあったのニャ。

「はい。以前、手放してしまったとお聞きしましたが、今はどこに？　取り戻もどすことは出来ないでしょうか？」

　凶真の眼まな差ざしは、以前にも増して真しん剣けんなものだったニャ。

　その瞳の色はマユシィの話をした時のそれに似ていて……、多分ＩＢＮ５１００のこともマユシィを助けるには欠かせない要素なのだろうと窺わせたニャ。

「事情があってね……」

　困ったようにうなり声を上げて、パパが口を開く。それはできるだけ、娘の命の恩人でもある凶真の力になってあげたいけれど、無理であることを匂におわせるものだったニャ。

「……橋田さんには申し訳ないことをしたが」

「橋田さん!?　橋田鈴すずさんですか？」

　パパが出した、〝橋田〟という名前に凶真は大きく反応する。

　その反応はフェイリスからしても、意外なものだったニャ。

「知っているのかい？　ＩＢＮ５１００は彼女から渡わたされたんだ」

　橋田鈴。

　その人の名前はフェイリスも知っているニャ。

　パパの大学時代の恩師であり、同時に親友でもあった人。

　残念ながら十年ほど前に亡なくなってしまったんニャけど、パパに連れられて何回かはフェイリスも会ったことがあったニャ。

　でも……、凶真が橋田さんのことを知っているとは思わなかったのニャ。それもこの様子だと、とても親しい人だったみたいに見えるニャ。

「……」

　凶真は無言になって少しうつむく。

　それは、大切な人のことを思い出す時の様子だったニャ。凶真にとって橋田さんがどういう人だったのかは分からないけれど、大きな影えい響きようを与あたえたことは間違いない。

　そしてそれは橋田さんの教え子だったパパも同じで……。

　ふたりは向かい合いながら互たがいに無言で橋田さんのことを思い出していたニャ。

　少しの間、双そう方ほうが橋田さんの思い出に浸ひたっていたところで、フェイリスは促うながすようにパパに話しかけた。

「パパ、話してくれていいニャ」

　パパは橋田さんのことを思い出すと同時に、その人から託たくされたＩＢＮ５１００のことについてどう話すべきかを言い淀よどんでいたニャ。それは、その事実がフェイリスの過去にも関かかわることだから……。

　けれど、凶真のことを考えたらそれを秘密のままにしておくことはできなかったニャ。

「しかし……」

　パパはわずかな戸と惑まどいと共にフェイリスを見る。

「命の恩人が知りたがってるニャ」

　そうニャ。

　それはこれ以上、秘密にしちゃいけニャいこと。

　フェイリスが向き合わなきゃいけない、フェイリスの罪ニャんだから。

「……昔、留未穂が誘拐されてね」

　意を決して、ため息を吐はき出すようにパパは話し始めた。

「会社が今ほど大きくない頃ころで、身代金を用意することができなかった。そんな時、ＩＢＮ５１００を高額で買い取りたいと言う人物が現われたんだよ」

　そう……、Ｄメールで世界が書き換かわった後のこの世界では、フェイリスは十年前の誕生日に誘拐されているのニャ。

　……少なくとも、そうパパや黒木には認にん識しきされているのニャ。

「それで、手放したんですか？」

「おかげで身代金を用意することができた」

　パパの言葉を受けて、凶真は問いかける。それに対するパパの返答は簡潔だったニャ。

　少なくとも、その声こわ音ねには負い目こそあっても後こう悔かいはない。

「それ以来、娘との約束は何があっても守ることにしてるんだよ。どんな小さなことでも、どんなことがあってもね」

　だからこそ、そう語るパパの表情は誇ほこりに満ちたものだった。




　　　　☆




　凶真の傷を診みたかかりつけのお医者さんが、「今日は安静にして、ここに泊とめてもらいなさい。何かあったら、私もすぐに駆かけつけられるからね」と言い残して行ったことから、凶真は今晩フェイリスの家に泊まることになったニャ。

　最初は恐縮して断わっていた凶真も、パパに「お礼も兼ねてのことだよ」と言われると、それ以上は拒こばめなかったみたいニャ。

　黒木に案内されて凶真が客室に去って行ったところで、フェイリスも自分の部屋に戻った。

　朝、出かけて以来の自分の部屋。

　たった十数時間のことなのに、何だかもう大分長いこと帰ってなかったような気さえしたニャ……。

　でも、ある意味じゃそうかもしれない。

　今のフェイリスには、〝この世界でずっと生きてきた記き憶おく〟と〝秋葉原が萌もえの街になっている世界で生きてきた記憶〟のふたつがあるニャ。

　言ってしまったら、今日一日でフェイリスの年ねん齢れいは二倍になったようなもので……。そう考えたら、この部屋に戻ってきたのは十数時間じゃなくて十数年ぶりになる。

　寝しん室しつには、見慣れた鏡付きのドレッサーがあって、そこには朝外したカーラーが置かれたままになってたニャ。

　フェイリスはその前に座って、鏡の中の自分を見る。

「どうするニャ……、留未穂？」

　それはまるで、鏡の中の〝フェイリス〟がフェイリスに話しかけてくるみたいだったニャ。だから、フェイリスは鏡の中の〝フェイリス〟と会話するように言葉を返した。

「分かってる。……このままじゃ、ダメ」

　軽く首を振ふって、改めて鏡の中を見る。

　そこにいるのは、フェイリス・ニャンニャン。

　秋葉留未穂という少女が、外の世界の圧力に抵てい抗こうするためにかぶる戦いのための仮面ペルソナ。でも、今から立ち向かわなきゃいけないのは、〝外の世界の圧力〟じゃない。

　それは自分の弱さ。

　我が儘で世界を根底から変えてしまったという罪。

　それと戦うために、フェイリス・ニャンニャンという仮面ペルソナを使うことは、〝秋葉留未穂〟の責任を〝フェイリス〟に押しつけるということだったニャ。

　そっと、猫ねこ耳みみ付きのカチューシャに手を触ふれる。

「そうしなきゃ……、いけないのニャ」

　今、必要なのは仮面ペルソナを外し、素す顔がおの勇気で自分と向き合うことニャ。だから、フェイリスは自分の意志で……この猫耳を外さなきゃダメなのニャ。

　指先に力を込める。

　でも同時に、とても大きな恐きよう怖ふが襲おそってきたニャ。

　自分の罪を認めること。

　自分の我が儘を認めること。

　それは同時に、パパを失ってしまうということと同じだったからニャ。

　この世界が──萌えが秋葉原にないこの世界がフェイリスの「パパに生きていて欲しい」という我が儘から生まれて、それがマユシィの命にまで関わる以上、今の状態をそのままにしておくことはできない。

　だけど、今の状態を覆くつがえすということは結局、フェイリスがパパをまた失ってしまうということなのニャ。それも前回は事故だったニャけど、今度はフェイリスの罪のために……。

　怖こわかった。

　怖かったニャ……。

　ヴァイラルアタッカーズに追われた時も怖かったけれど、今のその恐怖はあの時とは比べ物にならなかった。

「……でも、そうしなきゃ何も始まらないのニャ。だから！」

　勇気を振り絞しぼって、フェイリスはもう一度その指先に力を込める。そして……、猫耳付きのカチューシャを外したの……。
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　夜も更ふけた頃ころ合あい。

　わたしは凶真のいる客室のドアをノックした。

「入って……、いい？」

　ためらいがちなわたしの問いかけに、ドアの向こうから「どうぞ」という凶真の声が返る。

　それを受けてわたしは、ゆっくりと凶真のいる客室へと歩み入った。

「……フェイリス？」

　猫耳をつけていないわたしの姿が珍めずらしいのか、凶真は少し戸惑ったようだった。客室のベッドに腰こし掛かけたまま、不思議そうに私の姿を眺ながめている。

「その……、さっきはありがとう」

　でもその戸惑いは、種類こそ違ちがえどわたしの方も同じだった。

　だって、今までに一度も凶真の前に猫耳を外した状態で出て行ったことなんてなかったから……。〝フェイリス〟の時はいくらでも勇気が出て、怖いもの知らずでいられたけれど、今の姿──秋葉留未穂はそうじゃない。

　そしてだからこそ、逆に言えばわたしのことを助けてくれた凶真に、素す直なおにお礼が言えた。

「凄すごく怖かった。……あんなに大勢の人たちから黒い感情をぶつけられるなんて、初めてだったよ」

　少し心細そうにいったわたしに、凶真はかすかに引きつったような笑えみを浮うかべて返す。

「そ、そういえば、全員、黒ずくめだったな」

　やっぱり、今の状態のわたし──秋葉留未穂を目の前にしての戸惑いは大きいみたい。そんな風に茶ちや化かさないと、多分しっかり話せないんだと思う。

　それは分かってたし、〝フェイリス〟の時なら流せたと思うけど、今のわたしは真面目まじめに話をしに来たつもりだったから、ちょっと困ってしまった。

「もう、真面目に話してるのに……」

　言いながら、ほんの少しの間を空けて、凶真の座ってるベッドに隣となり合うようにして座る。凶真の体温が、その少しの距きよ離りを隔へだてても伝わってくるような気がした。

「な、あ、……すまん。フェイリス、……どうしたのだ？」

　謝りつつ、隣となりに座ったわたしのことを窺うかがうように凶真はいう。その口調からも戸惑いがまだ続いてることは明白だった。でもわたしとしては、今の姿で名前を呼ばれるなら別の名前で呼んで欲しかった。そう、他ほかでも無い凶真には、特に。

「留未穂って呼んでほしいな。凶真……」

　そう言ってから、同時に少し思った。

　もしかしたら、わたしが今ここで留未穂と呼んで欲しいように、彼も岡部倫太郎と呼んで欲しかったりするのかな？

「ううん、岡部さんがいなかったら、どうなっていたか分からない」

「あ、ああ。い、言い直すな。いつも通りでいい」

　凶真は改めて言った〝岡部さん〟の呼こ称しように、とても居い心地ごこちが悪そうな反応を返す。どうやら、わたしの思ったのは考え過ぎだったみたい。

　どうしても慣れている〝フェイリス〟の時に比べると、〝秋葉留未穂〟の状態では少し洞どう察さつ力が落ちる。魔ま眼がん〝チェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイク〟もこの状態じゃ使えない──というより本来の効果が出ない──ので、余計だった。

　いずれにしても、彼がいつもの〝フェイリス〟じゃなくて〝秋葉留未穂〟という素顔で接してることに、居心地の悪さに近いものを感じてるのは確かだと思うの。

「とにかく……。凶真、本当にありがとう」

　そしてわたしは、多分この今しか伝えられないだろうと思う、偽いつわらざる自分の本音を口にする。それは、わたしの彼への好意を表わす言葉。

「凶真はね、わたしの王子様だよ」

　わたしは、かすかに自分の頰ほおが火ほ照てって赤くなるのを感じていた。
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「お、お、王子様？」

　わたしの賛辞に、やっぱり凶真は困こん惑わくする。

「お、俺は王子様ではない！」

　ベッドから立ち上がり、否定の言葉を重ねようとする。

「狂きよう気きの……、だな……」

　その様子はとても可愛かわいい気がしたけれど、ここでこれ以上、凶真を茶化し続けると事態が変な方向に転がりかねないような気がした。だから、そこで遮さえぎるようにわたしは言う。

「マユシィの……」

　その言葉に、凶真はわたしを振り返った。息を吞のむ気配がする。

「マユシィの命が危ないって、本当？」

　それは確かく認にんであると同時に、自分の弱さを振り払はらうためのひとつの儀ぎ式しきだった。

　つまりは〝秋葉留未穂〟から〝フェイリス〟になるため、猫耳をつけるのと同じ。

　違うのは、それが勇気を出すために〝秋葉留未穂〟という弱い部分を隠かくすためじゃなく、〝秋葉留未穂〟として自分の罪に立ち向かうためのものだということ。

　大切な友達のために……、自分が何処どこまで勇気を出せるかということだった。

「……あぁ」

　凶真は低い声で言い、わたしから顔を背そむける。

　多分、こっちを見てられなかったんだと思う。

　……そしてその返事をもらえたことで、わたしは自分の覚かく悟ごを決めることができた。

「十年前……、八歳の誕生日だった。パパと一いつ緒しよに遊びに行こうって約束してたの。でも、仕事でダメになっちゃって……」

　それは、わたしの犯おかした罪の告白。

　今の〝この世界〟じゃなくて、Ｄメールを送る契けい機きになった〝秋葉原が萌もえの街である世界〟での過去の出来事。

　あの時のことは、よく覚えてる。

　わたしは……、ものすごく泣いて……、まるでこの世に誰だれも味方なんていないんじゃないかって気分になって……。

「仕方がなかったんだけど……。寂さびしくて、愛されてないんじゃないかって思っちゃって……『パパなんかもう知らない！　死んじゃえばいいんだ！』って。そしたら……」

　次の日、帰ってくるはずのパパはいつになっても帰ってこなかった。

　代わりに届いたのは、パパの乗った飛行機が着陸に失敗したという知らせ。

　事故自体は飛行機事故としては大したことのないもので、不幸中の幸いだったとよく報道されていたのを覚えている。

　その事故での死者は一名。

　テレビで流れたそのたったひとりの死者の名は、『アキハユキタカ』。他でもない、わたしのパパの名前だった。

　わたしはあの時、ずっとテレビの前から動かなかった。

　そうしたら、すぐにでもテレビから「先ほどの情報に間ま違ちがいがありました」って声が聞こえてくるんじゃないかって、ずっと期待してた。

　でも。

　でも、……当然そんな報道はなくて。

　パパは帰ってこなくて……。

　執しつ事じの黒木がいなかったら、わたしはひとりぼっちになっていた。

　それ以来、わたしはパパを失った心の隙すき間まを埋うめるように、パパの会社の事業を引き継ついでそれに没ぼつ頭とうした。最初は、事業の監かん督とくをしてくれる黒木から質問を受けるたびに、こうしたい、ああしたいと返事を返していた程度だけだったけど。

　その内、秋葉原の都市開発計画会議にまで顔を出せるようになったわたしは、秋葉幸高の娘むすめとして萌え関連の事業を秋葉原に定着させる方針を打ち出した。綿密なマーケティングと広告戦略、加えて丁てい寧ねいな誘ゆう致ち計画とで、その方針は上手うまく功を奏したの。

　そしてわたしは、並み居る大人たちと渡わたり合っていくために、フェイリス・ニャンニャンという萌えの仮面ペルソナをかぶった。生き馬の目を抜ぬくような政財界で生き抜くには、そうすることが必要だったから……。

　でもやっぱり。

　ずっとずっと、わたしの心の中には後こう悔かいがあった。

「あんなこと、言わなきゃよかった。……生きてて欲しかった。ずっと、パパと一緒にいたかった」

　だから、凶真からタイムマシンの話を聞いた時。

　その話に飛びついてしまったの。

　Ｄメールを送れば、パパを死なせずに済むかもしれない。

　あんな心にも無いことを、言わずに済むかもしれない。

　この十年を、パパと一緒に暮らしてこれたかもしれない。

　そう思ったら、もう止まらなかった。

　そしてわたしは、あのメールを送ってしまったの。

『娘預かった

　身代金１億

　新幹線に乗れ』

　たった三行のメール。

　それがこんなにも世界を変えてしまうなんて、つゆほどにも思わずに……。
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　パパが仕事を中止し、飛行機に乗らずに済むようになるメール。

　そんなメールの内容、わたしには自分が誘ゆう拐かいされたというメールしか考えつかなかった。

　実際、〝この世界〟のパパはそれを信じて、まず身代金である一億円の確保のために東とう奔ほん西せい走そうした。もちろん、その時の仕事はキャンセルになった。

　──仕事の相手人は、事情を知って予定を何とか繰くり延べにしてくれたらしい。普ふ通つうなら無理なことだったそうだけど、関係していたすべての人々が誘拐という事情を鑑かんがみて動いてくれた結果だった。

　しかし実のところ、その時のわたしは本当は誘拐されたのではなく、単にふて腐くされて外に遊びに行っていただけだった。

　思ったよりも遠くまで出かけてしまって、泣きながら迷子になっていたところを警察に保護されたんだけど、それを周囲の大人たちは「誘拐犯のところから逃にげ出したんだろう」と勘かん違ちがいしたの。

　結局、パパはフランスのある好こう事ず家かからの申し出でＩＢＮ５１００を売ばい却きやくして身代金を確保し、メールの指定通りに新幹線に乗った。

　でも当然だけど、その身代金を受け取りに現われる相手はいなくて……。警察からわたしを保護したという連れん絡らくをパパが受けたことで、事件は一応の終息を見たのだった。

〝この世界〟のわたしは自分では誘拐されたという自覚も認識もなかったけれど、周囲の大人たちはショックで記き憶おくが曖あい昧まいになっているのだと、それを都合よく解かい釈しやくした。

　特にその頃ころ、犯罪が原因での心理的外傷の話が頻ひん発ぱつしていたから、警察もその意見を採さい択たくしたということだったみたい。

「それで親父おやじさんは事故を回かい避ひし、おまえが積極的に萌え文化を街に取り入れることもなく。アキバは電気街のままだったというわけか……」

　確認するように、凶真は言う。それにわたしは、夢見るような口調で答こたえる。

「……幸せだった。……十年間」

　その言葉が、何よりも深く、凶真への返事になると分かっているから。

　本当なら……記憶を取り戻もどしたとしてもこんな告白はしたくなかった。

　自分の弱さと……、我が儘ままと向き合いたくなんかなかった。

　当然よ。

　誰だって自分の弱い部分や醜みにくい部分なんて見たくない。

　そんなもの、全部仮面ペルソナで覆おおい隠して、忘れて、無かったことにして、みんなうわべで自分を誤ご魔ま化かして生きてる。だから、〝フェイリス〟はそんな誤魔化しを見み抜ぬく瞳ひとみを持つことができた。誰よりも〝それ〟を理解してるから。

　でも、それでも。

　たったひとり。たったひとりだけ、その罪を告白できる人がいる。

　凶真……。凶真、好きだよ。わたしの王子様。

　無言で、かそけき光のように声なく呟つぶやくささやき。

　大好きなあなたにだから、打ち明けることができた。

　大好きなあなたとだから、立ち向かえる。

「……フェイ、……留未穂」

　凶真が声をかけようとする。でもそれを、わたしはまた遮った。

「Ｄメール……、送るね」

　座っているベッドのシーツを、指先でつまみ上げる。そんな頼たよりないものでもいいから、何かにすがらなきゃ、こんなことは言えやしなかった。

　それはすなわち、「わたし、パパを殺すね」と言ったも同じなんだから。実際、わたしがこう言った瞬しゆん間かん、凶真の気配が変わった。……わたしを気き遣づかうような気配に。

「パパは十年前に事故で死んでるの。それが真実。この十年間は夢。一緒に過ごして、どれだけ愛してくれていたのかも分かった」

　わたしはそこで凶真を見上げて言葉を続ける。

　自分で自分の声が震ふるえているのが、よく分かった。

「マユシィはわたしの友達だよ？　我が儘なんか言っていられないよ」

「本当に……。いいんだな？」

　優やさしく……、本当に優しく凶真が問う。

　どうして……、どうしてこの人はこうなんだろう？

　なんで……、なんでこんなに優しいんだろう。

　その優しさに触ふれて、思い切ったはずの感情がやっぱり出てきてしまう。首を振ふりながら、涙なみだをこぼしながら、言っちゃいけないと分かってるのに言ってしまう。

「……よくない。……よくないよ」

　本当は、パパを死なせたくない。

　ずっと一緒にいたい。でも、それができないのはよく分かってる。

「わたし、世界線が変わる前のこと、思いだした。けど……。変わった後のことも覚えてるんだよ？」

　そう、ふたつの世界を両方見たから、分かることがある。

　今の状態は不自然だ。あってはならない。

　だから世界はバランスを取ろうとする。そのバランスの取り方が、パパかマユシィのどちらかの命を消し去ること……。

　それが分かるから……。

　分かるからこそ……、分からなかった。

　萌えのない秋葉原。萌えのある秋葉原。

　どっちが正しい？　どっちが本当？

　分からない。

「変わる前と後がゴッチャになって、どっちが本当なのか分からなくなりそう……」

　でもひとつだけ、やっぱり確かなこともある。

　それは、そのどちらが正しいとも言えない状態を作り出したのが自分の我が儘で……。悲劇なしには世界が治まるはずはないということだった。
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「……何か、まだ方法があるかも知れない。そうだ、もう一度紅く莉り栖すと相談して……！」

　泣き出してしまったわたしに、凶真は優しく言う。

　だけど、さすがに分かる。

　方法なんかない。

　凶真もそれは分かってる。でも、泣いてるわたしを放ほうっておけないから、最後のか細い希望にすがろうとしてるだけ。

　それが無限に続く、終わりの無い地じ獄ごくのループだって分かっているのに、わたしが泣いてるからってそこに飛び込もうとする。

　何度も何度も繰り返せば、すり切れる魂たましいの代わりに解答を導き出せるかもしれない。

　凶真が言ってるのはそういうこと。

　もしかしたら、彼の言うとおりに終わりの無い地獄に飛び込むことで解答が出るのかもしれない。誰だれも泣かずにすむ未来があるのかもしれない。

　たったひとり──凶真自身を除いて。

　それが分かるから、そんなことをさせるわけにはいかなかった。

　わたしの我が儘のために、凶真をこれ以上苦しめたくはなかった。

　大好きな人に苦しんで欲しいって思う女の子なんて、いないんだよ。凶真。

「もういいの……！　凶真を困らせたくない。凶真はわたしの王子様だもん」

　大好きな……、大好きなわたしの凶真。

　多分、この世でたったひとり。

　わたしと同じように厨ちゆう二に病びようの仮面をかぶって世界と戦い続けている人。

　多分、この世でたったひとり。

　わたしのことを本当に理解してくれるかもしれない人。

　多分、この世でたったひとり。

　今この瞬間、心の中で血の涙を流してくれている人。

　彼と出会えて、わたしは幸せなの。

　そしてそれに加えて、この十年間。ずっと、同じように大好きなパパと一いつ緒しよに暮らしてこれた。その夢のような日々に、わたしは感謝してやまない。

　幸せで、幸せで……甘くて儚はかない、夢。

　でも、夢は必ず覚める。

　覚めるから、夢なんだから。

「……もう、夢から覚めなくちゃね」

　決意するように、わたしは言う。

　そうだ。もう夢から覚める時が来たの。

　十年間というまどろみを終わらせて、世界と自分を前に進ませなきゃいけない時が来た。

　でも。

　でも……。

「でも、ひとつだけお願い……」

　ひとつだけ。

　一晩だけ。もう少しだけ。

　夢から覚めるための、魔ま法ほうを下さい。

　身体からだが自然に動き、凶真に抱だきつく。そのぬくもりと彼の気配が、わたしのことを安心させてくれた。だから、最後の我が儘も口にできたんだと思う。

「……少しだけ、……泣いていいかな？」

　その我が儘を、凶真は短く「ああ」と答えて受け入れてくれた……。
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　泣いてるわたしに、凶真は改めて事情を説明してくれた。

　電話レンジ（仮）のこと、タイムリープマシンのこと。

　ＳＥＲＮセルンと３００人委員会。そしてその下部組織であるラウンダーにまゆしぃが殺されたということ。

　それを覆くつがえすには、ＳＥＲＮをクラッキングできるＩＢＮ５１００が必要で……。そのＩＢＮ５１００がある世界に戻るためには、今までに実験してきたほとんどのＤメールの内容を打ち消さなきゃいけないってこと。

　そんな色々なことを聞きながら、わたしと彼はお互たがいにお互いの辛つらさを慰なぐさめ合い……。多分、この夜。誰よりもお互いに近い場所にいたと思う。

　そして翌朝。

　凶真がＤメールを打ち消すための準備をしている間、わたしはパパとふたりきりで過ごすことにした。ただし、あえて〝留未穂〟ではなく〝フェイリス〟として……。

　だって、そうしなければもうパパの顔を見ることすらできなかったから。

　多分、泣いて泣いて、どうしようもなくなるのは分かっていた。

　でもだからって、パパにお別れできないのはもっと嫌いやだったの。

「パパ、おはようニャン♪」

　朝の挨あい拶さつとともに、パパに後ろから抱きつく。このぬくもりを、忘れたくなかったのニャ。

「おはよう、留未穂。……どうかしたかな？」

　笑え顔がおでフェイリスに挨拶を返した次の瞬間、パパは不思議そうにこちらを見返した。

「え？」

「目が赤いぞ？　……さては夜よ更ふかししたか。いかんよ」

　昨日の晩は結局、ずっと泣き通しだったからそれが目に出てたみたいニャ。パパは苦く笑しようしながら、フェイリスに注意する。

　こんな何気ないやりとりが、とっても愛いとおしくて、尊くて、手放しがたかった。

「昨日は、ずっと岡部君と話してたんだろう。友達と話すのが嬉うれしいのは分かるけれど、はしゃぎ過ぎもよくない。気をつけるんだよ」

「ごめんなさいニャ。……次からは気をつけるニャ」

　次なんか……、もうない。

　それを分かった上で、このひとときを壊こわしたくないから、そう応こたえる。

「それにしても……。岡部君か」

「どうしたニャ？」

　意外なほど、パパは感かん慨がい深げに凶真の名前を呼んだ。

　その口調に違い和わ感かんを感じて、フェイリスはパパに尋たずねる。

　するとパパは、後ろから抱きついてるフェイリスを振り返ったニャ。

「彼は勇ゆう敢かんで誠実な人のようだ。……彼なら、私も安心だ」

　まっすぐな、眼まな差ざしでパパは言う。

　その瞳ひとみを見て、フェイリスのチェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクは言葉にならないパパの気持ちが分かってしまったのニャ……。

「ぱ……、パパ？」

　また、声が震えていた。

「言わなくていいよ、留未穂。親子なんだから、それくらい言わなくても分かる。……留未穂のその眼めを見れば、私だって大体のことはね」

　そう言ってパパは、パパを抱だきしめるフェイリスの手に自分の手を重ねたニャ。その手が、かすかに震ふるえてるような気がした。

「いいかい、留未穂。どんなに遠く離はなれても……、留未穂がこの世界の何処どこにいたって……、パパともしも二度と会えなくなったとしても……。パパは留未穂のことをこの世で一番大切に思ってる。それは何があろうと変わらない。愛してるよ」

「……パパ」

　涙がこぼれそうだった。

　それを誤ご魔ま化かすように、顔をパパの首筋にすりつけるようにしてうつむく。ぎゅっと、パパを抱きしめる腕うでに力がこもった。

「フェイリスも……、パパのことを愛してるニャ。ずっと……、ずっと。何があっても、絶対に忘れないニャ」

　泣かない。

　これが最後の別れでも、絶対に泣かない。

　だってパパに見せる最後の顔は絶対に笑顔でなきゃいけないからニャ。

「留未穂、幸せになるんだよ。親が子に願うことは、突つき詰つめればそれしか無いんだからね」




　　　　☆




　正午。

　フェイリスはパパとの時間を過ごしてから、客室に待機してもらっていた凶真の元へ向かったニャ。

　打ち合わせ通りなら、凶真はラボにいるクーニャンにＤメールを打ち消すためのＤメールを送る準備を調ととのえてもらっていたはずニャ。

「おっ待たせにゃ～ん！」

　言ってドアを開けると、凶真は何だか不思議そうな顔をして立っていた。

　その表情は何とも言えず複雑で、凶真はまだフェイリスがなんで、Ｄメール打ち消しを受け入れたか、よく分かってないみたいだったニャ。

　……仕方ニャいかな？　だって、結局フェイリスは昨日、凶真に好きだってこと言わニャかったし。

　普ふ通つうに考えたら、フェイリスの立場でＤメール打ち消しに納なつ得とくするなんて、ないのかも知れない。マユシィが大切だって言い分だけじゃ、凶真は得心がいかなかったみたいニャ。

　でも、少なくとも全部の本当は言ってなくても、噓うそを言ってないことも確か。なら、それで納得してもらうしかニャい。

「ニャニャ？　どうしたニャ、凶真。元気がないニャアぞ」

　だって、今はまだこの気持ちを凶真に告白するのは早いと思ったから。

　フェイリスは……ずっとずっと凶真が好きだったニャ。でもその気持ちを伝えちゃったら、凶真は多分これ以上、歩いて行けなくなる。

　フェイリスが辛つらい現実に立ち向かうために、〝秋葉留未穂〟じゃなくて〝フェイリス・ニャンニャン〟であるように。凶真もこの艱かん難なん辛しん苦くを乗り越こえるには、〝岡部倫太郎〟じゃなくて〝鳳凰院凶真〟でなきゃいけないニャ。

　でも凶真は、今その〝鳳凰院凶真〟であることによって作り出したタイムマシンが、フェイリスやマユシィを不幸に陥おとしいれたと思ってる。それはとてつもないストレスニャ。多分、凶真は〝鳳凰院凶真〟から逃にげたいと思ってるはずニャ。

　だから、もしここでフェイリスが凶真に好きだって言ったら、そのストレスの吐はき出し口をフェイリスに求めて、凶真は〝鳳凰院凶真〟をやめてしまう。

　それだけはダメニャ。

　それはフェイリスは幸せになれても、凶真もマユシィも幸せにはなれない道。そんな道を凶真に歩いて欲しくない。

　だから、告白はまだ。

　もしフェイリスが凶真にこの想おもいを告げるとしたら……、それは全部が終わってからニャ。

「じゃあ、凶真。……Ｄメールの打ち消しはどうするニャ？」

「あ、ああ。……手順を説明する。聞いてくれ」

　凶真はフェイリスの質問を受けて、Ｄメールの打ち消しについて説明してくれたニャ、基本は普通のＤメールと同じで、こちらの操作は単にメールを打つのと同じだった。

　フェイリスは携けい帯たい電でん話わに、過去を元に戻もどすためのメールを打ち込む。

『誘ゆう拐かいは冗じよう談だん

　パパ愛してる

　また会おうね』

　そのメールを入力し終えたところで、フェイリスはひとつ気にかかっていたことを凶真に尋ねたニャ。

「ちなみに……。世界が元に戻ったら、今の記き憶おくは全部なくなっちゃうのかニャ？」

　その問いへの答えを凶真が話し始めるには、少しの間があった。

「……おまえは過去を変える前と後、両方の記憶を持っているんだろう？　きっと、覚えているさ」

　リーディングシュタイナー。

　昨日の夜、凶真から聞いた彼の持つ特とく殊しゆな能力。

　世界がＤメールによって改変されてもなお、それ以前の記憶を引き継つぎ続ける能力。

　それがフェイリスにも凶真のそれとは違ちがう形であるのかも知れないと、彼は言う。

　だから、覚えてられるはずだと。

　その答えを聞き、フェイリスは凶真の瞳をちらりと見たニャ。

　そして知る。

　その凶真の言葉が、噓であることを。

　より正確には、世界が変わればまたフェイリスはすべての記憶を失うと分かっていても、凶真はフェイリスが記憶を持ち続けられたらいいと、そう願っていた。

　やっぱり……、凶真は優やさしいニャ。

　そう、それは優しい優しい噓。

　現実をねじ曲げて、あり得ないことだと思いながらも、あえてつく噓。

　だからフェイリスは、その噓を受け入れることにしたニャ。そうすれば、それは噓じゃなくて願いになるから。

「……良かった」

　自然に、そんな言葉が出たニャ。

　また、頰ほおが赤くなるのを感じる。

「……フェイリスは凶真との時間を、忘れたくないニャ」

　それは間ま違ちがいなく願い。

　たとえ記憶は消えてもいいから、せめて想いだけでも残って欲しい。

　そう、願う。

「……ありがとう」

　凶真はまた、短く言う。その短い返事は、同時に自分もこの時間を忘れないという誓ちかいのようだったニャ。

　フェイリスと違って、凶真は逆に世界を超こえても、それまでの世界を〝忘れる〟ことができない。それはそれで、辛いことのはずニャ。周りが全部忘れていく中で、自分ひとりだけが覚えているんニャから。

　そしてフェイリスは、自分の携帯を凶真に渡わたす。

　打ち消しのＤメールを、タイミングよく送ってもらうために、それは必ひつ須すだったのニャ。

「バイバイ……。パパ」

　最後に……、もう一度別れの言葉を呟つぶやく。

　この世界の何処にいても、二度と会えなくても。フェイリスのことを一番大切だといってくれたパパのために。そしてそのパパへの別れによって、親友であるマユシィと、大好きな凶真が救われると信じて……。

　凶真、がんばってね。

　それで、それで……。

　全部が終わったら、フェイリスの告白。

　聞いてニャ？

　絶対に────絶対に──────

　フェイリスは────凶真のこと────────

　────────忘れニャ────────────

　────大好き────────凶真────────────────

　愛してる。
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　今年の夏はとても暑くて、蟬せみ時雨しぐれの音がうるさいくらいに響ひびいてました。

　真昼の刺さすような日差しが照り返る中、そんな蟬時雨を背景にその人──岡おか部べさんは静かな声でボクにささやいたんです。

「ルカ子よ……」

　それは、まるで言い聞かせるような口調で……。

　岡部さんがそういう口調で話すのは、岡部さんがボクの師し匠しようだから当然のことで。

　弟で子しが教えを受ける立場の人間である以上、師が弟子に言い聞かせるように話すのは当たり前のこと。そのはずなんですけど……。

　でも、この時は──そう、何だかこの時は。

　岡部さんの様子がいつもと違っている気がしたんです。

　けど……。この時のボクは……。

　その次に岡部さんが口にした言葉に、どうしても正気ではいられなくて。

　まるで空が落ちてきたようなショックが、ボクを襲おそったんです。

「落ち着いて聞いてくれ。……実はお前は、本当は……男だったのだ！」

　最初。

　その言葉を言われてすぐは、その言葉の意味が分かりませんでした。

　ボクは生まれてからずっと女の子で……、男だなんて言われたことが一度もなかったから、岡部さんが何を言っているのかも理解できなかったんです。

　それこそ、言葉の意味どころか「お・と・こ」っていう音が何なのかさえ、きちんと把は握あくできてませんでした。

　そして……。

　一いつ拍ぱくほどしてようやく岡部さんの言葉を理解できた時。

　言葉よりもまず、涙なみだがこぼれたんです。

「……また、そんなこと言うんですか」

　必死で、涙を止めようとはしたんです。

　だって岡部さんは、そういうことを口にすることがよくあったから。

　荒こう唐とう無む稽けいで普ふ通つうならあり得ないようなことを、平気で口にして。

　それでいて堂々として、自分に恥はじるところがなければ世間の評価なんて気にしない人。

　そんなだから、平へい凡ぼんなボクみたいな人間には及およびもつかないようなすごいことでも、ひょいって簡単にこなしちゃうとんでもない人なんですけど……。

　その代わりにどうしても感覚がずれちゃってるところもあるみたいで、困らせられることも多々あったんです。

　でも……、でも……。

　ボクが男だなんて……。

　そんなひどいこと。それって、ボクが……岡部さんのことを好きでいちゃいけないっていうことなんですか？

「待て、泣くな！」

　ボクが思ったことを口にするより早く、岡部さんは狼狽うろたえたようにボクを制止してきました。どうやら、ボクが泣くなんて思ってもいなかったか、思ったよりもそれが早かったみたいです。

「落ち着いて最後まで聞いてくれ！」

　言って、岡部さんはボクの両りよう肩かたをつかみました。

　必死な表情がボクの視界に入ってきて、思わずいつもの〝設定〟の話じゃなくて真しん剣けんな話なのかと一いつ瞬しゆんだけ思いました。

　でも、それに続く話があまりにもあんまりだったんです。

「これもすべて、まゆりのため……。お前には、男に戻もどってもらわねばならないんだ──」




　　　　☆




　ボクの名前は漆うるし原ばらるか。

　秋葉原駅のすぐ近くにある柳やな林ばやし神社の宮ぐう司じの娘むすめで、御お茶ちやノ水にある私し立りつ花はな浅あさ葱ぎ大だい学がく付ふ属ぞく学がく園えんに通う十六歳です。

　そして、今ボクの目の前にいるこの人は岡部倫りん太た郎ろう。

　ボクの……、好きな人。

　なのに、なのに……。

「どうして……。そんなの、いつもの設定ですよね？　冗じよう談だんですよね？」

　ボクが男だなんて……。

　岡部さんのことが、ボクは大好きなのに……。

　いつかは告白して、恋こい人びと同士になりたいって思ってたのに……。

　なんで、なんでそんなことを言われるんですか!?

「う……うう……」

　涙が次から次に溢あふれて、泣きたくないのに嗚お咽えつが漏もれて。

　でも、でも……でも……。

　我が慢まんできなかったんです。

　いくらなんでも、大好きな岡部さんからそんなことを言われるなんて、あんまりだと思ったから。

「ひどいです……。岡部さんから、そんなこと言われるなんて……」

　ボクがどんな悪いことをしたんですか!?

　本当はそう言って、詰つめ寄りたかった。でも、できなかったんです。

　どうしても悲しくて、やりきれなくて……。

　泣くボクに、岡部さんは弁解するように言っていました。

「違ちがうんだ、ルカ子よ。聞いてくれ、俺はタイムマシンを開発してしまったんだ」

「Ｄメールのことですか？　実験するって言ってた……」

　岡部さんは、この秋葉原で未来ガジェット研究所というサークルを構えてるんです。

　そしてそこでこの間、同じくその未来ガジェット研究所──岡部さんは基本的にラボっていってるんですけど──のメンバーである橋はし田だ至いたるさんと共同で、過去にメールを送れるという機械を作ったのだと言っていました。

　その機械で過去に送られるメールのことを、Ｄメールと言うんだそうです。

　岡部さんはそのＤメールの実験のために、色んな人に協力を要よう請せいしてて、ボクにもラボのメンバーになるようにって言われたので、力及ばずながらお手伝いをしたりしてました。

「そうだ！　いや、それだけでもないんだが。ともあれ、それのせいで俺は機関に……ＳＥＲＮに狙ねらわれるようになってしまったのだ」

「……やっぱり、〝設定〟の話なんですね。そんなことで、ボクを男だなんて」

「いや、だから違うのだ。聞いてくれ」

　ボクの心に、また悲しみの種が生まれて……。

　そのせいでこぼれるくらいで済んでいた涙が、今度は流れるくらいに増え始めたんです。

　そしてそれに続くように、すごく大きな悲しみが月を覆おおう雲のようにわき上がるのを感じました。

　岡部さんは、ボクみたいな弱虫じゃなくて、いつも気き丈じように振ふる舞まっている人です。

　でもそのために、時には心を振り起こす必要があるみたいで、そういう時には〝設定〟の話を口にしています。

　曰いわく、自分は狂きよう気きのマッドサイエンティストだとか。

　曰く、自分は機関と戦っているとか。

　曰く、自分の右手には恐おそろしい力が封ふう印いんされていて、それが解き放たれると大変なことになるとか。

　時には通話状態じゃない携けい帯たい電でん話わに向かって話しかけて、その向こうにいる〝相手〟と相談したり、指示を受けていることもあります。

　最初は座ざ禅ぜんなんかでいう魔ま境きよう──修しゆ行ぎよう者が意識の肥大により精神の平へい衡こうを崩くずし、自分を神だとか仏だと思い込んでしまう状態──かと思ったんですけど、どうやらそれに乗っ取られているわけじゃなくて、自分で制せい御ぎよできてるようでした。

　ボクはそんな〝設定〟を口にする時の岡部さんが。

　生き生きとして、強気で何ものにも負けない気持ちでいる岡部さんが、好きだったんです。

　初めは友人としての好意だったけど、それはいつの間にか恋こい心ごころに変わってて。

　だから、岡部さんの設定のお話にもつきあって、ボク自身もそんな〝設定〟の一部に加われたらなって思ってたんだけど……、こんな形はあんまりです！




　　　　☆




「聞いてくれ。ＳＥＲＮのラウンダーに襲われて、今日の夜にまゆりが殺されたんだ。今、なんとかしてその殺されるタイミングを15日までずらした。だがまゆりの死を根本的に回かい避ひするには、ＳＥＲＮのサーバーからタイムマシンの情報を消さねばならない」

　岡部さんは何か言いつのっていました。

　でもボクはどうしても岡部さんに男だって言われたことがショックで、その〝設定〟を耳にはできても受容して理解するところまではできなかったんです。

　この時のボクは、ただ泣きじゃくるしかできませんでした。

「しかしＳＥＲＮのサーバーをクラッキングして情報を消すには、どうしてもＩＢＮ５１００が必要になる。ＩＢＮ５１００にしかＳＥＲＮの暗号を解読する機能がないのだ。なのに俺はＤメールが引き起こした世界線の改変で、そのＩＢＮ５１００を失ってしまった」

　でも、岡部さんはずっとボクに話しかけてたんです。

　ボクが泣いている間も、ずっと……。

「タイムパラドックスだ。Ｄメールで過去を変えたことが、ＩＢＮ５１００の消失を引き起こした。ＩＢＮ５１００をもう一度手に入れるには、すべてのＤメールによる世界線の改変を取り消さねばならない」

　多分、必死だったんだと思います。

　だけど、この時のボクはやっぱりそれを聞いてられるほど余よ裕ゆうがありませんでした。

「俺はそのために、何度もタイムリープマシンで時間を遡さかのぼった。しかし、これしか手段がないんだ。そして、ルカ子。そのＤメールによる世界線の改変のひとつが、お前の性別を変へん更こうすることだったのだ。お前は元々、男だったんだ」

　そしてとどめのように、また『男だ』と言われたことで、もうどうしようもなくなってしまったんです。

「それをお前の母親のポケベルにＤメールを送ることで、女へと変えた。Ｄメールを取り消すには、そのポケベルの番号が必要なのだ。そして……男に戻ってくれ！　頼たのむ、ルカ子よ!!」

　そうやって岡部さんが頼むのも、もう見ていることができず……。

　泣きながら、両肩にかけられた彼の手を振り払はらうしかできなかったんです。

「おっ、おい、ルカ子!?」

　ボクはもう、その場から逃にげるしかできませんでした。

　何をどうしようとこれ以上、岡部さんの言葉を聞き続けることが、その時のボクにはできなかったんです……。
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　蟬せみ時雨しぐれが、ずっと鳴り響ひびいてました。

　ずっと……ずっと……。

　ボクはそのいつ止やむともしれない音色を聞きながら、同じようにずっと神社の境けい内だいの一角に座り込んでたんです。

　じっとしてるだけで汗あせが噴ふき出すくらい暑い日でしたけど、この時のボクはそんな暑さよりも岡部さんの言葉の方がこたえていて……。

　もう何もできずに呆ぼう然ぜんと座ってるばかり。

　ただ、岡部さんの言葉を思い出しては泣き、思い出しては落ち込んで……そしてまた、呆然とする。

　そんな繰くり返しを何度も何度も。

　どれくらいその循じゆん環かんを繰り返したか、自分でもよく分からなくなってきた頃ころです。

　ボクにかけられる声がありました。

「トゥットゥルー、るかちゃ～ん」

　ゆったりとした、ころころと転がるような声。

　まるでふんわりと包み込むようなその声に、ボクはようやく顔を上げたんです。

「まゆりちゃん……、どうして？」

　手を振りながらこちらにやって来たのは、私立花浅葱大学附属学園の同級生であるまゆりちゃんでした。

　まゆりちゃん──椎しい名なまゆりは、岡部さんの幼なじみでもあって。

　ボクなんかよりも早く、岡部さんの未来ガジェット研究所のメンバーになっていた人。

　そして何より、引っ込み思案なボクにとっては数少ない親友なんです。

「一いつ緒しよにラボに行こうって、お誘さそいに来たのです」

　そう言って、まゆりちゃんは声同様にふんわりとした笑えみを浮うかべる。

　その笑顔はとても可愛かわいらしくて……。

　いつもならボクはその笑顔にものすごく安心するんだけど、今日は……。

　今日はどうしても涙なみだが出てくるのを抑おさえられなかったんです。

「ま……、まゆりちゃん……」

「あ、あれ……。るかちゃん？」

　ひとつぽろりと涙がこぼれると……、もうそれを止めることはできなくて。

　まゆりちゃんの前でボクはぽろぽろと泣き出してしまいました。

　そして、泣きじゃくるボクの頭にまゆりちゃんはそっと手を置いて、慰なぐさめるように撫なで始めたんです。
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「るかちゃん……。どうしたの？　まゆしぃに、何かできることないかなぁ？」

　ボクはただ泣きながら、何度も何度もうなずくしかなくて。

　嗚咽しながら少しずつさっきのことを話していきました。

　でも、『岡部さんにお前は男だって言われた』ということを伝えるだけで、とても長い時間がかかってしまって……。

　それを口にするだけで、もうボクには限界が来てしまったんです。

「そんな、ひどいこと……。オカリンが」

　頭の奥が痛くなるくらい泣いても、まだ涙が次から次にこぼれて止まらなくて。

　ボクはもうどうしたらいいのか分からなくなってると、今まで頭を撫でてくれていたまゆりちゃんが、猛もう然ぜんと怒おこり始めるのを感じたんです。

「……まゆしぃは怒ったのです！　待ってて、るかちゃん。絶対にオカリンに謝らせるからね!!」

　それは、ボクにとっては初めて見るまゆりちゃんの怒いかりでした。その時はそれでもまだ悲しかったけれど、まゆりちゃんの怒りを目まの当たりにしたことでびっくりしたのも確かだったんです。

　あまりにびっくりして、ボクはただまゆりちゃんが怒りに燃えて去って行くのを見送るしかできませんでした。

　ただ、それが切っ掛かけでひとつだけ思い出したんです。

「これもすべて、まゆりのため……。お前には、男に戻もどってもらわねばならないんだ──」

　岡部さんは確かにそう言っていました。

　まゆりちゃんのためだって。

　岡部さんの幼なじみであるまゆりちゃん。

　こう言ったら何だけど多分、岡部さんにとっては一番大切な、家族にも等しい人。

　彼女のためって、あの人は言った。

　それだけは聞き間ま違ちがえじゃないはず。

　そして同時に、もうひとつボクは思い出したんです。

「岡部さん……。まゆりちゃんが……殺されたって、言ってた……」
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「ぷ……ふぅ」

　まゆりちゃんが去って少しして。

　ボクはまず暑さに朦もう朧ろうとした頭を冷やすために、冷たい水で顔を洗いました。

　ひんやりとする感かん触しよくが心地ここちよくて、さっきまでのぼやけた意識が一気に引き締しまった気がします。そこでようやく、何かを考える余裕が生まれたような気がしました。

　お昼過ぎに岡部さんから話を受けた時には、言われたことがあんまりにもショッキングで感情が先行しちゃったけれど、今思えばとても重要なことを言われていたような気がするんです。

「そのことを考えるためにも、ボクは冷静でなきゃいけない……」

　そう思って、まずはできるだけ落ち着こうとしました。

　自分の部屋の机の前に座って、引き出しからパスケースを取り出す。そしてその中に入れている、岡部さんの写真を見つめたんです。

「岡部さん……」

　写真を見ながら、ボクは記き憶おくの糸をたぐりました。

　昼に、岡部さんに言われた内容を思い出すために……。

「岡部さんは……、まゆりちゃんを助けるためだと言ってました」

　それも、今日の夜に殺されるはずのまゆりちゃんを──

　ボクはそこで部屋にかかっていた時計を見たんです。

　時計の針は、短針が３から４に移りかけていて……、もうすぐ時刻が夕方に近づきつつあることを告げていました。

「今日の夜……。ううん、違ちがう。岡部さんは他ほかにも、なんとか15日まで延ばしたって言ってたんだ……」

　それは、岡部さんの言っていたことが〝設定〟の一いつ切さい混じらない〝真実〟であったとしてのことだけど……。少なくともこの時、ボクは岡部さんの言ってることが全部、本当だと仮定して考えをまとめてたんです。

　さっき、面と向かって岡部さんと話した時はそんな風に冷静にはなれなかったけれど、思い切り泣いてから考えてみれば、あの人がまゆりちゃんの生き死にを〝設定〟に混ぜ込むなんて、変なことでした。

　岡部さんにとっては、まゆりちゃんは家族と同じ比重の人のはず。

　そんな彼女を、悪ふざけででも殺せるような人じゃないって、ボクは信じてるんです。

　だから、「お前は男だ」なんてことを言われてショックを受けた直後ならともかく、今は岡部さんの言ったことを信じたいって気持ちになりかけていました。

　──それでも、自分が男ってことについては受け入れられないけど。

「でも、15日まで延ばしたって言っても、あくまでそれは延ばしただけで……。根本的に回かい避ひするには、Ｄメールを打ち消す必要がある」

　Ｄメール。

　岡部さんがこのところずっと実験してた不思議なメール。

　過去にメールを送れるタイムマシンの一種らしいけど、ボク自身はあんまりよく分かってない。岡部さんが本気でそう言ってるから、信じてるってだけで……。

「でも、岡部さんはボクがＤメールを飛ばしたこともあるって言ってた……。それで、ボクは男から女になったって……」

　到とう底てい、信じがたい内容。

　言い出したのが岡部さんでなければ……。ううん、岡部さんが口にしてさえ、ボクはそれを信じられなかった。

　けど、岡部さんの言ってることが、もし万が一にも本当だったとしたなら、それこそがタイムパラドックス──過去を変えたことで発生する矛む盾じゆんなんだと思ったんです。

　ボクが男として生まれてきた世界は、きっと色々なことが今と違ったはずだから。多分、姉さんは今みたいに男おとこ勝まさりじゃないような気がするし、お父さんもボクに巫女みこ装しよう束ぞくを着せることにこんな執しゆう着ちやくしないはず。

　そもそも、ボクが男の子だったら巫女なんてやってないはずだし……。

「そしてその結果として、ＩＢＮ５１００が消失したって岡部さんは言ってた」

　ＩＢＮ５１００。

　それが何かはよく分からないけど、サーバーにクラッキングするって言ってたから、おそらくプログラムか何かのハードウェアだと思うんだけど──それがなくなったから、まゆりちゃんを助けられないって岡部さんは言っている。

「メールを打ち消せば、ＩＢＮ５１００が再び手に入る……」

　少なくとも、岡部さんはそう信じているみたいだった。
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「ＩＢＮ５１００……。あれ？」

　そこでふと、何かが心の琴きん線せんに触ふれた気がしました。

「それって確か最近、噂うわさになってたレトロＰＣだっけ……」

　思い立って、ネットにアクセスして情報を軽く集めてみる。検けん索さくエンジンで検索するだけで、すぐに気になっていた情報の詳しよう細さいが出てきました。

　ＩＢＮ５１００は黎れい明めい期きの個人用コンピュータで、当時としては破格の性能を誇ほこってたんです。最近、それがこの秋葉原の何処どこかに存在するって噂が流れていました。ボクの記憶の隅すみに引っかかってたのも、その噂だったんです。

　そして検索エンジンを操作している内に、ふとそのＩＢＮ５１００の画像が目に映りました。今のＰＣに比ひ較かくするととても大きくて、横に広いその姿。この21世紀じゃ、もうほとんどの人が知らないだろう、その独特のフォルム。

　でも、ボクはこのレトロＰＣをすでに見たことがあった……。

「こ……、これって……!?」

　それは、去年のお正月まではウチの神社にあった奉ほう納のう品でした。倉庫の奥に眠ねむっていたこの機械の姿を、ボクはよく覚えていたんです。

　いえ、正確には……覚えていざるを得ませんでした。

　それは、ボクがたまたま不注意で壊こわしてしまった奉納品だったから……。

「こ、これって……!?　まさか」

　どう見ても、画面に表示されたＩＢＮ５１００の姿は、ボクが壊してしまった奉納品と瓜うり二ふたつのものでした。いえ、紛まぎれもなく同じものです。

「つまり……、ボクがＩＢＮ５１００を壊しちゃったから、まゆりちゃんが……？」

　一体、何の因果が働いてそうなったのかは分からなかったけれど、多分ボクが女の子になったことで、壊れずに済んだはずのこの機械が壊れてしまった。だから、岡部さんはＩＢＮ５１００を手に入れることができなくて……。

　そのせいで、まゆりちゃんが。

　ううん、違う。

「違う……。ボクのせいだ。ボクがあそこでＩＢＮ５１００を壊さなきゃ、まゆりちゃんは……」

　まだ、今の時点で岡部さんの言ってたことすべてが信じられたわけじゃない。

　でも少なくとも、それでつじつまが合うとボクが感じたことは確かでした。

「じゃ、まゆりちゃんが今、大変な目に遭あってるのは……ボクのせい？」

　呟つぶやいてボクは、再び時計を見ました。

　より正確には、その時計についているカレンダーを……。

「今日が……、13日……」

　岡部さんは、15日までまゆりちゃんの命を延ばしたって言ってた。

　それなら……猶ゆう予よは後、三日。当日を省けば、もう今日と明日しかない。

「……」

　ボクは少しの間だけ、うつむいた。

　これから、自分はどうすべきか。……どうしたらいいのか。

　多分、この短い間に。

　ボクはそれまでの一生とこれまでの一生を合わせたよりも、もっとたくさんのことを考えたと思うんです。

　……そしてその末に、ボクはある覚かく悟ごをして岡部さんにメールを打つことにしました。

『岡部さんへ

　大事なお話があります。

　これからうちの神社まで来てもらえませんか？

　待ってます

　ずっと、待ってますから』

　震ふるえる手で、ようやくそのメールを送り終わった時には、もう時刻は午後４時になろうとしていました……。




　　　　☆




　メールを送った後、ボクはまず泣なき腫はらして赤くなった目を濡ぬれタオルで押さえて、少しでも腫れを取ろうとしました。これから岡部さんに色々と話そうと思ったら、どうしても鏡の中の自分の顔が気になっちゃったからです。

　心の何処かに、そんなことを気にしてる場合じゃないって意識もあったんですけど、やっぱりこれから話す内容を考えると、少しでも身み綺ぎ麗れいにしておきたいって気持ちが湧わき上がって来ちゃったから。

　できるだけ身だしなみを整え神社の境けい内だいに出ると、時刻はもう夕刻のはずなのにまだ真昼と遜そん色しよくない日差しがその場を照らしていました。

　泣きすぎて痛くなった目に、その光はあまりに刺し激げきが強くて。

　でもそれが同時に、今のボクには必要な痛みのように思えたんです。

　これからボクは……変わらなきゃいけない。

　ううん、否いや応おうなく変わってしまう。

「その変化の痛みと考えたら、こんな日差しなんて……」

　目に毒とは分かっていたけれど、ボクはあえて空の太陽を睨にらみつけたんです。

　負けない。

　ここで負けちゃったら、もうボクはどうしたらいいのか分からなくなる。

　だから自分の中の弱さに、絶対に負けない。

　……そう思い定めて、ボクはさっき岡部さんに送ったばかりのメールをもう一度確かく認にんしたんです。そこに書かれている『大事なお話』という言葉に、ボクは固く唇くちびるを結びました。

　ここで。

　ここで言わなきゃ……。

　岡部さんに……。岡部さんのことを……、ボクは……。

　そうやって気持ちを奮い立たせていたところで、不意に咳せき払ばらいの音がしました。

「岡部さん！」

　咳払いに振ふり返ると、そこにはお昼に見たのと同じ岡部さんの姿があったんです。

　まだ、メールを送ってからそう大した時間も経たってなかったことを考えると、メールを受け取ってすぐに来てくれたみたいでした。

「さっきは……、すまなかったな」

「いえ、ボクの方こそ……泣き出したりして」

　びっくりすることに、岡部さんは少しバツが悪そうにしながら謝罪の言葉を口にしたんです。普ふ段だんからすると滅めつ多たにないことだったんで、逆にボクの方が恐きよう縮しゆくしてしまいました。

「それで……。大事な話というのは？」

　岡部さんは、落ち着いた……というよりも少し沈しずんだ声で尋たずねてきました。

　その時になって、ようやくボクはお昼に話した時も岡部さんの口調が何処か沈んでいたことに思い至ったんです。

　……よくよく考えたら、そうですよね。だって、まゆりちゃんの命が危ないって状じよう況きようなんだから。

　お昼の岡部さんの話が真実だとすれば、その様子は当然のことで……。

　裏を返せばボクが今から言おうとしていることは、その事情を考えると姑こ息そくで、卑ひ怯きようで、普ふ通つうに考えたらとても正しいとは思えないことでした。

　でも。

　それが分かっていても、ボクはそうするしかできなかったんです。

「はい……。あの、ボク……お願いが……」

「……お願い？」

　おずおずと告げるボクの言葉に、岡部さんは不思議そうに問い返しました。

　当然の反応。

　こんな状況でボクがこういう風に言い出すなんて、岡部さんは考えてもみなかったと思うんです。特に、岡部さんが言っていることが真実で、彼の中でのボクが男性であるなら、余計に。

「ボク……。岡部さんが言ったこと、信じます……。それで、あの……」

　言葉が詰つまる。

　自分は正しくないことをしてる。

　そんな意識と、今までどうしても告げることのできなかった想おもいに……、胸が潰つぶれそうになる。気を抜ぬいたら気絶するか、また逃にげ出してしまいそうで。

　それでも、ボクは精せい一いつ杯ぱいの勇気を振り絞しぼって言ったんです。

「男に、戻もどるかわりに……。こ……、こい……恋こい人びとになってください！」
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　今までずっと。

　ボクは岡部さんのことが好きだったけれど、その想いを告白したことはなかったんです。

　だって岡部さんの周りには、まゆりちゃんだけじゃなくて、牧まき瀬せさんやフェイリスさんみたいな魅み力りよく的な女性がたくさんいて……。

　そんな人たちの中で、ボクのことを選んでもらえるかずっと不安だったから。

　ううん、違ちがう。

　違う。

　本当は、ボクがずっと臆おく病びようだったから告白できなかっただけ。

　岡部さんとボクの関係は、頼たよりになる先せん輩ぱいと危なっかしい後こう輩はいってくらいが精々で、それ以上に親密にはどうしてもなれなかったんです。

　ボクは岡部さんを好きだったけれど、岡部さんからすればボクは嫌いやがらずに〝設定〟の話を聞いてくれるってくらいの間あいだ柄がらに過ぎなくて……。

　それが分かっていたから、ボクはこの関係を壊すのが怖こわくてずっと黙だまってたんです。

　でも、こうなって。

　ボクは否応なく変わらざるを得なくなってしまいました。

　本当はボクが女の子じゃなくて男だっていうんなら、岡部さんとボクがつき合うなんて芽はない。岡部さんはどう見ても同性愛者じゃないから、男のボクになんか絶対に見向きはしないはずなんです。

　──そもそも、男のボクが岡部さんに恋心を抱いだけるのかどうかなんてこと自体、女の子の状態のボクは想像もつきませんでした。

　ボクが元は男で、その男の状態に戻らないとまゆりちゃんが死ぬ。

　岡部さんにとっては家族みたいに大切なまゆりちゃん。

　ボクにとっても親友で、何物にも代えがたい大切な友達であるまゆりちゃん。

　彼女を救うためなら岡部さんは何でもするはずだし、ボクも力の限りは尽つくしたい。……なら、もうボクが女の子でいられるはずなんてないんです。

　ボクは男に戻るしかない。

　そしてそれは、同時にボクの岡部さんに対する想いが断たち切られるということ。

　もう、ボクは金輪際、岡部さんと結ばれることはない。
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　破局する自体はいいんです。

　今まで勇気がなくて告白こそできなかったけれど、岡部さんに振られるなんてことはずっと考えてはいました。

　それはとても怖いことだったけど、少なくともボクにとっては現実だったんです。

　だからそれは何度も考えて来たことでした。

　でも、振られるっていうのは言ってみたら、ひとつの可能性です。

　振られる可能性があるなら、結ばれる可能性だってある。

　そう思ってました。

　だけど、今の状況は違う。

　ボクにはもう、岡部さんと結ばれる未来はない……。
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　ひどいじゃないですか。

　ずっと、ずっと好きだったんです。

　ずっと、ずっと好きにさせてきたんじゃないですか、あなたが。

　ボクをこんなにあなたに夢中にさせて。

　大好きにさせて。

　かっこよくて。

　なのに……。なのに、ボクはあなたと同じ未来に行くことはできない。

　この恋心は死ぬしかない。

　そんなのあんまりでしょう？

　だから、せめて……この想いだけはあなたに告げたかったんです。

　そしてそう思ってしまったら、ボクの心の中で自分勝手な考えが膨ふくれ上がってしまって……。止まらなくなってしまいました。

　だって、今の岡部さんはボクがお願いしたら……断われませんよね？

　だって、断わったらまゆりちゃんが助からないんだから。

　それが自分勝手で、本当に心底卑怯で、認めたら自己嫌けん悪おしか出ないくらい姑息なお願いだってことは分かっていても。

　ボクはもう、その考えを押さえ込むことができなかったんです。

　ボクが男に戻るっていうことは、今のボクが消えるっていうこと。

　気持ちも、心も、想いも、記き憶おくも……。

　全部、消える。

　岡部さんの言う、元の自分がどういう人かは知らない。

　知りたくもない。

　だって、そんな人。単にボクと同どう姓せい同名の別人だもの。

　ボクは、ここにいるボクだけ。

　岡部さんのことを好きな、女の子の漆原るかはボクだけ。

　元の男の漆原るかがどういう人で、その人が岡部さんとどういう時間を過ごしてきたかなんて知らない。

　ボクにとっては、目の前にいる岡部さんがすべてで。

　岡部さんと今のボクが過ごしてきた時間だけがすべてなんだから、他ほかの時間や人生なんて意味がないんです。

　まゆりちゃんの命を救うために、ボクが男に戻らなきゃいけない。

　それは言ってしまったら、ボクに死ねってこと……ですよね。

　本当はそんな理り不ふ尽じんなこと、嫌だって気持ちがたくさんあるんです。

　けど、そうしたら岡部さんは自分が死ぬよりも辛つらいはず。

　ボクもまゆりちゃんが死ぬところなんて、見たくない。

　そして岡部さんは、ボクがこのことを突つきつけなくても、もうとっくの昔に全部分かってるんですよね。分かってるから、そんなに辛そうな顔をしてるんでしょう？

　分かってるから、そんなに沈んだ声をしてるんでしょう？

　その辛さをボクが救えるんなら、死にます。

　今のボクが消えてなくなっても、それで岡部さんが救われるなら構わない。

　だってボクにとって岡部さんの笑え顔がおは、ボク自身よりも価値があるから。

　大切だから。

　大好きな人には、誰だれだって笑っていて欲しいって、そう思うはずだから。

　でも、その代わりのご褒ほう美びくらい……いいでしょう？

　岡部さんがまゆりちゃんの死のリミットを15日まで延ばしたんなら、今の状態であと二日の猶ゆう予よがある。明日までは、余よ裕ゆうがあるはず。

　だから、その明日を。

　ボクに下さい。

　一日だけ。

　一日だけでいいから、ボクにあなたを下さい。

　ボクの恋心を眠ねむらせるために。
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「こ、恋人!?　う、なぜ俺が恋人に……！」

　ボクの告白の言葉に、岡部さんは狼狽うろたえていました。

　当然だと思います。

　だって、岡部さんが言っているとおりなら、岡部さんにとってボクは男で。

　彼にとっては恋れん愛あい対象になるような相手じゃなかったはずですから。

　でも、こう言いだした以上、ボクももう後には退ひけなかったんです。

「好きだからです」

「ぬおっ、おっ、おっ……！」

　困こん惑わくする岡部さんに、ボクは一言で答えました。

　岡部さんはそれにうわずったように呻うめくばかりで、まともに反応を返せなかったんです。

　だからボクは、あえて畳たたみかけるように言いました。

「岡部さんのことが……。好き、だからです……」

　それは多分、こんなことにでもならなければずっと心に秘ひめていた想い。

　岡部さんとの関係が変わるのを恐おそれて、どうしても勇気が出せなくて言えなかった言葉。

　ある意味、こんな状じよう況きようになって捨て鉢ばちにも近い気持ちになったから、ようやくボクも好きだって心境を言葉にできるようになったのかもしれません。

　でも、やっぱり怖くて……。

　胸の前で組んだ手は小刻みに震ふるえて止まらず。

　目にはいっぱいに涙なみだがにじんで……、それをこぼれ落ちないようにするのが限界でした。

「だから、明日……。一日だけでいいので、ボクと恋こい人びとになってください」

　頼たのみ込むボクに、それでも岡部さんはまだ戸と惑まどいを隠かくせない様子でした。

　やっぱり岡部さんにとっては、男としてのボクの印象の方が強いんでしょう。

「いや、しかしお前はおと……」

　ボクは、まっすぐに岡部さんを見ていました。

　でも多分、そこで目に溜たまっていた涙が決けつ壊かいしかかったんだと思います。自分でも、涙がこぼれそうになってるって、分かるくらいでしたから……。

「……わ、分かった。分かったから、泣くな！」

　そんなボクを見て、岡部さんは内心の葛かつ藤とうはありつつも、了りよう承しようの言葉を口にしました。

　どうやら告白されること以上に、ボクの涙の方が岡部さんにとって深刻だったみたいです。

「いいだろう！　明日一日でいいんなら、恋人になってやる！」

　岡部さんはボクの顔をそれ以上は見ていられないといった風ふ情ぜいで、横を向きながら言いました。その言葉は、何よりもボクが望んだもので……。

　どうしてもたまらず、涙がこぼれてしまいました。

「ほ、本当ですか！」

　でも、それは岡部さんからすると見たくないものだったようです。

　岡部さんは憮ぶ然ぜんとしながら問いました。

「なぜ泣く……!?」

　だけど、その問いはボクからすると無意味なもので。

　だって……、大好きな人に一日でもいいから恋人として扱あつかってもらえるというのが、ボクにとっては本当に嬉うれしいことだったから。

　それは小細工を弄ろうして、卑ひ怯きようといわれても仕方のないような真似まねをしてでも欲しかった時間。

　ほんの一日。

　でも、ボクにとってはそれこそ百年に勝まさる一日だったから。

　どうしても泣かずにはいられなかった。

「だって……。ボク、嬉しくて……」

　涙を拭ぬぐいながらそう答えたボクは、喜びと自責の心に、それ以上は岡部さんのことを直視できませんでした……。
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　夜になって……。

　ボクは自分の部屋でひとり、明日のための準備をしていました。

　まゆりちゃんの命を人ひと質じちに取るような真似をしてしまったけれど、同時にやっぱり好きな人と過ごせる時間というのが何よりも嬉しくて。

　自分勝手とは思いつつも、ボクは浮うかれていました。

　特に明日は岡部さんがエスコートしてくれてのデートになったので、初めて岡部さんと一いつ緒しよにデートという形で出かけることが、ボクの気持ちをこれまでにないくらい浮き立たせていたんです。

「岡部さん、どんな服が好みかなぁ」

　何種類かの服を、アクセサリーも含ふくめて組み合わせごとに並べて、それぞれ吟ぎん味みしていく。その過程そのものがとても喜びに満ちていて、幸せなものでした。

　岡部さんのことを想おもって、岡部さんのために服を選んで……。

　岡部さんのために……。

「……！　いけない」

　ハッとして、ボクは鏡の中の自分を見つめ直しました。

　その表情が、いつの間にか沈しずんだものになっていたから……。

「分かってるんです。不自然なことだっていうのは」

　無む理り矢や理り、岡部さんを義務感と罪悪感で縛しばりつけての恋人関係。

　それもたった一日だけの、仮かり初そめの幻まぼろし。

　それでもいいと納なつ得とくしたはずなのに、どうしてもその先を、その先をと望む気持ちが何処どこかにあったんです。

　もちろん恋人の間あいだ柄がらになれたなら、関係が進展して深まっていくのを期待するのは自然なことだとは思います。でもそれは、あくまで普ふ通つうの恋人関係だったらの話。

　ボクみたいに不自然な状態から始まった関係が、自然な流れで発展して深まっていく道理なんてないんです。

　それが、一日だけの擬ぎ似じ的な関係であれば、余計に。

「欲よく張ばりすぎだよ、ボク」

　鏡の中を見つめて、ボクは自分に戒いましめをかける。
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　明日を、めいっぱい楽しもう。

　岡部さんとの関係はあくまでも一日限りなんだから、それ以上引っ張って岡部さんを困らせるような真似をしちゃダメなんだ。最初っからよくないことをして結ばれた関係なんだから、変なことを望んだりしないで、綺き麗れいに終われるようにしなきゃ……。

　そのためにも、明日はいつものボクでいちゃいけない。

　せっかく、岡部さんがボクとのデートなんてあの人からしたら慣れないことを提案してくれたんだから、ボクも普ふ段だんのボクから変わらなきゃ。

　そして仮初めでもいいから、大好きな人と一緒に──ずっと夢見ていた素す敵てきな一日を過ごすんだ。

　そうやって暗い考えを振ふり払はらい、ボクは再び明日着ていく服を選ぶ作業に戻もどりました。

　あんまりたくさんの服を持っているわけじゃないけれど、その中で一番いいと岡部さんに思ってもらえる服装にしたかったんです。

　だって、明日はボクにとって最初で最後のデートの日だから。

「可愛かわいいって言ってくれるかな、岡部さん……」
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　そして翌日。８月14日。

　秋葉原駅からすぐそこ、神田川にかかる神田ふれあい橋にボクは向かっていました。

　ボクの家である柳林神社から徒歩で数分の距きよ離りにあるこの橋は、元々は東北・上じよう越えつ新幹線の工事のために使われていた橋を、地元の要望で残してもらったものなんだそうです。

　今では日常用の、歩行者及および自転車専用の橋になっていて、東北・上越新幹線の高こう架かを仰あおぎ見ながら多くの人が行き交かう、秋葉原には欠かせない場所のひとつになっています。

　ボクも普段からよくこの橋を使ってるんですけど、そこへ向かう今日のボクの足取りは、間ま違ちがいなくいつものとは違ちがうものでした。

　だって、そこが今日のデートの出発地点。

　岡部さんとの待ち合わせ場所だったから……。

　そしてボクは待ち合わせの時間に遅おくれないよう、予定の時間より少し前にその神田ふれあい橋に到とう着ちやくするつもりで歩いていたんです。

　そうしたら、まだ予定時刻には間があったのに……、もう岡部さんは来てくれていました。

　彼の姿にハッと気づいたボクは、自分の格好がおかしくないかもう一度確かく認にんして。

　それから再度、自分の勇気を振り絞しぼるために深呼吸したんです。

　……今日は、楽しむんだ。この最後の日を。

　不思議なもので、昨日はあれだけ戸惑って悩なやんでたのに、岡部さんの姿を見るとそんな感情は吹ふき飛んでました。だって、今日は初めて岡部さんのことを好きだって気持ちを隠さずに岡部さんと過ごせる日だったから。

　ボクは意を決すると、岡部さんの元へと駆かけ出しました。

「岡部さ──ん！」

　声をかけながら走り寄ると、岡部さんはボクのことを認めて振り向いてくれました。

「すみません、早めに出たつもりだったんですけど……。お待たせしちゃいましたか？」

　そう尋たずねる段になって、ボクはようやくあることに気づいたんです。

　あれ、岡部さん……いつもの白衣着てない。

　普段の岡部さんは、白衣に飾かざり気のないＴシャツといったスタイルなんですけど、今日はネクタイを締しめてジャケットを羽織り……、そのなんていうか……。岡部さんとしては、珍めずらしい格好でした。

　正直に言えば、違い和わ感かんを感じたことは否いなめません。

「あ、あぁ。いや……俺も今、来たところだ」

　でも、その感覚も岡部さんが戸惑いながらも返事を返してくれた瞬しゆん間かん、消えてなくなりました。まるで、浮かび上がるような気持ちがボクを支配してたんです。

「……よかった」

　岡部さんを待たせずに済んだ安心感と、先ほどまで感じていた違和感の払ふつ拭しよく。

　その両方に対する意味で安あん堵どを感じ、ボクは息をつくように言いました。……なんて言ったらいいのか、ただそれだけで何だか一定以上の幸せをボクは感じてしまってたんです。

　それこそ、いつもは濁にごってしか見えない神田川の流れが、きらきらと陽光に照り映はえて宝石の輝かがやきのように思うくらい、ボクは世界から祝福されているような感覚でした。

　多分、その幸せな気持ちが顔に出てたんだと思います。

　岡部さんも少し気き恥はずかしいというか、当とう惑わくしたような表情でボクを見つめ返していました。そして昨日と同じように、うわずったような声で短く尋ねられたんです。

「あ……。で、では……、行くか？」

「はい！」

　ボクは岡部さんのその言葉に、満面の笑えみで答えました。
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　岡部さんはまず、ボクを連れて昭和通りに向かいました。最初は色々と歩いてみようっていうプランみたいです。

「……白衣じゃない岡部さん、初めて見ました」

　そう、ボクが声をかけたのは秋葉原駅から北に伸のびる高こう架か下したをくぐって、ヨドバシカメラのある通りに向かっている途と中ちゆうでした。

「……ま、まあ、デートだからな」

　さっき岡部さんと出会った時の違和感が、また顔をのぞかせたのはこの時だったと思います。歯切れ悪そうに答える岡部さんの口調は、何処か居い心地ごこちが悪そうで。

　いつもの岡部さんとは明確に違う、何かすっきりしない様子がそこにはあったんです。

　でも、この時はボクもその違和感をまた、初めてのデートだからと押し込めようとしました。……けれどそれは、ほんの数分もしない内にまた湧わき上がってこざるを得なかったんです。

　何故なぜなら、この後ずっとボクたちは昭和通りを北に、上うえ野のに向かって歩いて行ったんですけど、岡部さんはずっと緊きん張ちようし通しで、ほとんど無言のままだったんです。

　いつもアグレッシブで、聞かれてないことでもマシンガンみたいに話してくる岡部さんの姿は、少なくともこの時、まったく影かげすら窺うかがえませんでした。

　そして岡部さんが沈ちん黙もくしてしまっている以上、なんというかボク自身からもどうにも話しかけ辛づらくて……。結局、かなりの時間ふたりして無言で歩き通してしまったんです。

　……勇気を。

　勇気を出して、ボクからも話しかけないと……。

　そう思いはしても、なかなか話す切っ掛かけはつかめなくて。

「……今日は、いい天気ですね」

　何とかそう話しかけられたのも、途中で入った喫きつ茶さ店てんでようやくのことでした。

「あ、あぁ……」

　けど、岡部さんはやっぱりまだ緊張がほどけてないみたいで、ただ生返事をするばかりだったんです。いえ、生返事だけなら良かったかもしれません。

　緊張のあまりに岡部さんはもう、何処か上の空になっていて……。

　多分、頭の中で今日のデートを上手うまく行かせるにはどうしたらいいのかってことを、延々ぐるぐると考えていたんだと思います。

「……だが、少し雲はあるな」

　その果てに出た言葉が、これだった時。

　ボクとしてもどうしたらいいか、ちょっと困ってしまいました。

　本音を言うと、ボク自身は自分からあまり話しかけるタイプじゃないから、会話がなくても岡部さんといられるだけで結構、楽しんではいたんです。

　でも、やっぱりせっかくのデートなら岡部さんにも楽しんで欲しくて……。

　なので、ずっとボク以外のことに気を取られっぱなしの岡部さんに、どうしようという気持ちになっていました。

　それは昨日の後ろめたい気持ちと何処どこか重なっていて、段々と時間が過ぎるごとに折り重なるように不安が募つのっていったんです。

　だから……、さすがにたまりかねて喫茶店を出てから聞いてしまいました。

「……あの、やっぱりつまらないでしょうか？　ボクなんかとデートしても」

　その問いかけに、岡部さんはびっくりした顔をしたんです。

　やっぱり、自分で無言になっていたことに岡部さんは気づいてない様子でした。

「……バ、バカ、何を言う。次は街をブラブラするぞ！」

　慌あわてて岡部さんは、否定の言葉を口にして。

　そして今度はさっきよりも決然と言いました。

「ついてこい！」

　……でも結局、岡部さんはそれ以降も困るばかりで。

　やっぱりボクたちは無言で歩き続けるしかなかったんです。
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　最初に秋葉原駅から昭和通りに出て、北にある上野へ。

　そして上野から南下して、秋葉原中央通りへ。

　その次はまた昭和通りに抜ぬけて、その後また秋葉原へ。

　ボクたちはくるくると円を描えがくように、なじみのある街中を何度も何度も往復しました。

　ただ歩いてるだけだったけど、それでもボクは岡部さんと同じ時間が過ごせてそれなりに満足はしてたんです。

　でも、やっぱり人は贅ぜい沢たくを望んじゃうもので。

　自分の満足だけじゃなくて、岡部さんにももっと楽しんで欲しいって気持ちがどんどん大きくなってしまいました。

　どう言ったらいいのか分からないけれど、少なくとも今の岡部さんはいつもの自然体の岡部さんではなくて。

　ずっと緊張し通しのまま、別のことに気を取られっぱなしにしか思えなかったんです。

　……今の岡部さんも岡部さんであることに違いはないけれど、やっぱりボクはいつもの岡部さんと過ごしたかったな。

　そんな想おもいが、どうしても心の中にありました。

　そうこうしていると、どうしても思考は今の岡部さんから〝普ふ段だんの〟岡部さんの方に向いてしまって……。

　いつもの岡部さんの色んな顔が思い出されてならなかったんです。

　その中で一番、印象的だったのはボクが初めて会った時の岡部さんの姿でした。

　──それがボクの中で、一番鮮せん烈れつで一番忘れがたい姿だったんです。

　だからボクは……。

　秋葉原の駅前まで戻もどってきた時、岡部さんに尋ねていたんです。

「岡部さん……。初めて会った時のこと、憶おぼえてますか？」

　岡部さんはＵＰＸ方面に向かう横断歩道の前で立ち止まり、ボクを振ふり返りました。

「──んん？」

　岡部さんは立ち止まってもまだ、それまでの思考から抜け切れていないのか、要領を得ないような様子のまま、ボクを見つめています。

「カメラを持った男の人たちに絡からまれて……。困ってたところを助けてくれたんですよね」

　それは確認というよりもむしろ、湧き上がってくる思い出をつい話してしまうような感じでした。

　そう、あれは少し前。

　五月のゴールデンウィークの最中のこと。

　おつかいで秋葉原の街に出ていたボクは、祝日に秋葉原観光にやって来た男の人たちにつきまとわれたんです。その人たちはボクの着ている巫女みこ服をコスプレと勘かん違ちがいして、しきりに写真を撮とらせろって迫せまってきました。

　どれだけコスプレじゃないって言っても、彼らは聞かなくて……。

　どうもその人たちの頭の中には、秋葉原であまり見かけない服装をしている人はみんなコスプレをしている人で、写真を撮られるために着ているって固定観念があったみたいです。

　だから何度断わってもその男の人たちは食い下がってきて、だんだん断わり続けるボクに対して言いがかりをつけてくるような状態になって来てました。

　ボクはもう、その段階で怖こわくなってほとんど何も言えなくなって……。

　どうしようって悩んでいるところを、岡部さんに助けられたんです。

　結局その人たちは、ボクが男だって知って立ち去っていきました。でもその時、彼らはボクに「騙だまされた」って口々に言って……。

　それがショックで泣きそうになってたんです。

　ボクは男なのに、それを勘違いしたのはあなたたちの方でしょ！

　そう言いたかった。

　でも、ボクは意い気く地じがなくて……。そんな一言さえ言えなかったんです。

　ボクはショックを受けていたけれど、何とかそこで助けてくれた岡部さんにお礼を言うことができました。

「ありがとうございました。……でも、すみません」

　それは、あまり意識せずに口をついて出た言葉だったんです。ボクは男なのに、容姿がそうは見えないってずっと言われてたから……、どうしても謝り癖ぐせがついてしまっていて。

　だからその時に謝ったのも、どちらかというと特別なことじゃなくていつものことだったんです。

　けど、それに岡部さんは怪け訝げんそうな顔をしました。

「……ん、なぜ謝る？」

　その問いは、ボクからすると意外なものだったんです。今までこうしてボクが謝ることに対して、疑問を投げかけた人なんてひとりもいなかったから。

「だって、ボクは……。こんな顔なのに……、男だから……」

　今なら分かります。

　岡部さんは怒おこっていました。ボクの卑ひ屈くつな態度に。

　そして、そんな態度をボクに取らせている世の中に。

　狂きよう気きのマッドサイエンティストを自じ称しようして、世の中の理り不ふ尽じんに納なつ得とくせずそれをすべて吹ふき飛ばせばいいと思ってる岡部さんからすれば、その態度は受け入れがたいものだったんだと思います。

　だから、岡部さんは言ってくれました。

「……お前が男だろうが女だろうが関係ない！　そんなことはどうでもいい!!」
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　どうでもいい。

　そんなことを言ってくれたのは、岡部さんが初めてだったんです。

　世の中の理不尽に負けて、どうして自分を変える必要があるんだって。

　強くなるために変わるのはいい。

　それは当然の成長だから。

　でも、理不尽に屈くつして己おのれを変えようとするのは、単に自分を歪ゆがめてしまうだけの行こう為いに過ぎない。それは変わることでもなんでもなくて、ただ逃にげてるだけ。

　それも前向きに生きるためではなく自分を追い込むだけの逃げで、最終的には自分を歪めてしまうことになる。そういうことを岡部さんは言ってくれたんです。

　そして岡部さんはそのまま、ボクを『武器屋本ほん舗ぽ』につれていって妖よう刀とう五月雨さみだれ──ボクが岡部さんとの〝修しゆ行ぎよう〟に使っている模造刀──を買ってくれ……、ボクの師し匠しようになってくれたんです。

　理不尽な現実に立ち向かう、心の強さを鍛きたえるための師匠に。

　そしてその時以来、ボクはずっと岡部さんが好きでした。

「あの時、岡部さんが言ってくれた言葉がすごく嬉うれしかったんです。……あの言葉があったから。岡部さんのこと、好きになったんです」

　ボクは目の前に立つ、〝今の〟岡部さんに向かってそう言いました。

　それは大切な思い出。

　ボクが、今のボクに成るために必要だったターニングポイントの記き憶おく。

　言ってしまったら、そのことを岡部さんに話すのはもうひとつの告白みたいなものでした。

「そんなことはどうでもいい、か……」

　岡部さんが、かすかに苦く笑しようするように呟つぶやく。

　多分、岡部さんもその時のことを〝思い出し〟てるんだろうな。

　だけど不意に、岡部さんの表情がハッとしたものに変わりました。

　何か、重要なことに気づきでもしたかのように。

「……え？　あ、いや……ちょっと待て。それはルカ子が、男だったときの記憶ではないのか？」

　岡部さんは大きく目を見張り、ボクの方を向いて肩かたを両手でつかみました。その瞳ひとみが、まっすぐにボクの瞳を見つめてくる。

　いつもなら頰ほおを赤らめるところだけれど、この時ばかりはボクも驚おどろくしかなかったんです。

「……え？」

　そうだ。

　そもそもさっき思い出した記憶の中で、ボクは自分が男だと言ってた……。

　どうして、そんな記憶がボクに？

「あれ……？　ボク……。ボク、なに言ってるんだろう。なんだか混乱して」

　戸と惑まどいがちに呟くボクの前で、岡部さんは取り乱すようにたたらを踏ふんで後ずさった。

　一方、ボクの中にはそれを皮切りに、……〝ボクの知らないはずの記憶〟が次々と蘇よみがえって来ていたんです。

　岡部さんが閃光のシヤイニング指圧師・フインガーと名づけた桐生きりゆう萌もえ郁かという女性のこと。

　日付上では昨日完成したはずの、タイムリープマシンとその完成打ち上げ。

　そしてその席上になだれ込んできた銃じゆうを持った人と、撃うたれて横たわるまゆりちゃんの姿……。

　けれど何よりも衝しよう撃げき的だったのは、ボクが「自分を女の子にするためのＤメール」を、岡部さんにお願いして送ったことだった。

　……そんな、ボクは、ボクは。

　もちろん、それまでだって同じことを岡部さんの口から聞かされてはいた。

　まゆりちゃんが死んだことも、タイムリープマシンのことも、Ｄメールのことも。

　でもそれはいくら信しん頼らいする岡部さんの口からとはいえ、やっぱり他ほかの人の視点から聞かされた情報で。

　言ってしまったら実感を伴ともなったものじゃなかったんです。

　けれど、今ボクが思い出した光景は。

　間ま違ちがいなく、〝ボク〟──今のボクではないかも知れないけど──が体験したリアルの光景で……。

　思い込みや暗示とかじゃない、本物の体験の重みがその記憶からは感じられたんです。

　確かに暗示とか、妄もう想そうで記憶を書き換かえたり、ねつ造したりすることだってあると聞いてはいるけれど、やっぱり今思い出した記憶はあまりにも現実感が溢あふれていて。

　……到とう底てい、今のボクじゃあ「あれはなかったことです」なんて言えるような自信はなかったんです。

　結局、この一件のせいでデートの流れは止まってしまって……。

　その後、ボクたちはほとんど会話を交かわすことなく、ただ徒いたずらに時を過ごすことになってしまったんです。
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「……今日は、ありがとうございました」

　もうずいぶんと日が傾かたむき、夕ゆう陽ひが街を金色に染め上げる頃ころ。

　ボクたちは柳林神社に戻もどっていました。

　これは昨日の時点で岡部さんに頼たのんでいたことで、デートに出かけるなら締しめくくりは神社にボクを送ったところにして欲しいと頼んでいたからです。

　そんなことを頼んだ理由は、取りも直さずある予測がボクにもできていたから……。

　つまり、どう足あ搔がいたってボクが一いつ切さいの未練なく岡部さんと別れられるはずがなく。

　取り乱して醜しゆう態たいをさらすのはもう分かっていたから、できるだけその醜態をさらして走らなきゃいけない距きよ離りを減らすためでした。

　案の定、デートの終わりにお別れの言葉を口にするその遥はるか手前で、ボクの涙るい腺せんは決けつ壊かい寸前にまでなっていたんです。

　もう、これで岡部さんを好きでいていい漆原るかという人間は消える。そう思うと、涙なみだを止めることはできそうにありませんでした。

「恋こい人びとになってくださって……。すごく……、すごく幸せでした……」

　目に溜たまっている涙を拭ぬぐいながら、ボクは何とかお礼の言葉を言い切りました。

　そう、これはすべて予測されていたこと。

　ボクは岡部さんに、まゆりちゃんの代わりにボクがいなくなることの代だい償しようとして、一日の間だけ恋人になって欲しいとお願いしました。

　そしてその一日は過ぎ、もう終わろうとしている。

　ううん、客観的に見ればもう終わったというべきかもしれない。

　ただこれから、後始末ともいえる最後の受け渡わたし──岡部さんがボクの送ったＤメールを打ち消すための、お母さんが昔使っていたポケベルの番号を教えること──が残っているというだけのことで。

「……おい」

　岡部さんはボクを気き遣づかうように、声をかけてくれます。

　でもそれは、もうやっちゃいけないことなんです。

　だって、もうボクの時間は終わったから。

　岡部さんを独ひとり占じめにしていい時間は終わったから。

　ボクは切り取ったメモ帳の切れ端はしに、大急ぎでペンを走らせて数字を書き記しました。

　その数字──お母さんが昔使っていたポケベルの番号こそ、岡部さんが何よりも必要としていたもの……。

　まゆりちゃんを救うために必要な、大切な命いのち綱づな。

「これ……。お母さんのポケベルの番号です」

　ボクは数字を書き綴つづったメモを何回か折りたたむと、岡部さんの胸むな元もとに押しつけるようにして突つき出しました。

　岡部さんはわずかに逡しゆん巡じゆんするようにボクとメモとを一回ずつ見比べ……、それからその手で包み込むようにメモを受け取ったんです。

　それは短い瞬しゆん間かんでの動きだったけれど、同時に岡部さんにとってはそんな風な挙動になってしまうくらい、そのメモが大切だということの証明でもありました。

　当然でしょう。

　だってこのメモは、まゆりちゃんの命そのものに等しいんですから。

　メモを受け渡した後、ボクはもう岡部さんの顔を見ることすらできませんでした。

　見れば、もう絶対に号ごう泣きゆうして一歩も踏み出せなくなることが分かっていたから。

　そんな醜態を、最後の最後で大好きな人には見せたくなかったから。

　だからボクは、制止の声をかける岡部さんのことを振ふり切って、別れの挨あい拶さつを交わすことすらなく、その場を逃げ出したんです。

　夕陽の中に立ち尽つくす岡部さんを、たったひとりそこに残したままで……。
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　岡部さんにポケベルのメモを渡してから数時間。

　ボクはというと、岡部さんの言ってたＤメールの打ち消しによる世界の改変を、いつもの日課である境けい内だいの掃そう除じをしながら待っていました。

　最初はもう身も世もなく泣きわめいて、やって来る不ふ可か避ひの変化と自分の消失を待っていようと思っていたんですけど……。

　怖こわいもので、泣いているのに日課の時間になると「あ、掃除しなきゃ」って思ってしまったんです。

　それで、ようやく気づけました。

　結局、どれだけ取り繕つくろおうとボクはボクで。

　これから世界が変わって消えてしまうからって、……自分であることはやめられなかったんです。

　変わらなきゃ、変わらなきゃって思い続けても、ボクは未いまだ勇気のない意い気く地じ無なしのまま。

　思い続けるだけじゃ、変わることなんてできなかったんだなって、思い知らされただけだったんです。

「それなら……、やめよう」

　どれだけ足搔いてもみっともないだけなら、もう無理をするのはやめよう。

　精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびをしたって、ボクは岡部さんがいるのと同じ場所には立てなかった。あの人の隣となりにいることはできなかった。

　ただそれだけのことなんだけど、変われない自分の無様さと愚おろかしさを受け入れることが、ここに来るまではどうしてもできなかったんです。

　だけどもう、ここまで来たらいっそ開き直ることもできました。

　もう格好つけて自分をよく見せる必要もないし、できないことを無理にする必要もない。

　なら、このままでいいやって。

　だからボクは、夜空の月に見守られる中。

　ひたすらに境内の掃はき掃除をしていました。

　世界が変わっても、そこにはお父さんやお母さん、お姉ちゃんと一いつ緒しよに過ごす自分がいることは分かっていたから。

　不意に思い出した男だった頃の自分の記憶が何なのかはよく分からないけれど、この記憶のお陰かげで家族に心配をかける必要がないって分かったのは安心できることでした。

「だから……、本当に岡部さんに関すること以外、何の変化もないんですよね」

　それは悲しいことだけど、多分真実で。

　逆に言えばそれだけしか失われないと分かったから、冷静でいられたのかもしれません。

「……こんなところかな？」

　境内を掃き清きよめ、集めたゴミを眺ながめてボクは呟つぶやきました。

　わざわざ独り言を言うのは、それでもやっぱり悲しいとは思ってるからで。

　わざわざ独り言を言うのは、それでもやっぱり寂さびしいとは思ってるからで。

　受け入れる気持ちにはなれていたけれど、どうしても最後の最後のところで納なつ得とくとはほど遠い部分が心の中にないわけじゃないんです。

　だから、涙はこぼさなくても。……多分、心の何処どこかでボクは泣いたままで。

「情けないな……、ボク」

　やっぱりいなくなるその時まで、岡部さんに手を握にぎっててと甘えれば良かったかな？

　……それとも。

　そうやって寂しさに意識が思考に沈しずみかけていた時、ふと足音が聞こえたんです。

「あれ……？　誰だれだろう」

　誰かが、神社の境内に向かって走ってくる足音。

　最初は表の道路でジョギングしている人の足音かとも思ったけれど、耳を澄すましてみれば足音はもう道路から神社の中に入り込んでいました。

「こんな夜にお参りかな？」

　神社という場所は、公共のそれに意識として近い場所だから、夜中にお参りに来る人もいないわけじゃありません。特に今くらいのまだ宵よいの口くらいの時間で、夏ともなれば週に一回か二回はそういう人を見かけるものでした。

　だからこの時も、ボクはそういう夜の参拝客かと思って、特段に何の意識もすることなくその足音に向かって振り返ったんです。

　でも、その足音の主は……ボクにとって思いもかけない人でした。

「まだ、デートは終わってない……！」

　その人は、誰あろう岡部さんその人だったんです。
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　岡部さんは、ボクの前にやって来るとぜいぜいと肩かたで息をしながら言いました。

「まだ、デートは終わってない……！」

「え、でも……岡部さん？」

　ボクは「デートが終わってない」って言葉の真意もよく分からなかったんですけど、それ以上にまず岡部さんが何故なぜここにいるのかってことそのものに混乱していました。

「どうしてここにいるんですか？」とか、「Ｄメール打ち消しはどうしたんですか？」とか、「デートが終わってないってどういうことですか？」とか、色々と聞きたいことはたくさんあったんですけど……。

　そんなものはすべて岡部さんに吹ふき飛ばされてしまったんです。

「凶きよう真まだ！　……我が名を忘れたか、ルカ子」

　えっ？

　ボクは一いつ瞬しゆんで、それまで考えていたすべてが真っ白になるのを感じていました。

　凶真。鳳ほう凰おう院いん凶真。

　それは狂きよう気きのマッドサイエンティストであるという岡部さんの〝設定〟上の名前。

　けれどその名を名乗る時、岡部さんの口調は昼間の戸と惑まどいに満ちたそれとはまったく異なって、これ以上ないというくらいの自信に満ち溢あふれていたんです。

　……おか、いえ、凶真さん？

　ボクは目を見張りながら、心の中で岡部さんへの呼こ称しようを訂てい正せいしていました。

「男だとか、女だとか、恋こい人びとだとか……。混乱していたのは、俺の方だった！」

　岡部さんは、いつものように芝しば居いがかった口調で、もったいをつけるようにボクの脇わきをすり抜ぬけつつ、言葉を積み重ねていきます。

「……そんなことはどうでもいい。俺はようやく気づいた！」

　その言葉の連れん鎖さを耳にしながら、ボクは不思議な気分を味わっていました。

　まるで岡部さんが一言一言を言い放つたびに、ボクの心の中に淀よどんでいた澱おりが……どんどん吹き飛ばされて行くような感覚がしたんです。

「俺は俺であり……、ルカ子はルカ子！」

　そう……。

　そうなんだ。ずっと感じていた違い和わ感かん。

　違ちがう。

　ボクを助けてくれて、ボクが好きになって……、ずっと一緒に過ごしてきてくれた人。

　それは昼間のように戸惑い、ボクの機き嫌げんを伺うかがって、普ふ段だんとは違う姿を見せようとしてる岡部さんじゃない。

　尊大で、話が通じなくて、独断的で……。

　でも優やさしくて、勇ゆう敢かんで、折れない人！

　今、目の前にいる人だ。

「──俺の弟で子しだ!!」

　そうだった。

　岡部さんに、「弟子だ」と言われて。

　ようやくボクは気づいた。そうなんだ。ボクが大好きな岡部さんは、この岡部さんだ。

　ボクの恋人じゃなくて、ボクの師し匠しようである鳳凰院凶真。

　それがボクの愛する、誰よりも好きな人だった。

「……はい！」

　意識するとはなしに、ボクは岡部さんの言葉にうなずいていました。

　その声もまた、この間の覇は気きのない自分の声とは違って……、一本筋の通ったものだったんです。

「分かったら、妖刀五月雨を持ってこい！」

　稽けい古こをつけてやる。俺は、お前の師匠だからな！

　笑え顔がおでそう言う岡部さんの顔は、すっかりボクの大好きな岡部さんの顔に戻もどっていました……。
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　そしてボクは、岡部さんから改めて稽古を受けました。

　その間中、ずっと岡部さんは妖刀五月雨にまつわる伝説を語っていて……。ボクはそれを聞くたびに、自分がどんどん元気になって行くのを感じたんです。

　それでようやく、ボクは悟さとったんです。

　ボクはずっと、変わらなきゃって思ってました。

　岡部さんと自分の関係も。意気地のない自分も。

　何の取り柄えもなくて、何も持ってない自分をどうにかして変えたかった。

　でも、違ったんです。

　そんなことは、どうでもいい！

　岡部さんはずっと、ありのままのボクを受け入れてくれていました。

　ボクも、ありのままの岡部さんのことが大好きだった。

　岡部さんの話す、〝設定〟の話が大好きだった。その笑顔が、自信に満ちた口調が……大好きだった。

　けれどだからこそ、初めて会った時に岡部さんが言ったように、成長のためじゃなく、理り不ふ尽じんに屈くつして己おのれを変えようとするのは、単に自分を歪ゆがめてしまうだけのやってはいけない行こう為いに過ぎなかったんです。

　ボクがすべきだったのは、ありのままの自分で岡部さんを好きで居続けること。

　性急に関係を変えようとか、一足飛びに親密になろうとか、それは全部やっちゃいけないことだったんです。

　男とか、女とか、そんなことは関係なかった。

　ボクと岡部さんの関係は、もう十分に報むくわれたものだったんだから……。

　そしてそのことに気づいた以上、ボクにはもうひとつ。

　岡部さんに告白しなきゃいけないことがあったんです。

「まゆりちゃんのこと、助けてあげてください」

　ボクは稽古を終え、一息ついたところで岡部さんに話しかけました。

「岡部さんの探している古いパソコン……。たしかに、去年のお正月までうちの倉庫にありました」

　その言葉に、立ち尽つくしていた岡部さんは息を吞のんで反応していました。彼の目は無言で、「では今は何処にあるのだ？」と訴うつたえていたんです。

　その眼まな差ざしに、また一瞬。

　ボクは自分の決意が揺ゆらぎかけるのを感じました。

　たとえ一瞬一瞬の悟りを得てもそれは儚はかないもので、その悟りを恒こう久きゆう的に自分のものにするにはきちんとした修しゆ行ぎようが不可欠だとの言葉があります。

「でも……」

　今のボクはまさにその状態で、岡部さんのお陰かげでひとつの納得には至れたものの、まだまだそれは盤ばん石じやくのものではなく……、わずかな衝しよう撃げきでひびの入ってしまう脆もろく儚いものだったんです。

　でも、それでもボクはここで沈ちん黙もくするわけには行きませんでした。

　変わるのではなく。

　成長するために……。やがていつか、岡部さんの隣となりに立てる人間になるために。

　その告白は必ひつ須すだったんです。

「ボクが壊こわしちゃったんです。倉庫の掃そう除じをしていたときに！　……だから、ボクのせいなんです。岡部さん、お願いします。まゆりちゃんを助けてあげてください」

　ボクは立ち上がり、まっすぐに岡部さんの瞳ひとみを見つめました。

　強い意志を込めて。

　それは懺ざん悔げであると同時に、祈いのりでもあり……告白であると同時に、哀あい願がんでもありました。

「久しぶりに……岡部さんと修行ができて、本当によかったです」

　ありがとうございます。

　そう付け加えたボクの言外の言葉を、岡部さんはまっすぐに受け止めてくれた。




　　　　☆




「る、ルカ……」

「もう行ってください」

　岡部さんは気き遣づかいの声をかけようとしてくれた。でも、それをボクはあえて遮さえぎる。

「じゃないとボク、泣いちゃいそうで……」

　それは本音であると同時に、口実でもあった。

　本当はずっとそばに居て欲しい。

　でも、このままだとまた岡部さんを縛しばりつけて、歪めてしまう。

　そんな想おもいがボクの中にあったんです。

　だから、岡部さんはそれを察して……ゆっくりきびすを返しました。

　そして彼がすっかり背を向けたところで、ボクはもう一度口を開いたんです。

「こういうときは例の合言葉ですよね？　エル・プサイ・コンガリィ……」

　それは岡部さんがよく口にする挨あい拶さつの言葉。

　主に別れの時に口にする……、〝設定〟上での挨拶。

「……コングルゥだ」

　岡部さんは静かに、ボクの言った挨拶の言葉を訂正する。それを受けて、ボクは訂正した言葉を口にしようとして……。

「エル・プサイ……！」

　できなかった。

　代わりにボクにできたのは、ただ岡部さんの背中にしがみつくことだけ。

　思い切ったはずなのに、ボクはまだ恋れん々れんとして諦あきらめることができていなかったから……。

　それでも……。しがみついた岡部さんの広い背中からは、温かな気持ちが伝わってくるような気がしました。

「ボク、本当は戻りたくないです。だって……。だって……、男に戻ったら、岡部さんへのこの気持ち、封ふう印いんしなくちゃいけないから。男なのに岡部さんのこと好きでいちゃいけないと思うから──」

　それは本当は岡部さんには吐と露ろせずに、ただ心の奥底に沈しずめておこうと思った言葉。

　だけど同時に、これを言わなくちゃボクの恋こい心ごころは本当に死んでしまうような気がしたんです。他ほかの誰だれでもない、岡部さんにだけは伝えておかなきゃいけない。

　そんな想いがあって。

　その想いのままに、ボクは岡部さんを抱だきしめて叫さけびました。

「男に戻ったら、今日のことも全部……忘れちゃうんですよね？　デートしたことも、久しぶりにふたりで修行したことも……。こうして岡部さんの身体からだに触ふれていることも」

　そう、すべては消えていく。

　それこそ手から砂がこぼれ落ちていくように。

　時間が片時もそこに留とどまってくれないように。

　でも、想いは本当に消えるんでしょうか？　このボクの想いは？　岡部さんの想いは？

「こんなに辛つらい気持ちを味わうんなら……、女の子になりたいなんて願うんじゃなかった」

　それは半分、本音で。

　半分は噓うそだった……。

　たとえ少しの間でもいいから、ボクは岡部さんのお嫁よめさんになってその赤ちゃんを産むって夢を見られた。もちろん、ついさっきまではそのことを具体的な未来像として認にん識しきしていたわけじゃない。

　でも、ボクは岡部さんのことを好きになることの先に……、自然に岡部さんのお嫁さんになって、自然に岡部さんの赤ちゃんを産んで、自然に岡部さんと家族になって行く光景を夢見ていた。

　口には出さないし、殊こと更さらに意識まではしていたわけじゃない。

　でも、結局。

　男なのか女なのかって、ある意味じゃその程度のことで。

　それが一番大きな違ちがいなんだと思う。

　それ以外は……、ある意味で〝そんなことはどうでもいい〟ことだから。

　そう思っていたら、岡部さんが不意に言ってくれたんです。

「お前が男に戻もどっても、俺にとってルカ子はルカ子だ！　……何も変わらない」

　……と。

　その岡部さんの声は、嬉うれしいことに震ふるえるような涙なみだ声ごえで……。

　ボクは彼がこの別れを惜おしみ、悲しんでくれていることに……不ふ謹きん慎しんかもしれないけれど深い喜びを感じていました。

　そこに確かな岡部さんからの愛情を、ボクは感じることができたから。

「そうですよね。男とか、女とか、〝そんなことはどうでもいい〟ですよね……」

　それが男女の情愛なのか、それとも師し弟ていの友愛なのか。それこそ〝そんなことはどうでもいい〟ことだった。

　ただ、確かにボクは岡部さんからの愛情を感じ取ることができて。

　それで満足だったんです。

「でも、少しでいいから……憶おぼえていてください。……女の子だった、ボクのことを」

　だから……忘れないで欲しい。

　ボクの記き憶おくが消えても、あなたにこんな想いを注いだボクがいたことを。

　あなたのことを大好きな、ひとりの女の子のことを……。

「あぁ。忘れない……。絶対に」

　それは、決して確かめることのできない約束。

　ボクにはもう、その約束の行く末を見届けることはできない。

　でも、それでいい。

　ボクは岡部さんが大好きで、愛していて、信じてるから。

　想いのバトンは、確かに託たくされたから。

　……愛してます。お元気で、岡部さん。

[image: ]







[image: ５：陰陽双月のピスティス　Spectacles-wearing Pistis]
















「あぁ……、やられちゃったぁ」

　残念そうに言う綯なえちゃん。

　私たちふたりの携けい帯たいの画面には、ミッション失敗の文字が浮うかんでる。

　う～ん、武装が甘かったかなぁ。

　ごめんね、と私はメールを打って綯ちゃんに送った。

　それに綯ちゃんは可愛かわいらしく首を振ふって応こたえてくれる。

「ううん。謝んなくていいよ、萌もえ郁かお姉ちゃん。この討とう伐ばつミッション、大変だってｗｉｋｉにも書いてあったから」

　綯ちゃんはそう言って私を慰なぐさめてくれた。

　でも、戦せん闘とうの流れから考えるとやっぱり私が足を引っ張ったようにしか思えなかったから、逆に申し訳ない気もするの。せめてもう少しレベルを上げるべきだったかなぁ。

　そうメールを送ると、綯ちゃんは笑え顔がおで私に言った。

「あたしの方から誘さそったんだから、あんまり気にしないで。また、他のミッションをこなしてから挑ちよう戦せんしよ♪」

　──ありがとう、綯ちゃん。私も頑がん張ばるから、よろしくね♪

　私がそうメールを送って綯ちゃんを見ると、彼女は「うん！」と力強くうなずいてくれる。元気で本当に可愛らしい。

「おーい、戻ったぞぉ」

「あ、お父さん」

　そこに表から店長さんの声がする。綯ちゃんがその声に反応して駆かけていき、店の引き戸を開ける店長さんを出で迎むかえた。

　──あ、店長さん！　お帰りなさい。

　私もそう、店長さんにメールを送って出迎えに向かう。それから一いつ緒しよに、同じくメールで留守番中に売れた商品の概がい略りやくも送った。

「おう、バイト！　留守番、すまねえな。……ほう、思ったより今日は出たなぁ」

　店長さんはメールを確認して、レジの記録と照らし合わせてる。メールでの報告は形が残るからって、店長さんには好評だったからずっと続けてることなの。

「ん、よし！　そいじゃ、今日は上がっていいぞ」

　店長さんはそう言って、まだ午後２時くらいだけどレジを閉じる。

　今日は綯ちゃんが学校で使う文ぶん房ぼう具ぐを一緒に買いに行くから、もう店を閉めることになっていたの。昨日、店長さんから「こっちの都合ですまねえな」と言われて、アルバイト代もいつも通りの時間分出ることになってるから、私としては願ったり叶かなったりなんだけどね♪

　──ありがとうございます。それじゃ、明日も宜よろしくお願いします。

「おう、またな！」

「じゃ、萌郁お姉ちゃん。また、明日ね」

　私はひらひらと手を振りながら、店長さんと綯ちゃんにお別れする。

　さて、と。

　それじゃあ、今度は上のラボに行こうっかな♪




　　　　☆




　アルバイト先であるブラウン管工こう房ぼう──この２０１０年の今時に、ブラウン管テレビしか扱あつかってないすごいところ──を出て、私はそのすぐ脇わきにある細い階段を上る。

　このブラウン管工房のある大おお檜ひ山やまビルは、お店の店長さんである天てん王のう寺じ裕ゆう吾ごさんの持ち物で、二階はある人たちに貸し出されてた。

　その二階の借り主たちこそ、私が今向かってる未来ガジェット研究所とそのラボメンたちなの。私はそのラボ──ラボメンの人たちは未来ガジェット研究所をラボって呼んでるの──の所長である岡おか部べ倫りん太た郎ろうくんにバイト中、いきなりスカウトされてラボメンになった。

　ブラウン管工房に来てほぼ初日にスカウトされたから、最初は一体何なんだろうと面めん食くらってたんだけど、つき合ってみると個性的ではあるんだけど楽しい人たちばかりで、私はアルバイトが終わると二階のラボに顔を出すのが日課になってた。

　どうせね、私って友達も少ないし、人付き合いもあんまり良いわけじゃないからさ。こんな形ででもお付き合いしてくれる人がいてくれるのはありがたいことなの。

　……あ、いけない。こんなこと言ってたら椎しい名なさんに叱しかられちゃうわね。

　もう二十歳はたちになるっていうのに、高校生の椎名さんに叱られるっていうのはなんだけど、必要以上にネガティブになった時に、あの子たちは遠えん慮りよなく私のことを叱しつ咤た激げき励れいしてくれる。時々、困っちゃうことも多いんだけど、気分は悪くなかった。

　そんな人間関係もラボに通ってる理由かもしれない。これ以上、踏ふみ込んで欲しくないって思った時は配はい慮りよしてくれるしね。

　……約一名を除いて。

「おお、来たか！　閃光のシヤイニング指圧師・フインガーよ！」

　階段を上りきり、ラボの扉とびらを開けたところで……その約一名からの声がかかる。

　この私に奇き妙みような渾名あだなをつけて呼ぶ男の子こそ、私をラボにスカウトした張本人であり、狂きよう気きのマッドサイエンティストって自分のことを呼んでる未来ガジェット研究所の所長、岡部倫太郎くんだった。

　普ふ段だんからボサボサの寝ね癖ぐせがついた髪かみ型がたに、よれよれの白衣を着て街中を徘はい徊かいする奇き矯きような人なんだけど、妙みようなところで親切で憎にくめない人なのよね。年下なのに強ごう引いんだから、色んなところで押し切られちゃうのが困りものだけど。

　ん？

　そこで私は、変なことに気づいた。

　彼は普段から眼鏡はかけなかったはずなんだけど、シンプルなチタンフレームの細身な眼鏡をかけていたの。

　──あれ、どうしたの岡部くん？　目が悪くなったの？

　私はそう、メールを送る。すると彼は首を振って答えた。

「いや、そうではない。まずは入るがいい。我がラボを救うための緊きん急きゆうミッションについて説明せねばならんからな」

　緊急ミッション？

　ついさっき、店長の娘むすめさんである天王寺綯ちゃんとの携帯ゲームでミッション失敗を経験した身としては、ちょっと聞き捨てならない言葉だった。

「あ、萌郁さん！　トゥットゥルー」

　ラボに入ると、帽ぼう子しをかぶった可愛らしい女の子が手を振りながら挨あい拶さつしてくれる。

　──トゥットゥルー！　こんにちは、椎名さん。

　彼女は椎名まゆり。やっぱりこの未来ガジェット研究所のラボメンなんだけど、彼女も今日は超ちよう弾だん性せい・形状記き憶おく合金──普ふ通つうはＮＴ合金って言われる眼鏡によく使われる素材の眼鏡をかけていた。

　アンダーリムで視界の広い、その上で安定性に富んだデザインの可愛らしい眼鏡で、ブルー系の塗と装そうが彼女が着てる淡あわい色合いのワンピースによく似合ってると思う。

「あ、こんにちは。桐生きりゆうさん、アルバイトはもう終わりなんですか？」

　──こんにちは♪　そうなの。今日は店長さん、綯ちゃんとお買い物なんだって～。

　同じように挨拶してきたのは、漆うるし原ばらるかくん。

　一見すると女の子にも見えそうな美少年で、彼も最近は珍めずらしいニッケルクロム合金製のメタリックな眼鏡をかけてる。

「ニャニャ？　モエニャンもやって来たニャン！」

　そう言って振り返ったのは、手前の部屋──岡部くん曰いわく談話室だって──のテーブルについて、鏡を見ながら眼鏡を合わせていた猫ねこ耳みみメイド服の女の子──フェイリスさん。

　メイクイーン＋ニャン２という近くのメイド喫きつ茶さに勤める筋金入りのメイドさんで、こうして普段もメイド姿のまま過ごしてる剛ごうの者。

　──こんにちは～。今日も猫耳が可愛いね。

　彼女はテーブルに置かれた十個以上の眼鏡フレームをかけ回しながら、似合う眼鏡を探してるみたい。そのフレームにはどれもレンズが入ってなかった。

　……おかしいなぁ？　みんな、目は悪くなかったはずなんだけど？　何この世界線？

　さすがに私はちょっと困り始めていた。




　　　　☆




「桐生さん。いらっしゃい」

　そうして悩なやんでいると、奥の部屋──岡部くん曰く、開発室──のパソコンの前に座っている白衣を着た女の子が声をかけてきた。

　彼女は牧まき瀬せ紅く莉り栖すさん。科学雑誌に論文を発表したこともある天才少女で、本当はアメリカの研究所で仕事してるすごい人。今はたまたま都合でこっちにいるらしいんだけど……。それでやっぱり彼女も眼鏡をかけてた。

　もっとも彼女はパソコンとかでの作業の時は眼鏡をかけてたから、これは特別なことじゃないのかもしれない。かけてる眼鏡は時々見かけた、赤いセルフレームのものだったし。

　──こんにちは、牧瀬さん。ねぇ、これってどういうこと？　どうしてみんな、眼鏡をかけてるの？　いつもはかけてなかった気がするんだけど～><;

　それこそ自分が変な異次元とか、『貴き殿でんの知らない世界』とかに巻き込まれたような気分だった。だって、いきなりラボ中のみんなが眼鏡かけてる光景って、本当にびっくりよ？

「うん、まぁ……。びっくり……というか、どん引きよね。ここまで来ると」

　牧瀬さんはそう言って、視線を明後日あさつての方に泳がせる。何だか、〝予想外〟とか〝眼鏡っ子だらけ〟と小声で言ってるような気もした。

「う～ん、まさに〝ドキッ！　眼鏡だらけのラボメン大集合〟状態、だお」

　そう発言したのは、ここにいる最後のラボメンのひとり──橋はし田だ至いたるくんだった。屋内でも帽子を脱ぬがない小太りのハッカー青年で、ラボに入って以来よく彼の高い技術力にも驚おどろかされてる。

　その彼は牧瀬さんが座ってるパソコンが置かれたテーブルの端はしの方で、何かの作業をしてるみたいだった。その手元を見てみると、たくさんの眼鏡フレームが入ったトランクとレンズ、ヤスリやグラインダー、バーナーと何か円えん筒とう形の機械みたいなものがあった。

　──わ、すごい！　こんなにたくさんの眼鏡フレーム、一体どうしたの？

「ああ、これかお？　知りあいの眼鏡屋が廃はい業ぎようするって話になって、いらないっていう眼鏡のフレームとレンズとかをもらってきたんだお」

　確かによく見ると、彼の手元にあった眼鏡フレームの多くは小さな傷があったり、軽く歪ゆがんでたり、デザインが古いものだったみたい。

　──なるほどね、廃はい棄き品なんだ～。これ全部。

「そう、そうして！　これぞ天てん啓けいだ。我がラボの試作未来ガジェット〝メガメラ　Ｖｅｒ．４〟の性能を世に知らしめよというな！」

　そこで岡部くんが、いつもの芝しば居いがかったポーズを取りながら宣言するように言う。

　──めがめら？　ああ、メガネ＋カメラね。

「うむ、〝メガメラ　Ｖｅｒ．４〟は未来ガジェットのひとつにするべく開発された、カメラ付き眼鏡だ！　すでにラボメンが着用している眼鏡はこの〝メガメラ〟を搭とう載さい済みなのだ。くくく……、これさえあれば我がラボの諜ちよう報ほう能力は飛ひ躍やく的に向上するだろう！」

　もはや、機関とてこの鳳ほう凰おう院いん凶きよう真まの〝眼め〟から逃のがれることはできんのだ！

　完全に自分の世界に入っちゃった岡部くんの代わりに、説明を補足してもらおうと私は牧瀬さんを見る。すると、それだけですべてを了りよう解かいしたのか、彼女はため息をついて説明してくれた。

「……昔、お蔵くら入いりした未来ガジェットがあったらしいんだけど、こんなにたくさん眼鏡フレームが手に入ったから復活させたくなったんですって。で、今そのテストのためにラボメンみんなでこの未来ガジェットを試ためしてるところだそうです」

　──ふ～ん、そうなんだ。……あれ、牧瀬さんの眼鏡にくっついてるその機械は？

　よく見ると、彼女がかけてる眼鏡には椎名さんとか漆原くんのつけてる眼鏡と違ちがって、円筒形の小さな機械が取りつけられていた。さっき、橋田くんの手元にあった機械とよく似てるみたいだけど……？

「ああ、これ。これは既き存そんの眼鏡フレームに、フレームを改造することなしに〝メガメラ〟を搭載するためのオプション装備らしいですよ。私はもう眼鏡を持ってるから……」

　──あ、そうなんだ～。もうある眼鏡にもつけられるんだね、そのめがめらって。……私のもつけられるかな？

　私がそう尋たずねると、牧瀬さんはかすかに苦く笑しようして答こたえた。

「頼たのまなくても、つけられますよ？　だって、岡部がラボメン全員で緊急ミッションだって言ってますから」




　　　　☆




　──岡部くん、緊急ミッションって何？　さっきも言ってたけれど？

　私がそうメールを飛ばすと、岡部くんはふふんと笑って宣言した。

「これより、〝世界をオペレ監視すーシヨる遣いン・フ鴉作戦ギン〟を発動する！」

　そのミッションの概がい要ようはこうだった。

　このカメラ付き眼鏡〝メガメラ　Ｖｅｒ．４〟の性能テストと宣伝のため、メガメラで写真を撮とって雑誌に投とう稿こうしようってことらしいの。

　岡部くんはそのターゲットとして、秋葉原界かい隈わいでこのところ噂うわさになっているというツチノコネコを挙げた。

　──ツチノコネコって何？

　メールでそう尋ねると、フェイリスさんが談話室のパソコンで検けん索さくをかけ、画像を見せてくれる。

「これニャン♪」

　──何これ！　可愛かわいい……。

　そこに映っていたのは、のぺ～と地面にうつぶせに寝ねっ転がって、前ぜん肢しを身体からだの下に畳たたんだ猫の画像だった。猫によっては、後こう肢しも身体の下に畳んでるから本当に太い胴どう体たいを持った蛇へびみたいに見える。

　つまり太い寸すん詰づまりの胴体を持つ蛇──ツチノコによく似て見える猫だから、ツチノコネコと呼ばれるらしいの。そして、そのツチノコネコがこの秋葉原の界隈で目もく撃げきされたって情報がネットを中心に広まってるんだって。

「ふふふ……。愚ぐ民みんどももこの可愛い姿をナチュラルな視線で激写した写真を見せられれば、我が未来ガジェットの素す晴ばらしさを立ち所に理解するだろう！　さぁ、我が〝頼マイフれエイバるリツト右ライト腕アーム〟ダルよ、その力を閃光のシヤイニング指圧師・フインガーに与あたえるのだ！」

　引き続き岡部くんは芝居がかった調子で右手を翻ひるがえし、橋田くんに私の眼鏡をメガメラ仕様にするように頼んだ。

「無理」

　でも、返って来たのはにべもない一言だったの。

「な、何故なぜだ、ダルよ!?」

「いや、僕は今フェイリスたんのためにレンズ削けずってるところだし」

　見てみれば、言ったように橋田くんはレンズを眼鏡の型に合うよう削っていた。普通は工場でやるくらい厄やつ介かいな作業なのだけれど、その難業を彼は四苦八苦しつつもこなしていた。

「橋田さん、眼鏡のレンズなんて削れるんですか？」

「基本はプラモと変わんないお。もちろん、プロがやるくらい綺き麗れいにするなんて無理だけど、遊びでテンプレート通りにやるくらいならね。……それに、本当はレンズって言ってるけど全部、度の入ってないプラスチック板だから」

　漆原くんが橋田くんの作業を見て、感かん嘆たんの声を上げる。

　橋田くんは謙けん遜そんするように言ってたけれど、度の入ってないプラスチックレンズでもフレームに合うよう削るのは素人しろうとには大変な作業のはず。いつも思うけど、本当にすごい腕うでだよね、この人。

「それよりオカリン。メガメラのオプション搭載くらい、オカリンでもできるっしょ？　さっき、牧瀬氏にやったんだし。全部、僕に押しつけてないで少しは自分でやって欲しいだろ、常考」

「ぬぬぬぬ……。ええい、分かった分かった。やってやろうではないか！　指圧師よ、こちらに来い。メガメラの力をお前に与えてやろう」

　正論で諭さとされて口惜くやしそうな顔になる岡部くん。でも、さすがにぐうの音も出ないのか自分で作業をすることにしたみたい。そのまま私のことを手招きして呼び寄せる。

　──どうすればいいのかな？

　手招きされて彼のところに行った私は、メールでそう尋ねる。すると彼は、そばにあるソファを指さした。

「そこに座ってくれ、オプションで取りつける場合は眼鏡をかけた状態で調整せねばならんからな」

　──ラジャー。じゃ、座るね。

　言われて私がソファに座ると、彼は私の頭を抱かかえ込むようにして作業を始める。要は眼鏡のツルの部分に小さな円筒形の機械──カメラを取りつけるだけのことなんだけど、色々と調整はしなきゃいけないみたいなの。

　撮さつ影えい者の視点とカメラで撮影するアングルを完全に一いつ致ちさせるのがこの未来ガジェットのウリらしくて、そこは手て抜ぬきのできない部分なんだって……。

　ただ……、座れって言われた時は特に気にしなかったけれど、その状態って何だか恥はずかしい。

　岡部くんは作業の都合から、まるで私の頭を抱だきしめるみたいな形になって、鼻先に彼の胸の部分が来てる状態になってたの。

　……うわぁ。

　彼の体温と気配が、すぐそばを行ったり来たりする。

　時間そのものはそう長くはなかったんだけど、ドキドキして実際にかかった時間の何倍もその状態だったような気がしたのね。

　で、解放されてから横目で見ると、牧瀬さんがなんだか恥ずかしそうにもじもじしてるのが見えた。そういえば、彼女も岡部くんにつけてもらったんだっけ。おんなじように経験したわけね、これを。
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　番外未来ガジェット〝メガメラ　Ｖｅｒ．４〟の既存眼鏡オプション型は、一見すると普ふ通つうの眼鏡に爪つま楊よう枝じより二回りほど太い円筒が、両方のツルの部分に取りつけられたようなデザインになっていた。

　この細い円筒に、オートフォーカス機構付きのカメラと電池、それに無線機が仕込まれているって言うんだからすごい。使用の際には手元のリモコンでシャッターを押すようになっていて、このリモコンが写真のデータをセーブする記録部分にもなってるんだって。

　接続はＵＳＢ規格に準じゆん拠きよしているから、誰だれでも簡単にパソコンで撮った写真が見られるってことらしいの。

　私も今持ってるようなＵＳＢケーブルを使えば、携けい帯たいにデータを移すことも可能みたい。

　──ふ～ん、超ちよう小こ型がたデジカメ付き眼鏡ってことなんだね♪

「まぁ、平たく言えばそういうことだな」

　ふふんと得意げにふんぞり返って言う岡部くん。

　ちなみに椎名さんとかがかけてる〝メガメラ　Ｖｅｒ．４〟通常型は、そもそもどこにカメラがあるのか全然分からないくらい、普通の眼鏡との区別はまったくつかない。繰くり返すけど、橋田くんって本当にすごいよね。

　そのことをメールで伝えると、岡部くんはふふっと笑った。

「ああ、あいつはこの俺が最も信しん頼らいする男だからな。……さぁ、フェイリスのメガメラも完成したようだし、ミッション開始と行こうではないか！　ラボメンの総力を結集すれば、ツチノコネコの撮影など朝飯前よ！　ふぅわーはっ……」

「あ、オカリン。僕、参加できないから」

　橋田くんの切って捨てるような言葉に、岡部くんの高笑いが寸断された。

「ぬぁにぃぃぃぃぃッッ、どぅおおいうことだぁぁぁぁッッ!!」

「いや、だからオカリン。僕、予定があるって言ったじゃん。この後、由ゆ季きたんとデートだからさ」

　岡部くんの顎あごが外れそうなくらい大きく開かれる。よっぽどびっくりしたみたい。

　──ね、ね♪　ユキって人、誰？

「由季ちゃんはね、ダルくんの彼女さんなのです」

　私の問いに、椎名さんは丁てい寧ねいに答えてくれる。それを牧瀬さんが補足してくれた。

「こないだのコミマで出会ったんですって。……もう、こっちが見てて恥ずかしくなるくらい仲が良いみたい」

　そっかぁ、いいなぁ。

　そうこうしてる内に橋田くんは道具を片付け、「じゃっ！」と言ってラボから去って行く。

　後には、両手を床ゆかについてうずくまる岡部くんの姿があった。

「……」

「ほら、岡部。リアルorz状態になってないで！　ミッションを始めるんでしょう？」

「そうだよぉ、オカリン。可愛い猫ねこさんの写真撮りに行くんでしょ」

　くじけてる岡部くんに、牧瀬さんと椎名さんが励はげましの言葉をかける。それでようやく、彼は何とか立ち上がることができたみたいだった。

「そうだな……。こんなところで機関の陰いん謀ぼうに屈くつするなど、この俺……鳳凰院凶真の名がなくと言うものだ！」

　ちなみに、鳳凰院凶真っていうのは狂きよう気きのマッドサイエンティストを名乗る時の彼の名前ね。岡部くん曰いわく、真名なんだって。

「では、改めてラボメン諸君！　これより我がラボの総力を挙げ、〝世界をオペレ監視すーシヨる遣いン・フ鴉作戦ギン〟を遂すい行こうする！　全員一丸となって……」

「ね、凶真ぁ♪」

　岡部くんが宣言してるところに、フェイリスさんが手を挙げる。

「ん、どうしたのだフェイリスよ？」

「全員一丸っていうか、みんなで一いつ斉せいにやるのは面おも白しろくないニャ。……どうせなら、競争とかどうかニャア？」

　フェイリスさんはにこにことしながら提案する。

「いや、待て……。競争などしてどうするのだ。これはあくまでも〝メガメラ　Ｖｅｒ．４〟のテストと宣伝のためのミッションだ。そんな必要は……」

「ウニャ？　凶真はぁ、負けちゃうのが怖こわいのかニャン？」

　そう言われて、岡部くんはうっと詰つまる。

「こ、怖いだと？　この俺がいつ如何いかなる時も後おくれを取るはずなどなかろう！」

「じゃ、競争にしようニャン。ただ、写真を撮とりに秋葉原中を猫を探して歩くのはつまらないニャ♪」

　一理ある考えだった。

　確かに秋葉原にも猫はたくさんいるし、ただ漫まん然ぜんと歩いて写真を撮るだけでは単調な気もしちゃうのよね。その点、競争して誰が一番可愛い猫の写真を撮るかって話になったなら、もう少し熱が入りそうな気もする。

「競争かぁ……。だったら、賞品とかはどうする？」

　牧瀬さんがちょっと考え込むようにしながら言う。それに岡部くんが応こたえた。

「賞品だと？」

「だって、競争なら一番の人は何か賞品が出ないと、競争する理由がないでしょ？」

　筋道を立てるように、牧瀬さんは話す。これも理り屈くつの通った話だった。でも、このラボの財政状じよう況きようからして、お金とか何か買ってくる必要のあるものを賞品にするのは現実的な話じゃない。

　岡部くんは次の未来ガジェットの命名権はどうかとか話すけれど、それは他ほかの全員の意見で却きやつ下かされたの。

　そしてそこで、漆原くんがひとつの爆ばく弾だんを落とした。

「あ、それなら岡部さんが一日、買い物につき合ってくれるのが良いです」
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　その瞬しゆん間かん、気のせいじゃなくてラボの空気が変わったと思う。

「へぇ～。一日、買い物につき合ってもらう権利かぁ。荷物持ちしてもらえるのって、いいかもね」

　牧瀬さんが少し目を泳がせながら言う。

「あ、それならまゆしぃは、冬のコミマ用のコス衣い装しようの材料を買いに行くの、手伝って欲しいなぁ」

　椎名さんも両手を合わせて嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「ボクも、服とか買いに行く時に意見を言ってもらえると嬉しいです」

　言い出した漆原くんは、もう買い物で何処どこに行くかまで考え済みみたい。

「つぅまぁりぃ～、凶真とデートってことかニャ？」

　フェイリスさんが、ふふふと小こ悪あく魔ま的な笑えみを浮うかべ、手を口に当てながら他の人が分かっててぼかした真実を口にする。それに真っ先に反応したのは牧瀬さんだった。
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「あっ、そんなデートだなんて！　買い物よ、買い物！　荷物を持たせるだけなんだから！」

「ふ～ん、クーニャンは買い物だけでいいのニャン。じゃあ、フェイリスは勝ったら凶真と一いつ緒しよにデートすることにするニャ♪」

　そのフェイリスさんの発言が、間ま違ちがいなく最後の引き金だった。岡部くん以外の女性陣じんの顔色が変わる。

「で、デートね。好きにすれば良いんじゃない？　もっとも、あなたが勝てたらの話なんだし、取らぬ狸たぬきの皮算用よ」

「素す直なおじゃないニャア、クーニャンは……。いいのニャン。優勝はフェイリスがもらうのニャ。……それじゃあ、お先ニャっっ！」

　言って、フェイリスさんはまさしく猫のような身のこなしで走り出す。その姿は瞬またたく間に消え、ラボの窓から階下の道路を駆かけていくフェイリスさんの姿が見えた。

「まっ、待ちなさい！」

「あ～、待ってよ～。まゆしぃも行くのです。トゥットゥルー」

「ボクも負けませんから！」

　即そく座ざにフェイリスさんを追って、三人の姿もラボから消えていく。どうやらみんな、秋葉原中に散って行ったみたいだった。

　私と岡部くんは、呆あつ気けにとられたように嵐あらしの去った後のようなラボの様子をただ見つめる。

　そして数秒後。

　岡部くんは笑い声を上げ始めた。最初は低く、小さく。やがてそれは高笑いに変わって行く……。

「ふふふふ……、くっ、くくく……、ふははははは、ふぅわーっはっはっはっはっは！　ぬぅぁぁにが競争だぁッッ！　この狂気のマッドサイエンティスト、鳳凰院凶真をことごとく無視しおってぇぇぇぇッッ!!」

　あ、切れた。

「大体、この俺が勝ったらどうするのだぁぁッッ！　こうなったらっっ！　閃光のシヤイニング指圧師・フインガーよ、貴様を我がパートナーとして任命する。他の誰だれよりも早く、ぐうの音も出ない完かん璧ぺきなツチノコネコ写真を撮ってくれるわぁぁッッ!!」

　こうして、私は岡部くんと一緒に秋葉原の街へとツチノコネコを求めて旅立つことになったのでした。
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　──これなんかどうかしら？

　そうやって秋葉原の街に出かけてすでに数時間。

　やってみて分かったのは、意外にツチノコみたいな猫っていうのがレアだということだったの。

「うーむ、その猫はスリムすぎて普ふ通つうに蛇へびみたいに見えてしまうぞ？　これはこれで珍めずらしいような気もするが……」

　普ふ段だんは丸っこい猫なんかよく見かけてる気がするし、身近にそういう猫がいる人はそれが普通と思ってるだろうけど、いざ探すとなると難しいというのがよく分かる。

　──こっちの子なんかどう？

「お、確かにいい感じだな。よし……。む、スイッチが……！　不具合か？　あ、待て。逃にげるな！　逃げるなと言っておろうがぁぁぁッッ!!」

　よしんば見つけたとしても、相手は猫なのよね。

　猫って警けい戒かい心しんが強いから、簡単には写真を撮らせてくれなかったりする。思えば以前、編集プロダクションでアルバイトしてた時も、猫カフェで写真を撮ろうとして逃げられた気がする。

　そんなこんなで、もう日も傾かたむき始めてるって言うのに収しゆう穫かくはまったく０。

　岡部くんはぜいぜいと肩かたで息してるし、完全に骨折り損のくたびれもうけ状態だったの。

　──う～ん、意外と難しいなぁ。諦あきらめない？

「はぁはぁ……。た、確かに俺たちは無む謀ぼうだったかもしれん。もっと事前の計画を練るべきだった」

　たとえば鰹かつお節ぶしでも持ってきたり、それこそマタタビでも準備してあれば話も違ちがった気がするんだけどね。けど、このままじゃ猫には追いつけないわ。よしんば猫がいても条件に合わなかったり、姿勢が違ったりすればどうしようもない。

「まぁ、とりあえずだ。もう一回だけチャレンジしてみて、それでダメなら一いつ旦たん帰るとしよう。癪しやくではあるが、他の者が撮さつ影えいに成功してるかもしれんしな……」

　そう言って、最後の捜そう索さくを私たちは開始する。

　再び秋葉原一円を経へ巡めぐり、神田相生町から末広町、湯島近くから本郷通り、御茶の水、神田明神まで来たところで、ようやく私たちはふんわりもこもことしたベスト体型の猫を発見することができたのだった……。

　──あの子、どう思う？

「うむ、完璧なフォルムだ。しかしポーズがツチノコには見えんな。今は歩いているが、どうにかして座らせられんものか？」

　先も言ったけど、ツチノコに見える猫の条件は体型もそうだけど、何よりポーズが問題になるのよね。足を身体からだの下に折りたたんだ状態で初めて、猫はツチノコネコの状態に見える。

　写真を撮るには、どうにかしてその状態になってもらわなきゃいけない。

　──座らせるって言ってもねぇ……。

「む、逃げるぞ！　指圧師よ、今度こそ見失うな」

　猫は私たちの気配に気づいたのか、警けい戒かいしたように走り出す。神田明神の門の前を抜ぬけ、門の方を向いた時に右手となる道の方へと逃げていく。

　──あっち、確か階段のある方！

「ぬう、逃がすわけにはいかんのだ！」

　神田明神は、ものすごく昔は海から突つき出た島だったらしい。その名残なごりのように、神田明神のある一帯は急な坂になっていて神田山と呼ばれることもあるほど。

　そして明神男坂とも、明神石坂とも呼ばれるその坂には、同じく急きゆう勾こう配ばいの階段がしつらえられている。猫ねこはその階段の方へ向かったみたいだった。

　私と岡部くんは必死に走って階段の方向へと向かう。神田明神脇わきの角を曲がると、まさしくその階段に走っていく猫の姿が見えた。

　──階段を下りてく！

「追うぞッッ！」

　ふたりで走りながら、階段を駆け下りていく。

「……ッ！」

　でもその途と中ちゆう、私は階段を踏ふみ外してバランスを崩くずしてしまう！　靴くつのかかとがちょっと高すぎたみたい。ぐらりと体勢が傾かしいで、重力に引かれて落ちていく!!

「萌郁ッッ！」

　そこで岡部くんが叫さけんだ。彼はジャンプするようにして手を伸のばし……、私をかばう。そして、ふたりはそのまま階段を転げ落ちていった……。
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「……く、……う」

　痛い……。

　とっても痛い……。

「だい……じょうぶか、萌郁？」

　岡部くんの声が、すぐ近くから聞こえる。

「うん……、痛い……けど……」

　私はそれだけ、何とか口にする。

　普通なら携けい帯たいでメールを打って返すんだけど、さすがに身体が痛くてメールが打てなかったの。

「く……、ふ……」

　痛いけれど、身体をよじってみる。

　感かん触しよくからして骨は折れてないみたいだった。打ち身はあるだろうけど、不幸中の幸いかもしれない。あれ……？

　そこまで来たところで、私は自分が柔やわらかな感触のものの上に乗っかっていることに気づいた。目を開けると、すぐそこに岡部くん。

「え……、あ……。え？」

　どうやら落ちる瞬しゆん間かん、岡部くんは私をかばって抱だきかかえた状態で階段から落ちたらしい。まるで押し倒たおすような形で、今は地面に寝ね転ころがる岡部くんの上に、私が覆おおい被かぶさっているような体勢だった。

　ちょうど私の額が彼の喉のどくらいの位置になる感じで、私たちは重なっている。
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　え、えええ───────────────────────ッッッ!!

　ちょっと、ちょ……。何よ、このベタな展開は!?

　恥はずかしくて逃げ出したいけれど、まだ落ちた時の痛みで身体がよく動かない。とりあえず、もがくようにジタバタとはしてみるけれど、それでもさしたる意味はなかった。

「こ、こら！　やめんか、指圧師。俺が痛い」

　そう身体の下の岡部くんに言われて、ハッとなる。

　そういえば、岡部くんは大だい丈じよう夫ぶなのかな？

「あの……、岡部……くん……」

　心配になって、私はかろうじて動く頭を上げて彼を見つめる。そして、彼も私をじっと見ていたことに気づく。

「……そんな泣きそうな顔をするな。俺も大丈夫だ。ただ、強く身体を打ったから、不本意ながらまだ動けんだけでな」

　そう言われて、私は少しホッとした。……と同時に、指し摘てきされて初めて自分が泣きそうな顔をしていたことを自覚する。

　痛みもそうだけど、こんな状態になっていることによる恥ずかしさと、岡部くんの状態が不安だったからみたいだった。

　最初は落ちた時に彼をクッションにしちゃったのかと思ったけど、よくよく思い出せば階段から投げ出されるように落ちたんじゃなくて、転がり落ちたような気がする。それだったら、岡部くんを押し潰つぶして内ない臓ぞう破は裂れつとかになってないかは心配しなくてもよさそう。

「とりあえずだ、俺も痛くて動けん。お前も痛いなら、動けるようになるまでこのままで構わんから、無む駄だにジタバタとするな」

　岡部くんの言葉を受け、私は回復するまでじっとしていることにした。少しずつ、少しずつ痛みが引いていくのを待つ。

　……そうしてると、私の身体の下で岡部くんの心臓がとくんとくんと規則正しく脈打っている感触が伝わってきた。それと同じようにして、深く浅く岡部くんの胸が上下する。耳では彼の呼吸の音色が感じられた。

　最初は恥ずかしくてたまらなかったんだけど、次し第だいに気持ちが落ち着いていくのが分かる。心が、静かに静かに穏おだやかな水面のように凪ないでいくような気がした。それに伴ともなって、痛みも段々と引いていく。

　多分、そろそろ少しは動けるようになってきたと思うんだけど……。

　まだほんのちょっとだけ、このままでもいいかな？

　そんなことを思い始めてた頃ころのことだった。

「あ……」

「ん、どうした？」

　さっきまで必死に追いかけていた猫が、こちらに近づいて来たの。

　私たちが動けないせいか、猫にはまったく警戒心はない。そして……、ふたりからほんの数ｍのところで猫は座り込んだ。

　あの、ツチノコそのものの姿勢になって！

「こ、これは……。今が千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだというのに、身体が動かんではないか！」

　口惜くやしそうに岡部くんが言う。

　私はそんな岡部くんの様子を見て、自分の手が動くかどうかを試ためしてみた。

　……うん、右手は動く。これなら。

　かろうじて動く右手だけを使い、ポケットからメガメラのリモコンを取り出す。そして、首を巡めぐらせてツチノコネコがよく見えるように頭を動かした。

「どうした、萌郁？　……そうか！」

　岡部くんは私が何をしようとしてるかが分かったみたい。

　そのまま私は、何枚かツチノコネコの写真を撮とる。猫が去ってしまうまでの間──短い時間ではあったけれど──に、十分な枚数は撮れたと思う。

「どうだ、撮れたか？」

　そう、尋たずねてくる岡部くんに。

　私は顔を正面に向け、満面の笑えみで答こたえた。

「うん……♪」




　　　　☆




　少ししてから。

　私たちは近くの会社の社員だという男の人たち数人に発見されて、ほんのちょっとだけ介かい抱ほうを受けた。

　自己診しん断だん通りふたりとも骨は折れてなかったので、打ち身のところにその人たちから分けてもらった湿しつ布ぷを貼はり、事務所で体力が回復するまで休ませてもらったの。

　温おん厚こうそうな眼鏡の人がお茶を出してくれて、それを飲み干す頃にはすっかり痛みも引いていた。同じく眼鏡をかけた社長さんが「社員に送って行かせようか？」って親切に言ってくれたけれど、それはお礼を言った上で辞退させてもらった。

　だって、ここからラボまではほんの２００ｍくらいの目と鼻の先だったし、そろそろ私も岡部くんも普ふ通つうに歩けるようになっていたから。

「しかし……、災難だったな」

　──まだ、痛いもんねTT

　ふたりで、ゆっくりとラボを目指す。

　まだ速くは歩けなかったし、それに……今はもう少しゆっくりでいいかなって気分だったから。

「そういえば、痕あとになりそうな傷とかはないのだろうな？」

　──そこは大丈夫だよ～♪　だって、岡部くんが抱きしめてくれたから。

　何気なしにメールを送り……。その直後、そのメールに書いてしまった内容にハッとする。

　岡部くんの顔を見ると、少し照れているような顔をしてた。一いつ瞬しゆん、すぐにでも訂てい正せいのメールを打とうとしたんだけど、やっぱりやめることにする。

　彼の反応が、自分の思った以上に嬉うれしかったから……。

　いつもならすぐに帰り着けてしまう道のりを、ゆうに30分近くの時間をかけて帰る。……そして大檜山ビルの前に着いたところで、ラボへの階段から下りてきた漆原くんとばったり出くわしたの。

「あっっ！　お、お、岡部さん!?」

　彼は何だか、とても驚おどろいてるような風ふ情ぜいだった。

「おお、ルカ子か。もう戻もどっていたのだな。……ツチノコネコの写真は撮れたか？」

「……あっ、あの。ボクは……、ツチノコネコは撮れませんでした」

　おどおどしているような様子で漆原くんはそう話す。それに対して岡部くんは、そんな漆原くんの不自然な態度には気づかず、満足げにうなずいた。

「ふふふ……。そうか、お前といえどツチノコネコの撮さつ影えいは困難だったようだな。だがぁ、案ずるなルカ子よ。ツチノコネコはここにいる指圧師が無事に撮影に成功している。……あとは勝利宣言をするだけだ！」

　言って岡部くんは、ラボへの階段を上のぼるため漆原くんの脇わきをすり抜ぬけようとする。

　けれどそこで、すすっと漆原くんが横に移動して岡部くんの進路を阻はばんだの。岡部くんは、漆原くんがどいてくれようとしてタイミングが合わず、結果として進路妨ぼう害がいになったと思ってもう一度脇にずれる。でも、また漆原くんは岡部くんの進路の方へ移動した。

　何度か、岡部くんがずれる[image: ]漆原くんが岡部くんの進路を塞ふさぐ形で移動する[image: ]また岡部くんがずれる[image: ]また漆原くんが岡部くんの進路を塞ぐ形で移動する[image: ]再度岡部くんがずれる[image: ]再度漆原くんが岡部くんの進路を塞ぐ形で移動する、という流れが繰くり返された。

「ぬっ、何をしておるのだ、ルカ子よ！　ラボに入れんではないか」

　さすがにあんまりに繰り返しが続いたので、岡部くんは額に皺しわを寄せて苛いら立だったように言う。それに漆原くんは恐きよう縮しゆくしたように応えた。

「あの、今、その……。まだ帰って来ちゃダメかと……」

「……ええい、わけが分からん！　そこを通すのだ」

　岡部くんは漆原くんをじっと見つめる。

　漆原くんはその視線にたじろぐようにして目をそらした。いつもの彼の様子からすると、ここまで岡部くんの言葉に抵てい抗こうするのは珍めずらしい気がする。だって、漆原くんは心底から岡部くんに気を許してるから。

　──もしかして、誰だれかに通しちゃいけないって言われてるの？

　私がそうメールを打つと、漆原くんは携けい帯たいを覗のぞき込んでから答える。

「あ、そういうわけじゃないんです。ただ……、今は……ボクのせいで危ないから……」

　……危ない？

　私はその言い方がちょっと引っかかる。まるで彼が、岡部くんのことを案じてラボに行かせないようにしているみたいに思えたから……。

「ふっ、甘いぞルカ子！　隙すきありだっ!!」

　そこで携帯と私に意識が向いていた漆原くんの虚きよを衝つき、岡部くんが彼の脇をすり抜けた！

「ああっ!?」

　強行に押し通る岡部くんに、漆原くんが声を上げる。完全に出し抜かれた形だった。そのまま漆原くんも岡部くんを追いかけて二階に上り、私も彼らに付いてラボへと向かう。

　そしてラボに着いた私たちが見たのは、談話室に設置された１００インチはありそうな大型プロジェクターと、そこに映し出された先ほどの私たち──階段を転げ落ちて倒れてる岡部くんとそれに覆い被さってる私──の姿だった。




　　　　☆




　つまりはこうらしい。

　あの時、明神男坂の階段のところに私たちだけじゃなくて、漆原くんも来ていたんだって。

　ただ彼は私たちが階段を落ちてきたところは見ておらず、転がり落ちてふたりが折り重なっているところに突とつ然ぜん出くわしたらしいの。

　彼はその時、メガメラを録画モード──そういうモードもあるらしい──にしていたんだけど、まさか階段から転げ落ちたんだということを考えもしなかった彼は、そのモードのまま物もの陰かげから隠かくれて私たちを観察していたと説明してくれた。

　その後、私たちが近くの会社の人たちに介抱されたところで真実を知ったらしいけど、思わず録画してしまった内容に動転してラボにそのまま帰ってしまい、帰ラボしたところで「お写真、撮れたかニャ～ン」というフェイリスさんにメガメラのリモコンを奪うばわれ……。

　結果、メガメラで撮影したデータをフェイリスさん、牧瀬さん、椎名さんに見られてしまったということだった。

　フェイリスさんはせっかくだから大画面で、と言いだして私物のプロジェクターをラボに持ち込んで鑑かん賞しよう会をしていたわけなんだけど、途と中ちゆうで漆原くんは気づいたんだって。ここに岡部くんが帰って来たら、必ず修しゆ羅ら場ばになるって。

　だから彼は、改めて私たちを止めようと階下に降りてきたらしいんだけど、すでに時は遅おそく岡部くんと私はすぐ下まで帰って来てて……。事情を説明する間もなく、岡部くんが漆原くんを強きよう行こう突とつ破ぱして、今の事態に至る、と。

「ごめんなさい！」

　漆原くんは、本当に申し訳なさそうに岡部くんと私に謝る。

　でも、岡部くんには多分その謝罪を聞いている余よ裕ゆうはなかったと思うな。

　だって目の前に、とってもいい笑顔で額に皺を寄せている牧瀬さんと、それはもうとろけそうなくらい笑顔満面の椎名さん、そして小こ悪あく魔ま的微び笑しようを浮うかべたフェイリスさんの三人が立っていたから……。

　まるで三人からはすさまじい勢いでオーラが立ち上っているようで、岡部くんは蛇へびに睨にらまれた蛙かえるみたいだった。

「岡部……、これ何かしら？」

「いや、待て。助手よ、これには訳がだな……」

　牧瀬さんは目が完全に据すわっていて……、でも顔だけは笑顔だからすごく怖こわかった。岡部くんもそれは同じみたい。

「凶真ってば、だぁいた～ん♪」

　フェイリスさんも追い打ちをかけるように言う。こっちは岡部くんをからかうつもりで状じよう況きようを楽しんでいる感じだったな。

「オカリ～ン、萌郁さんと仲良くなったんだね」

　椎名さんは甘い声でささやいた。表情は本当に嬉しそうなんだけど、声のトーンといい、表情といい、あんまり状況にそぐってないような気がする。……そういえば、椎名さんって怒おこったの見たことないけど、こういう怒り方するのかな？

　う～ん、怒ってるのとは違ちがう気がするんだけど、よく分かんない。

「ま、待て！　お前ら、誤解だ。俺の話を聞け！　いいか！」

「ううん、話は聞いてあげるわ。この岡部懲ちよう罰ばつプランを実行しながらね」

　言って、牧瀬さんは巻き物のようになっていた模造紙をぴらっと広げる。そこには「右手の神経系を刺し激げきして反応テスト」とか、「強い光による魔ま眼がんへの影えい響きようの検証」とか、迷めい走そう神経がどうか、ポン酢ずとか物ぶつ騒そうなことが書かれていた。

　とても痛そうな内容が目白押しで、岡部くんの顔から血の気が引いていく。

「お、おい、本気か？　冗じよう談だんだろう、まゆり！　なんで俺の手を押さえる！　フェイリス！　足を縛しばるな！　ルカ子！　助けろ。……待て、待つんだ」

　けたたましくラボに岡部くんの悲鳴が響ひびき渡わたる。

　牧瀬さんたちが手術道具を持っているのが見えたけれど、一見して分かるプラスチックにメッキしたオモチャみたいだった。まぁ多分、動どう揺ようしてる岡部くんは気づけないでしょうけど。

　私はそうして喧けん噪そうが広まる中、プロジェクターにそっと近づき、接続されていたメガメラのリモコン兼けんメモリーを手に取る。そしてケーブルをつないで、データを自分の携帯へと転送した。

「…………♪」

　携帯を操作して、たった今データフォルダに移した映像を呼び出す。

　そこには、先ほどの抱だき合うような姿勢の私と岡部くんの姿があった。

　……これくらいは、いいよね♪

　私はひとり、その画像を見て少し幸せな気分に浸ひたるのだった。
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[image: ６：裏面境界のエンテュメーシス　Reverse Sky Enthumesis]
















　意識が、なんかぼやけてた。

　目を開けると、仄ほの暗ぐらく、かすかに朱しゆ色いろがかった空。

　広々として、……だけど何処どこか寂さびしくて、嫌いやな気分のする空。

　わたしはその空を見た瞬しゆん間かん、これが夢だって分かった。

　ううん、夢じゃないかもしれない。

　けれど、やっぱり夢かもしれない。

　どっちでも同じなのかもしれない。

〝観測された事象は、観測者の解かい釈しやくにならう〟

　紅く莉り栖すちゃんが言ってた言葉。難しくてまゆしぃにはよく分からない言葉だったけれど、なんだか今のここの景色を表現するには、ぴったりな気がする。

　ここは空が嫌な色をしているだけじゃなくて、地面にも木とか草とかも全然ない場所だったの。ずぅーっと遠くまで見回しても、海も川も見えないし、太陽もお月様もお星様も見えなくて、虫とかもいないんだよ。

　今まで、まゆしぃはこんな場所、見たこともなかった。

　でもね、何故なぜか分かっちゃうんだ。

　ここが……ずっとずぅーっと昔の地球の姿だってことが。

　もちろん、それが本当のことかどうかはまゆしぃにも分かんない。けどね、心の何処かでそんな声がするの。

　ここは、７０００万年前の地球──それも秋葉原だって。

　わたしはオカリンを追いかけて来て、ようやくこの時間のこの場所にたどり着いたの。

　もうすぐ……、オカリンがここに現われるはず。

　そう思ってたらね、予定通りにオカリンは来てくれたんだ……。

　ボサボサの寝ね癖ぐせのついた頭に、高い背せ丈たけ。それからいつもわざと皺しわをつけたままの、よれよれの白衣。

　どれをとってもいつものオカリンで……。

　まゆしぃがずっとずっとずっと会いたかったオカリンだったのです。

　でも、オカリンにはまゆしぃの姿は見えてないみたい。きょろきょろと周りを見て、不思議そうな顔してるの。

　夢の中のわたしは、そのことも事前に聞かされていたから驚おどろかなかった。よく分からないけれど、位相空間ってのがずれてるとかなんとかで、オカリンにまゆしぃの姿は見えないし、さわることもできないって。

　でもね、それでもいいからまゆしぃはオカリンに会いたかった。だから、追っかけてきたんだ。それで、せめてオカリンにお話ししたかったの。

「ここはね……。７０００万年前の地球だよ」

　まゆしぃの言葉に、オカリンは反応してさっきまで閉じていた目を開いた。

「……まゆり？」

　でもね、オカリンの目にはまゆしぃは見えないはずなのです。たぶん、見えるのはまゆしぃがここに来るための目印に使った、砂時計だけ。

　もう壊こわれてしまって砂の落ちない、まゆしぃのお気に入りの砂時計。

　ただそれだけが、ここの景色以外でオカリンに見えているもののはず。

「オカリンはタイムマシンで、ここに送られちゃったんだ」

「まゆり？　まゆりなのか？」

　オカリンがまゆしぃの名前を呼んでる。で、その目が宙をさまよった後、まゆしぃのいる場所で止まったの。

　一いつ瞬しゆん、見えてるのかなーって思ったけど、しっかり見えてるわけじゃないみたい。

　この辺にいるかもしれないって、ぼんやりと感じる。そのくらいだったと思うの。

　でもね、それでもまゆしぃは嬉うれしかったんだよ？

　オカリンがまゆしぃのことに気づいてくれて。

「まゆしぃはね、オカリンを追いかけて、たくさん、たくさん、たーっくさんの世界線のオカリンを……捜さがし続けてきたのです」

　夢の中でわたしはオカリンに話す。伝えなきゃ、って気持ちと。それ以上に、オカリンに言葉を伝えられることが嬉しくて。

「まゆり……」

　やっぱり、オカリンはかすかにわたしの場所が分かってるみたいだったの。……でも、多分それも長くは続かないと思う。位相空間のずれのせいで、お互たがいにお互いを知覚できる時間はほんのわずかって紅莉栖ちゃんが言ってたから。

　──夢の中なんだから、もう少しご都合主義でもいいのにね。

「ここにいるオカリンも、たくさんいるオカリンの内の一人って言えるし、オリジナルだっても言えるし……」

　まゆしぃはその短い時間で、できるだけ伝えたいことを伝えようと思って話すの。

「ここにいるまゆしぃも、たくさんいるまゆしぃのうちの一人っても言えるし、オリジナルだっても言えるの……」

　これだけは絶対に伝えなきゃダメ。

　夢の中のまゆしぃは、ずっとそう思ってたから。

　こんな過去にまで来ちゃったオカリンに、オカリンのやったことは無む駄だじゃないよって一言でも伝えたかったから。

　そのために……。そのためだけに、まゆしぃもここに来たんだから。

「でね……。オカリンもまゆしぃも、ここで死んじゃうと思う」

　オカリンはそう言われて、悲しそうな目をしてた。当然だと思う。でもね、伝えなきゃいけないの。絶対に、これだけは。

「でも、きっと７０００万年後の秋葉原にいるオカリンとまゆしぃまで、意志は連続していくんだって思う……」

　そこまで言ったところで、夢の中のわたしはタイムリミットが来たことを自覚したの。多分、オカリンからはかすかに感じ取ったまゆしぃの気配とかが少しずつ薄うすれていくように感じたと思う。

　もし姿とかまで見えていたとしたら、ぽろぽろって崩くずれていくように見えたかもしれない。

　でも、最後に伝えなきゃいけない言葉は後もう一言。

　その一言を言う時間だけはあったの。

「だから……、大だい丈じよう夫ぶだよ…………」

　そう言った直後、まゆしぃの視界からもオカリンの姿は消えていく。

　ほんの少しの間の、ほとんど一方的な会話。その少しの間のためだけに、まゆしぃはこれからずっとこの７０００万年前の地球でひとりぼっちになる。

　でも、いいんだ。

　絶対に伝えたいと思ったこと。

　それだけは、オカリンに伝えられたから。

　ちょっとだけ残念だったのは、オカリンに好きだよって言えなかったことかな？

　……でも、いいの。

　それは多分、他ほかのまゆしぃが言ってくれるから。

　だって、だって……まゆしぃはオカリンのことが大好きだから。それはたくさんいる、どのまゆしぃだって同じはずだから。

　だからね、わたしの代わりに……オカリンに伝えてね。

　まゆしぃ？
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「……ん？」

　ガタンゴトンって、電車が揺ゆれる。

　いつのまにか、眠ねむってたみたい。

「おっかしいなぁ～、昨日はきちんと寝ねたはずなのに？」

　眠たい目をこすりながら顔を上げたら、ちょうど電車が御お茶ちやノ水駅のホームに入るところだった。

　池いけ袋ぶくろに住んでるまゆしぃは、いつも秋葉原に出るのに東京メトロ丸ノ内線を使ってるの。この地下鉄はね、池袋から御茶ノ水まで10分ちょっとで来られちゃうんだ。それで、御茶ノ水駅から秋葉原までは歩いて15分くらい。

　アルバイト先のメイクイーン＋ニャン２までは20分かな。

　でも、今日は先にラボによる予定なんだよね。オカリンたち、昨日は徹てつ夜やって言ってたから、差し入れ持って行ってあげないといけないから。

　あ、ラボっていうのはね、わたしの幼なじみの岡おか部べ倫りん太た郎ろう──略してオカリンってまゆしぃたちは呼んでるの──って人が作った未来ガジェット研究所のこと。そこでオカリンは、色々と研究をしてるって言ってるんだけど……。

「まゆしぃには難しすぎてよく分からないのが多いんだよね……」

　でも、オカリンが作ってくれる未来ガジェットっていう道具はどれも面おも白しろいんだ。中にはまゆしぃが名前をつけさせてもらったのもあって、よく遊んでる。

　ラボは今年の三月頃ごろにできたんだけど、まゆしぃはオカリンがいるから、もう四ヶ月の間ずっとラボに通いっぱなしだった。

　アルバイト先をラボの近くに決めたのも、そこから定期券を買うための交通費が下りるからで。最近、まゆしぃの生活はオカリンとラボを中心に回ってたのです。

　そしてそれは、夏休みに入ってからはより一層深いものになっていたのでした。

「あ、おでん缶かん買ってこうっと」

　東京メトロ丸ノ内線を降りて、外そと堀ぼり通りの坂を下ってく。いつもは昌しよう平へい橋の交差点を妻つま恋ごい坂に向かって北に折れるんだけど、今日はちょっと足を伸のばしておでん缶を売ってる自じ動どう販はん売ばい機きへ。

　その途と中ちゆうでコンビニに寄って、雷らいネットソーセージとか飲み物を買ってから、おでん缶を仕入れたのです。

　そしてパーツショップとか、行きつけの牛ぎゆう丼どん屋さんがある通りを抜ぬけてラボへ。その道すがら、公園で猫ねこさんたちが集会をやっているのを見られたのが、とっても幸運でした。それからラボへの階段を上って扉とびらを開け、元気よく挨あい拶さつしたのです。

「トゥットゥルー……、おはよう！」

　ラボの中に入っていくと、徹夜仕事って言ってたとおりラボメンのひとりである橋はし田だ至いたることダルくんが、難しそうな顔でパソコンと首っ引きになってました。

　それでダルくんはとても難しいことをしてるのか、自分のやってることを口に出して確かく認にんしながらお仕事を続けてるの。もう、なんだかよく分からないうわごとみたいになってるけど、それくらい大変なことをしてるんだと思う。

　──まゆしぃもコスとか作ってる時に、自分が何やってるか口に出して確認しながらやってることあるから、あんな風になった時ってどれくらい大変な時かよく分かるのです。

「ん？　まゆりか……」

　そう言って、ラボの奥にあるシャワールームからオカリンが出てくる。シャツを着き替がえて、頭を拭ふきながら出てきたから、シャワー浴びてたんだろうなぁ。……それで、多分ね。この様子だと徹夜でやっててもお仕事上手うまく行ってなかったんだろうな、って思うの。

　だってオカリン、行き詰づまると気分を変えるって言って散歩に出たり、お風ふ呂ろ入ったり、屋上に行って寝っ転がったりするから。

「こんな早くからどうした？」

「二日連続徹夜って聞いたから差し入れ買ってきたよ～♪」

　まゆしぃはそう言って、手にしたコンビニの袋ふくろを広げて見せたのです。

「じゃ～～～ん！」

「おお！　おでん缶かぁ」

　思った通り、オカリンは嬉しそうに袋の中のおでん缶を手に取りました。まゆしぃもオカリンも、おでん缶は大好きなの。

「ありがたい！　また頼たのむぞ。まゆり」

「しょっちゅうおごれるほど、まゆしぃのポケットマネーは多くないのです。雷ネットソーセージも買わなきゃいけないし♪」

　言ってわたしは、買ったばかりの雷ネットソーセージを取り上げて見せたのです。『雷ネット翔しよう』ってアニメのキャラクター商品なんだけど、このアニメに登場する〝う～ぱ〟ってマスコットキャラクターのスペシャルカードがついてくるの。

　まゆしぃはこのう～ぱのことが大好きだから、何を置いても俄が然ぜん買うべしなのです。

「……はは。また、う～ぱか」

「なので、大事に味わって食べて欲しいのです」

　そう言ってから、まだパソコンに向かいっぱなしのダルくんに声をかける。

「ダルくんと紅莉栖ちゃんの分もあるからね～」

　けど、ダルくんは苛いら立だったようにパソコンに唸うなるばかりで、こっちを振ふり向いてもくれない。とっても熱中してるみたい。

「全然、聞こえてないね……」

「少し休めと言ってるんだがな……」

　この後、ダルくんがわたしの言葉に過か剰じよう反応して、オカリンにペットボトルを投げちゃう騒さわぎがあったので、まゆしぃとオカリンの朝ごはんは屋上に待たい避ひしてからになったのでした。

　ごめんね、ダルくん。オカリン。
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「でも、のぞき見は悪いことなんだよね？」

　ラボのあるビルの屋上に上がって、オカリンと一いつ緒しよに朝ごはんを食べながら、まゆしぃはこないだから気にかかってたことを聞いてみた。

　オカリンとダルくんがやっている徹夜仕事。

　それは、セなんとかってヨーロッパの研究所にのぞき見ハツキングをかけることだったの。オカリンはその研究所のことを〝機関〟──正確にはその一部らしいんだけど──って呼んで、その悪事を暴あばくんだって言ってのぞき見ハツキングを始めちゃったのです。

　でも、そこはきちんとした研究所だからやっぱりコンピュータでのぞき見ハツキングをするのも大変なんだって。けど、それ以上にまゆしぃが気にしてるのは、いくらそこが悪いことしてるからって、のぞき見ハツキングは犯罪だってこと。

「ＳＥＲＮの陰いん謀ぼうを暴くためだ」

　でもね、オカリンはまゆしぃの心配してる気持ちをよく分かってくれなくて、やっぱり聞いてくれなかった。

「それでも……」

　悪いことしてる相手だからって、悪いことしていいわけじゃないと、まゆしぃは思っちゃうのです。いくらその研究所の人たちが悪い人でも、オカリンが悪いことしたらオカリンが酷ひどい目に遭あうかもしれない。まゆしぃはそれがいやなのに……。

「紅莉栖ちゃんもきっと怒おこってたから、飛び出して行っちゃったんじゃないかなぁ」

　……わたしは、つい数日前に会ったばかりの女の人の名前を出して言ってみた。

　紅莉栖ちゃん……、牧まき瀬せ紅莉栖って言う人。

　綺き麗れいでとっても頭のいい人で、電話レンジのことに興味ができてラボに来たって聞いてた。

　でも、最初は嬉うれしそうにオカリンと話して、楽しそうに電話レンジで実験してたのに……。途中でいきなり飛び出して行っちゃったの。

　せっかく、まゆしぃ以外に新しい女の子のラボのメンバー──ラボメンができたって思ったのになぁ。

「いや、あれはハッキングとは関係なく、助手が勝手にだな……」

　助手。

　それはオカリンが紅莉栖ちゃんのことを呼ぶ時の渾名あだなみたいなんだけど……。

　なんだかね、オカリンが紅莉栖ちゃんのことをそう呼んでるのを聞くと、よくわかんないもやもやがするの。どういうわけか、すっきりしない。

　しかもそれは、紅莉栖ちゃんがそばにいる時よりも、いない今の方がもっともっと強く感じるのです。だからまゆしぃは、おでん缶を突つつきながら言っちゃったの。

「また来てくれるかなぁ、紅莉栖ちゃん……」

　オカリン、多分気づいてないんだ。

　紅莉栖ちゃんがいたあの時。

　オカリンはものすごく嬉しそうで、ワクワクしてて……。なんだかね、ものすごく久しぶりに見るくらい楽しそうだったの。

　もちろんね、今までだってオカリンが嬉しそうにしてる時はあったんだけどぉ、紅莉栖ちゃんと一緒の時の嬉しそうな感じって、それとは少し違ちがってて……。なんだか、ずいぶん昔の子供の頃ころを思い出すような感じだったの。

　そんなオカリンを見てると、まゆしぃはもやもやはするけどやっぱり嬉しい気持ちがあって……。なのに今は、もやもやだけでその嬉しい気持ちがなかったんだ。

　だからね、まゆしぃは女の子のラボメンがまゆしぃ以外にもいるといいなって気持ちだけじゃなくて、オカリンの嬉しそうな感じを見てたい気持ちでも、紅莉栖ちゃんにまた来て欲しかったのです。

　そう思いながらおでん缶を食べてると、まゆしぃの缶の中にオカリンが薩さつ摩ま揚あげを入れて来たの。

「あれ？　何？」

　不思議そうに尋たずねると、オカリンは何だか真面目まじめな顔で言ったのです。

「……薩摩と牛すじを交こう換かんだ」

　オカリン、その交換はちょっと不公平だよ。

「ええっ？　それならうずらがいいな」

「ダメだ。俺は牛すじの次に、うずらが好きなのだ！」

　う～、オカリン。まゆしぃの好み知ってるくせに。

「まゆしぃも、うずら好きだもん」

「なら、ちくわで手を打ってくれ」

　……ちょっとだけ悩なやむ。

　まゆしぃはちくわも嫌きらいじゃないけど……。オカリンが喜んでくれるなら、それもいいかなぁ？

「う～ん、薩摩よりはちくわかなぁ？」

「よし、交こう渉しよう成立だ」

　オカリンはそう言うと、すぐにちくわをまゆしぃのおでん缶の中に入れてくれた。

　ありがとうね、オカリン。

「じゃあ、まゆしぃの牛すじ……あれ？」

　それからまゆしぃも交換するために、おでん缶から牛すじを取ろうとしたんだけど……。あれ、ないよ？

「もう頂いた」

「え～？　いつの間に……」

　オカリン、一体いつ取ったんだろう。さっき、少しだけぼぅっとしちゃった時かな？　不思議に思ってオカリンを見ると、ちょうどさっきの薩摩揚げを口に入れるとこだった。

「なかなか、旨うまかったぞ」

　ちょっとびっくりしたけれど、オカリンが喜んでくれたならいいかなって、まゆしぃは思ったのです。

　──でも、その上で。やっぱりまゆしぃとしては、紅莉栖ちゃんに戻もどってきて欲しいなって思ったのでした。
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　そして……、わたしが思っていた紅莉栖ちゃんに戻ってきて欲しいなって希望は、意外な形で叶かなったのです。

　その日のお昼、まゆしぃがアルバイト先のメイクイーン＋ニャン２でオカリンの探さがしていた古いパソコンの話をしたら、アルバイト仲間のフェリスちゃんがその探し物のことを教えてくれたの。

　それでオカリンがそのパソコンを取りに行ったら、途と中ちゆうで紅莉栖ちゃんと会って……。

　なんと、ふたりそろってラボに帰って来たのです！

「ごめんなさいね。また急に来ちゃった」

　多分、オカリンが探してた古いパソコンが入ってるんだろう箱を、オカリンと一緒にラボの中に運び込みながら、紅莉栖ちゃんは言う。

　まゆしぃはそれに首を振って笑え顔がおで応こたえたのです。

「ううん。いつ来てもいいんだよ♪　ラボメンなんだから」

「昨日までは……」

　でもそこで、オカリンが割り込むように言ったの。その割り込み方があんまりにも唐とう突とつだったから、まゆしぃも紅莉栖ちゃんもきょとんとしちゃった。

「二度と来ないと言っていたのだがな。……現金な奴やつだ」

「別に来たくて来たわけじゃない！　あんたが手伝えっていうからでしょ？」

　オカリンの言葉に、紅莉栖ちゃんは怒おこりながら言う。事情は分からないけど、また嫌いやだって言われたらどうしようって気持ちがわたしの中にあったの。

「え～っ!?　紅莉栖ちゃん、やっぱり来たくないの？」

　そのことが哀かなしくて、自然に涙なみだがにじんじゃった。そしたらね、紅莉栖ちゃん。なんだかすごく動どう揺ようしちゃって……。

「えっ？　あ……。いや、そうじゃないの。ここが嫌ってことじゃなくて……」

　それで分かっちゃったの。

　あ、紅莉栖ちゃん。今のって怒ってるけど、怒ってるんじゃないんだ。

　オカリンのこと、怒ってはいるんだけど……それは嫌いやってことじゃなくて、どっちかって言うと怒りながら仲良くしてる。そんな感じがしたの。

　わたしが紅莉栖ちゃんといるとオカリンが嬉しそうにしてるって思ったのと同じに、紅莉栖ちゃんの方もオカリンといるとなんだかとっても肩かたの力が抜ぬけてるなって、そう思ったのです。

　……そしてこの後。

　オカリンとダルくんは、持ってきたパソコンをどう直すかってお話を始めたの。

　このパソコンを使えば、今朝も言ってたセ何とかって研究所をのぞき見ハツキングできるってオカリンは言うのです。でも、ダルくんはこのままじゃ使えないから、色々と部品を買って来てって話してた。

「ネット環かん境きようがない時代のものだから、つないでどうこう出来るもんでもないし……。とりあえずこれだけパーツが必要」

「だそうだ。頼たのんだぞ、助手」

　ダルくんが渡わたしたメモを、オカリンはそのまま紅莉栖ちゃんに渡そうとする。

「……当然のような顔で言うのやめて欲しいんだが？」

「助手だろ？」

「ち、が、う！」

　ふたりはまた、怒ってるようなそうでないような会話をする。

　そうするとね、やっぱりなんとな～くもやもやするんだけど……。それは今朝も思ったように、ふたりが一緒にいない時に比べれば小さいものだったのです。

　……やっぱりね、まゆしぃはふたりが揃そろってる方がいいかなって思うのです。

　まだ、こうしてふたり一緒のところを見るのは二度目なんだけど、もうすっかり息がぴったり合ってる感じで、なんだか嬉しい気持ちになったの。
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「オカリン行ってよ。牧瀬氏、アキバ詳くわしくないだろうし」

「くっ……。仕方がない、まゆり行くぞ！」

　結局、ダルくんが言い合ってるふたりを遮さえぎるようにオカリンに話したことで、オカリンも気持ちを切り替かえたみたい。まゆしぃと一いつ緒しよにお買い物に出たかったみたいだけど、わたしにはそうも行かない事情があったのです。

「まゆしぃは紅莉栖ちゃんにラボを好きになってもらうよう……、一いつ生しよう懸けん命めい案内するのでお留守番しています」

　そう言うとね、なんだかオカリンがすごくショックを受けたような顔をしたの。それで、紅莉栖ちゃんの方に向かって訴うつたえ始めたのです。

「クリスティーナ！　貴様……、まさかまゆりもその色いろ香かに……」

「かけとらんわ！」

「牧瀬氏がまゆ氏を……、百合ゆり展開、キタ？」

「想像するな！　ＨＥＮＴＡＩッッ!!」

　オカリンと紅莉栖ちゃんのやりとりに、ダルくんまで混ざってすごく楽しそうな雰ふん囲い気きだった。思わずまゆしぃも便乗して言いたくなっちゃうくらい、もうみんな仲良しな感じがしたのです。

「女の子同士っていいよね～♪」

「そっ……、それより早く案内して」

　笑ってお返事を返してくれた紅莉栖ちゃんに、わたしは笑顔で応えた。それから、順番にラボのことを紹しよう介かいしようと、最初に奥の方にあるカーテン──シャワールームとの仕切りに使われてるカーテンに手をかけたの。

「じゃあ、まず奥のシャワールームから紹介しま～す♪」

「え？　シャワーもあるんだ」

　紅莉栖ちゃんはとっても意外だったみたいで、覗のぞき込むようにシャワールームを眺ながめてる。わたしはそこに、追加するみたいに説明したの。

「うん。でも、お湯ずっと出してるとたまにお水になっちゃうから注意してね」

　するとね、なんだか紅莉栖ちゃんが焦あせったように尋ねてきたのです。

「ねえ、もしかしてまゆりさんも使ったりするの？」

「うん、たまに」

　そう答えるわたしに、紅莉栖ちゃんは真しん剣けんな眼まな差ざしで言うの。

「お願い。二度とここではシャワーは浴びないって約束して。あまりに危険よ！」

　台詞せりふの後半から、紅莉栖ちゃんはオカリンの方を見てた。そのせいで、オカリンが抗こう議ぎするように声を上げたの。

「こっちを見るな！」

　でもね、オカリンの声を受けても、紅莉栖ちゃんの勢いは止まらなかったのです。

「自殺行こう為いよっていうか、そもそもなぜあなたはここにいるの？　何か脅きよう迫はくされて無む理り矢や理りメンバーにさせられてるんじゃないの？」

　う～ん、どう言おうかな？

　紅莉栖ちゃんにそう言われて、まゆしぃは少し首を傾かしげてしまったのです。

　だって、紅莉栖ちゃんが何を心配してるのか、分からないわけじゃないんだけども……。それって、本当に心配しなくてもいいことで。

　まゆしぃはオカリンもダル君もそんなことしないって分かってるし、それにオカリンとは子供の頃ころなんか普ふ通つうに一緒にお風ふ呂ろ入ってたくらい、兄妹きようだいみたいに育った幼なじみだから、何の心配も要いらないんだけどなぁ……。

　でも、そういうことをぜぇ～んぶひっくるめて、なんて言えばいいのか、少しだけまゆしぃは困ってしまったのです。

　だから、一番端たん的てきで──一番まゆしぃにとっては大切なことを言ったの。

「まゆしぃは、オカリンの人ひと質じちなので」

　笑顔でそう言ったまゆしぃの前で、紅莉栖ちゃんがなんか止まってた。あれ？　もしかしてよく分かってもらえなかったのかな……。

　じゃあ、どういったらいいのかな？

　そう考えてると、紅莉栖ちゃんは息を吞のんで携けい帯たいを取りだしたの。

「警察に電話した方が良さそうね」

「待て」

　携帯を操作する紅莉栖ちゃんに、オカリンは声をかけるけれど、紅莉栖ちゃんは構わずに電話をかけようとしてた。

「今、人質って言ったでしょう!?　動かぬ証しよう拠こ！」

　ちょっと、誤解されちゃったかな。

　まゆしぃはもう少し補ほ足そくすることにして、にこにことしながら紅莉栖ちゃんに言ったのです。

「ちがうよ～。まゆしぃはぁ、自分で人質になったのです」

　小首を傾げて笑顔で言うわたしに、紅莉栖ちゃんは困ったような、戸と惑まどったような顔を向ける。その手はもう止まっていたの。

「へ……。どういうこと？」

　全部が分かってもらえたわけじゃないと思うけれど、多分まゆしぃの言ってることの何分の一かは紅莉栖ちゃんに伝わったんだと思う。




　　　　☆




「ねえ、まゆりさん……」

「まゆりでいいよ～。で、まゆしぃは、紅莉栖ちゃんって呼んでもいいかな？」

　あの後、ラボの案内を一通り終えたところで、紅莉栖ちゃんとわたしは外に買い物に出て来たのでした。まゆしぃはこの後、もう帰っちゃう予定だけど、紅莉栖ちゃんは色々と気になることがあるからラボに戻もどるんだって。

「あ……。う、うん。いいわよ」

　紅莉栖ちゃんはね、まゆりのお願いに恥はずかしがるような感じで応えてくれる。そんな仕草がとっても可愛かわいらしくて、まゆしぃはなんだか嬉うれしい気持ちでいっぱいだったのです。

　あのね、紅莉栖ちゃんってすっごく奥ゆかしいっていうか、大きく表情を変えたりとかはしないんだけど、その分だけ細かい立ち居い振ふる舞まいとか微び妙みような顔色とかの変化が繊せん細さいなの。なんて言うか、たおやかって感じがする。

　多分、ちょっと見だけじゃ気が強いとかそういうキャラ性だけで判断されちゃうんだろうけど、このまゆしぃの目は誤ご魔ま化かせないのです。

「ありがと～、紅莉栖ちゃん♪　それで、何？　他ほかに何か聞きたいことがあるの？」

　そんな紅莉栖ちゃんがまゆしぃに質問してくれたっていうのが、内心ではしゃいじゃうくらい嬉しかったの。

「うん……。その、話しにくいことならいいんだけれど……、あの〝人質〟ってどういう意味なのかなって？」

　あ、そっか。

　うん、やっぱり気になるよね。

「まゆしぃは、人質だから〝ここ〟にいるのです。オカリンから離はなれちゃダメだから」

　けど、まずそこが大事なことだから、まゆしぃは二回言いました。

　それで紅莉栖ちゃんの前でくるんと、ステップを踏ふんで一回転する。

　……そう、まゆしぃは人質なの。それはね、多分紅莉栖ちゃんに分かってもらわないとダメな気がすることなの。

「え、と。だから、ラボにいる理由はさっき……」

　紅莉栖ちゃんはそこまで言うと、ハッとして考え込むように黙だまり込んだ。まゆしぃは思わず、にっこりと笑って紅莉栖ちゃんを見つめてしまったのです。

　少しずつ少しずつ、紅莉栖ちゃんは〝分かり〟始めてるんだと思う。

　やっぱり、紅莉栖ちゃんって頭良いんだね。オカリンとあんなにお話しできるんだもん。まゆしぃには分からない難しいことも紅莉栖ちゃんは分かって、お返事を返せて、オカリンはそれがとっても楽しそうだった。

　そんなオカリンを見てると、さっきも言ったけどなんだかもやもやしてね……。それと同じくらい、なんだか嬉しいの。

　そして、ふと空を見上げるともう日の落ちきった夜空には星が瞬またたいてた。

　まゆしぃはその星をつかめるかなって、右手をゆっくりと空に向かって伸のばす。
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「……まゆり、どうして手を伸ばすの？」

「星にね、届かないかなって……思って」

　もちろん、届かないんだけど……届くような気がして。

「届きそうかしら、星に」

　でもね、本当は届いちゃいけないんだよね。そのことを、きちんとまゆしぃは紅莉栖ちゃんに言うべきだと思う。だから、まゆしぃは手を下ろして紅莉栖ちゃんに言ったの。

「届いちゃ……、ダメなのです。だって、まゆしぃは人質だから、オカリンのそばにいないとダメだから……」

　それで……。

　紅莉栖ちゃんが分かってくれた気がした。

　正確には、言葉としてとか、事実としてとか、そんなんじゃなくて、えーっとニュアンス？　とか、雰囲気とか、そんな部分での話なんだけどね。

　でも、それが分かってもらえてる状態じゃないと、これから話すことも分かってもらえないと思う。だから、まずその言葉にできない部分を少しでも良いから紅莉栖ちゃんに分かってもらう必要があったの。

「あのね……、紅莉栖ちゃん。まゆしぃね、六年前におばあちゃんが亡なくなったの」




　　　　☆




　わたしとオカリンは、家が隣となり同どう士しで親同士も仲の良い幼なじみだった。

　物心ついた時にはもうオカリンがそばにいて、オカリンがいない毎日なんて想像もできないくらい、いつも一緒だったの。

　でもね、男の子ってやっぱり歳としが行っちゃうと女の子といつも一緒って訳にはいかないんだよね……。ある時ね、オカリンがいきなり遊んでくれなくなったの。

　まゆしぃはその時、小学生だったんだけどなんだか見捨てられちゃった気分になってしまったのです。

　今考えたらね、オカリンも中学生になるし、しょうがないことだったのかもって思う時もあるの。でも、でも……その時はどうしても分かんなくて、寂さびしくて、ずっとおばあちゃんに泣きついてた。

　友達はこういうこと話すとオカリンのこと悪く言っちゃうし、お父さんもお母さんも忙いそがしかったから、まゆしぃにとってはおばあちゃんだけがオカリンのことをすんなりと話せる相手だったのです。

　だからわたし、その内にずっとおばあちゃんだけが全部になっちゃったの。

　それまではオカリンもいて、お父さんもお母さんもいて、友達もいて、それでおばあちゃんだったのに……。いつの間にか、おばあちゃんだけがまゆしぃの全部だった。

　そんな時だったの。

　おばあちゃんが亡くなったのって。

　まゆしぃにとって、世界はおばあちゃんだったから……、おばあちゃんがいなくなるってことはまゆしぃの世界が無くなったってことだったのです。

　それでね、まゆしぃは世界からいなくなってしまいました。

　もっときちんと言うと、まゆしぃは自分が何処どこにいるのか分からなくなったの。だって、その時のまゆしぃはおばあちゃんが全部で、おばあちゃんがいるから世界も自分も分かったのに、それがいなくなっちゃったから何もかも分からなくなっちゃった……。

　多分ね、まゆしぃ以外の人からはわたしがいきなり何も話さなくなって、ただおばあちゃんの形見の時計だけ持って、ぼーっとしてるみたいに見えたんじゃないかな？

　後で聞いたら、毎日欠かさずおばあちゃんのお墓参りしてたってお話だったけれど、まゆしぃ自身はずっとおばあちゃんのことを捜さがしてるか、おばあちゃんとずっと一いつ緒しよにいるか、どっちかって感じだったのです。

　──おかしいよね、おばあちゃんいなくなったのに、「ずっと一緒にいる」って。本当に一緒だったら、おばあちゃんのことを捜したりしないはずなのに。

　それでね……。

　その日もわたしは、おばあちゃんのことを捜しておばあちゃんのお墓に行ってたの。雨が降ってるのに、それも構わずに。

　覚えてるのは、突とつ然ぜんお空が明るくなったこと。

　雨の降る雲でいっぱいの空のはずなのに、その一部分が切り取られたようにして、そこから光が差してきたの。オカリンは、なんて言ったかな。確かエンジェル・ラダーって言ってたかなぁ。天使のはしごって、綺き麗れいだよね。

　それで、その空が明るくなったのを見て──まゆしぃは、「あ、おばあちゃんがいた」って思っちゃったの。

　いなくなったおばあちゃんが迎むかえに来てくれたんだ、って。

　だって、その時のまゆしぃは世界が無かったから。

　今いる世界が無いまゆしぃにとって、それは自分がいていい場所におばあちゃんが連れてってくれるサインみたいに思えたのです。

　だからその時、まゆしぃはおばあちゃんのところに行こうとしたの。

　でもね、そしたらいきなりオカリンの言葉が聞こえたんだ。

「まゆりっ！」

　それまで、まゆしぃの耳には何も聞こえてなかったの。

　それまで、まゆしぃの目には何も見えていなかったの。

　それまで、まゆしぃは世界の全部を感じてなかったの。

　でも、そこにいきなりオカリンが飛び込んできてくれた。

　いなくなったと思ってたオカリンが、戻ってきたの。オカリンは、まゆしぃのことを後ろから抱だきしめて言ったんだ。

「連れてなんて、いかせない……。まゆりは、俺の人ひと質じちだ……。人体実験の生け贄にえなんだ」

　それはね、オカリンがまゆしぃの世界からいなくなる前。

　ふたりが遊んでいたごっこ遊びでオカリンがよく言ってた台詞せりふだった。元は確か、ふたりで一緒によく見たアニメに出てくるマッドサイエンティストの台詞だったと思う。

　そのオカリンの言葉を聞いて、オカリンに抱きしめられて……。

　まゆしぃは思ったのです。

　わたしは……、まゆしぃは世界から──おばあちゃんが全部だった世界から、オカリンに連れ去られたんだ。人質にされたから、あの世界にはいないんだ。

　オカリンの人質だから、〝ここ〟にいるんだ。

「そっかぁ……。まゆしぃはオカリンの人質なんだね……。じゃあ、しょうがないね」

　それが、まゆしぃの理由。

　ラボに、オカリンのそばに、〝ここ〟にいる理由。

　それ以外無い、まゆしぃの全部なのです。




　　　　☆




「だから……、まゆしぃは〝ここ〟にいるのです」

　まゆしぃがそう言って笑うと、紅莉栖ちゃんは唇くちびるに指を当てて納なつ得とくしたような顔をしたの。

「そっか。そうだったのね。あの厨ちゆう二に病びようも……、そういうことなんだ」

「分かってもらえて、よかった」

　呟つぶやく紅莉栖ちゃんに、わたしは一言付け加える。

「だって紅莉栖ちゃん、本当におまわりさん呼ぼうとしたでしょ？　そんなことで呼んだら、おまわりさんだって迷めい惑わくしちゃうよ」

「そっ、それは……。事情が分からなかったからで、事情が分かった以上はそんな軽けい率そつなことしないから。……ありがとう、説明してくれて。まゆり」

　そう言うと、紅莉栖ちゃんも笑ってくれる。

「うん、いいのいいの」

　まゆしぃはちょっと得意げに、胸を張ってみるのでした。

　……けどね、実はまだ言ってないこともあるんだ。

　本当はね、時々思うの。

　人質になったのは、本当はまゆしぃじゃなくてオカリンじゃないかって。

　わたしはオカリンとずっと一緒だった。一緒じゃなくなった時、本当に悲しかった。

　でも、それって今は分かるけれど普ふ通つうのことなんだよね。女の子と男の子が一緒にいるには、色々と越こえなきゃいけないハードルがあるって、今は知ってる。

　ただ、一緒にいたいって思っても。

　家族だって思ってたって。

　やっぱりふたりで一緒にいるためには、たくさんのことを越えなきゃいけない。

　今、まゆしぃがオカリンのいるラボに通うためにメイクイーン＋ニャン２でアルバイトしたり、夜よる遅おそくまでラボにいることをお母さんに許してもらうために学校の勉強を頑がん張ばったりしなきゃいけないみたいに。

　たくさんたくさん、〝この世界〟で生きるために必要なことがあるの。

　昔、まゆしぃの世界はおばあちゃんだけだった。

　オカリンの人質になってから長い間、まゆしぃはオカリンだけいればいいと思ってた。

　まゆしぃの世界は、おばあちゃんからオカリンに変わっただけだったから。

　でもね。

　それって、オカリンの世界がまゆしぃだけになっちゃうってことだよね？　〝だけ〟ってことはなくても、オカリンはまゆしぃを世界の中心にしちゃうってことだよね？

　本当に……、本当にそれでいいの？

　まゆしぃはあの時。

　オカリンの人質になった時、オカリンから世界を取り上げてしまったんじゃないかって、そんな感じが最近してるの。

　もちろん、オカリンにだって友達がたくさんいるのは知ってる。

　親友のダルくんもそうだし、まゆしぃのクラスメイトのるかくんはオカリンの弟で子しになったって言ってた。まゆしぃの友達のフェリスちゃんともとっても仲が良いし、大学とかにも友達いるって聞いてる。

　でも、やっぱりオカリンがまゆしぃのために今のオカリンでいてくれることに変わりはないの。まゆしぃのために、オカリンは〝狂きよう気きのマッドサイエンティスト〟鳳ほう凰おう院いん凶きよう真までいてくれる。

　まゆしぃはそれがとっても嬉うれしいけれど、やっぱりオカリンを縛しばってるんじゃないかって思っちゃうの。本当はオカリンの方こそ、自由に空に羽ばたいて行けたはずなのに、わたしが〝ここ〟に縛りつけたんじゃないかって……。

　あの時、オカリンがまゆしぃを人質にしてくれた時、オカリンの中にいた男の子はいなくなっちゃった。ううん、もっと子供の頃ころ……何も知らずにいた頃のオカリンだって、そう。あの時に、わたしが閉じ込めちゃったんだ。オカリンの中に……。

　でもね、だからだと思うんだ。

　オカリンは、紅莉栖ちゃんといると時々その時のオカリンに戻もどってる気がするの。

　まゆしぃから離はなれて行っちゃったオカリンでもなく、まゆしぃを人質にすることで自分が縛られちゃったオカリンでもなくて、鳳凰院凶真でもあり、岡部倫太郎でもあるオカリンに。

　まだ、たった二回しか会ったことないけれど、こうして一緒にいて。オカリンとも話してる姿を見たら、そう確信しちゃったのです。

　だからね、これはまゆしぃの我が儘ままだけど。紅莉栖ちゃんには、ずっとずぅ～っとオカリンと仲良くして欲しいの。




　　　　☆




　あれから、紅莉栖ちゃんは本格的にラボの一員になって、毎日のようにラボにやってくるようになりました。まゆしぃとしても念願が叶かなって嬉しい限りなのです。

　紅莉栖ちゃんはオカリンと一緒に電話レンジの実験をするのがとっても楽しいみたいで、いっつもどう実験するかでオカリンと話し込んでるの。

　そんなオカリンと紅莉栖ちゃんを見るのは、まゆしぃにとってもものすごく嬉しいことで、ずっとにこにこしながら見てたいくらいなのです。

　けれど、この何日かちょっと気になることが起きてたりもするの。

　それはね、少し前まではふたりを見てるとなんかもやもやしてたんだけど、ここのところはもやもやするって言うより、なんかじれったい気がするんだ。

　特にこないだ、ブラウン管工こう房ぼうのアルバイトをしてるスズさんのために残念パーティーをやったんだけど……、その日から紅莉栖ちゃんの様子が変なの。

　ん～、これはるかちゃんと同じでオカリンのこと好きになっちゃったのかなって思うんだけど……。まだ、まゆしぃにお話してくれる段階までは来てないみたい。

　──この辺はるかちゃんも同じなんだけどね。

　まゆしぃとしては、みんながオカリンのことを好きになってくれるのはとっても嬉しいなって思うんだけど、それと一緒になんて言うのか、しっくり来ない感じもしちゃうのです。オカリンも多分、紅莉栖ちゃんのことを気に入ってると思うんだけどなぁ。

　どうなんだろ？

　そんな感じのところ、まゆしぃはというとただ今絶賛、お荷物運び中なのでした。

　手に持ってるのはついさっき、浅草橋とかで買ってきたばかりのコスプレ衣い装しようの材料。もうすぐ始まる夏の祭典、年の二度の大規模同人誌即そく売ばい会かい『コミマ』でコスプレするための衣装を作る材料なのです。

　今日のまゆしぃは、ラボに泊とまって徹てつ夜やでコス作りをするため、色々と準備をしてきたのでした。ただ……、ちょっと準備に張り切り過ぎちゃったかなぁ。

　両手の荷物がどうしても重くて、よろよろとしちゃうの。

　途と中ちゆうで行きつけの牛ぎゆう丼どん屋さんのお姉さんにも、オカリンに手伝ってもらった方がいいんじゃないのって言われたんだけど、そういうわけにはいかないのです。

　だって、コス作りはまゆしぃにとって大切な使命なの。これは全部、きちんと自分でするって決めたことなんだ。

　それにね……。

　今、ラボにはオカリンと紅莉栖ちゃんがふたりきりのはずだから、せめてまゆしぃが行くまではそのままにしておいてあげたかったの。

「人のものを勝手に食べておいて……!?　大体、それ！　私のスプーンでしょ。勝手に使わないでよ!!」

「貴様も、ラボのフォークを勝手に使っているではないくぁ！」

　そんなこんなでラボについた時、まゆしぃの耳に聞こえてきたのはふたりのそんな怒ど鳴なり声でした。

　うん、ふたりとも順調に仲良くなってるみたい。わたしは嬉しく思いながら、「到とう着ちやく～」と言ってへたり込むようにしながらラボに入っていったの。そんなわたしに先に気づいたのは、紅莉栖ちゃんでした。

「どうしたのこれ？」

　紅莉栖ちゃんは、まゆしぃが手に持ってる大荷物を見て尋たずねたのです。結構、たくさんあるからやっぱりびっくりしたみたい。

「コスの材料と、まゆしぃのお泊まりセットだよ～」

「お泊まり？」

　その反応で、紅莉栖ちゃんがまゆしぃも今日、ラボに泊まるっていうのをオカリンから聞いてないんだなって思った。……オカリン、言いそびれちゃったのかな？

「うん。コミマ用のコスを作るのです」

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの……。ご両親は？」

　紅莉栖ちゃんは心配そうに言う。

「ちゃんと言ってきたよぉ。紅莉栖ちゃんもお泊まりでしょ？　電話レンジの改良で」

　まゆしぃはそれに笑え顔がおで答こたえたのです。内心、紅莉栖ちゃんとオカリンと一いつ緒しよにお泊まりできるのがとても楽しみだったので、それが顔に出ちゃいました。

「ふぇっ？　そうね。そうしようかと思っていたけど……」

　でも、紅莉栖ちゃんはそれまであんまりそこのところをきちんと意識してなかったみたい。む～、これはよくないと思うなぁ。

　オカリンも「多分、泊まりになるんじゃないか？」って適当さんなことを言ってたし、もっとそこのところは考えるべきなのです。

　そんな風に思ってると、紅莉栖ちゃんはさっきまでの言い合いを再開するように、怒おこった口調でオカリンに話しかけたの。

「ただ、ここに泊まると気が滅め入いるのよね。鳳凰院なんとかさんが勝手に人のプリンを食べるから」

　それを皮切りに、ふたりはまゆしぃの前でまた言葉の応おう酬しゆうを交かわし始めたの。

　本当に仲良いんだよね、ふたりとも。こんな短い間にここまで仲良くなるのは、まゆしぃも予想外でびっくりでした。

　これ、もしかしてもうまゆしぃはお邪じや魔ま虫むしなくらい、ふたりとも親密になったってことなのかなぁ？　オカリンの方の様子はまだそこまでじゃない気もするんだけど。

　とりあえず、まゆしぃが「帰った方がいいかなぁ？」とちょっと困って言ったら、ふたりの動きが止まって弁解を始めたので、まだまだなんだろうなぁって思ったのです。
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　それから少しして。

　結局、紅莉栖ちゃんは電話レンジの改良作業のために泊まることに決めて、オカリンは買い出しに出かけたのです。

　それでね、それでね。なんと、まゆしぃは紅莉栖ちゃんと一緒にお風ふ呂ろに入ることになったんだよ。正確にはシャワーなんだけど、紅莉栖ちゃんと裸はだかのおつき合いなのです。

　最初は重い荷物を運んできたのと、ラボにクーラーがないから汗あせでベタベタしたので、まゆしぃがシャワーを浴びたいって言ったの。

　そしたら紅莉栖ちゃんは、また「女の子がここでシャワーを浴びるのは危険だ」って言ってきたんだけど、今日は暑かったし、首筋とかはぴたぴたするし、背に腹は代えられなかったのです。

　悩なやんだ末に、紅莉栖ちゃんも「ふたりで一緒に入っちゃいましょう。その方が早く終わらせられるしね」って言ってくれたから、オカリンが帰ってくるまでの間に済ませちゃおうって、ふたりでシャワーになったの。

「まゆり、狭せまくない？」

「大丈夫なのです」

　しかもね、シャワールームが狭かったからふたりで交こう互ごに洗いっこすることになったんだ♪　まゆしぃは子供の頃にオカリンと一緒のお風呂入った時のことを思い出して、とても上じよう機き嫌げんだったのでした。

　でも、そうしてるとやっぱり思い出すのは紅莉栖ちゃんとオカリンの関係のこと。

　あの分だとオカリンはまだ紅莉栖ちゃんのことをどう思ってるか、自分でも全然気づいてないと思うの。だけど、紅莉栖ちゃんの方は気づいてるんじゃないのかなって、そんな気がしたのです。

　……う～ん、今ならオカリンもいないし、確かめるチャンスかなぁ？

　思わず、ちょっと悪戯いたずら心が湧わいてしまいました。まゆしぃは紅莉栖ちゃんに洗ってもらいながら、尋ねることにしたのです。

「ねえねえ、紅莉栖ちゃん……」

「なぁに？」

　一緒にお風呂に入って、紅莉栖ちゃんも上機嫌だったんだと思うの。その声が少し弾はずんでるような気がしたのです。

「あのね、紅莉栖ちゃんはオカリンのこと……」

　そこまで言ったところで、いきなりシャワールームの入り口がバタンと音を立てて開いたの。まゆしぃも紅莉栖ちゃんも、一いつ瞬しゆん何が起こったのかよく理解できなかったのです。
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「んん？」

　あれ、オカリンだ？

　シャワールームの入り口を開けたのは、他ほかでもないオカリンだったの。何でそんなことしたのかは分からなかったけど、オカリンもなんだかびっくりしたような顔をしてた。それでね、まゆしぃがなんかするよりも早く、紅莉栖ちゃんの方がまず悲鳴を上げたのです。

「許さない！　絶対、許さないからなぁっっっ!!」

　紅莉栖ちゃんはものすごく怒って、オカリンをシャワールームから叩たたき出したの。

　まゆしぃたちふたりも、もう上がるところだったからそのまま身体からだの泡あわを洗い落としてシャワールームを出て、オカリンに文句を言いに行ったのです！

「オカリン……、まゆしぃはとっても悲しいし、恥はずかしいのです」

　オカリンはさすがに自分のやったことがよくないって思ったのか、ぐったりとうなだれてた。

　紅莉栖ちゃんはすごく怒ってるし、まゆしぃもとっても不ふ機き嫌げんだったの。

　見たいなら見たいって、正々堂々言えばいいのに！

　なんで、あんな風に覗のぞこうとするのかなぁ。シャワールームの入り口を開けた時に驚おどろいた顔してたから、もしかしたら本当は覗くつもりじゃなかったのかもしれないけど、それなら声くらいかけて欲しかったのです。

　紅莉栖ちゃんはずぅーっとがみがみ言ってたんだけど、オカリンはあんまりお返事しなかった。さっきからうなだれっぱなしで……。

　あれ、なんか変？

「ちょっと、岡部？」

　紅莉栖ちゃんもそこでオカリンの変な様子に気づいたみたい。

　よく見ると、オカリンはなんだか飛び切り疲つかれた時のような雰ふん囲い気きで、顔色も少し変だったの……。

「オカリン？」

　ソファに座り込むオカリンの前にかがみこんで、その顔を覗き込むようにして言ってみたんだけど、思いっきり疲れてるような感じで言葉も出ないみたいだった。

　この感じは、女の子のシャワーを覗いちゃって、それを反省してるのとは違ちがってたの。もっと精神的にダメージを受けちゃったみたいな……。そんな感じ。

　オカリン……、どうしたんだろう？




　　　　☆




　昨日の騒そう動どうの後。

　オカリンのシャワー覗き見事件は、オカリン自身がものすごくげっそりしてたことと……。何よりもダルくんが戻もどってきて、紅莉栖ちゃんとオカリンとお話を始めちゃったことで、うやむやみたいになっちゃったの。

　わたしももうその時は、オカリンがシャワーを自分の意志で覗こうとしたんじゃなくて、何かの手て違ちがいだったんだろうって思ってた──それにしたって、確かく認にんして欲しかったのです。

　だからどちらかというと、オカリン自身のことの方が心配だったんだけど……。

　ダルくんがお話しした内容は、電話レンジの改良作業にすっごく大きな影えい響きようが出ることだったみたいで、刺し激げきされたオカリンも少し元気が出たみたいになってたの。

　──多分、気分が高ぶって空元気が出てるだけだと思うから本当は休んで欲しいけど……。興奮してる紅莉栖ちゃんと浮うかれるオカリンを前にしたら、まゆしぃには何も言えなくなってしまったのです。

　そうして……、一晩が明けて。

　その間、ダルくんと紅莉栖ちゃん、オカリンは電話レンジの改良作業をずっと続けて、まゆしぃはコミマ用のコスをひたすら作り続けてたのです。

「これをね、持っててくれないかな～？」

「……こうか？」

　もう、８月13日の午後２時になりかけた頃ころ。

　まゆしぃはオカリンに衣い装しようを持ってもらってね、その胸むな元もとにリボンを縫ぬい付ける作業をしていたの。この最後の仕上げが終わったら、コス衣装は全完成の予定だったのです。

「そうそう、そうやってびろ～んって広げたままね」

　言いながら、ちくちくとまゆしぃは糸を縫ってたの。

　そうしながら、オカリンの顔色を確認してたんだけど……、やっぱり疲れたような風ふ情ぜいは昨日から変わらなかった。何かを心配してるんだと思うんだけど、まゆしぃは当然、紅莉栖ちゃんにもダルくんにも、オカリンはその心配事を話してないみたいだったのです。

　こんな風にオカリンが抱かかえ込むのって、昔まゆしぃが人ひと質じちになった時以来のはずだよね？　どうしたんだろう。

　心配なんだけど、ここでまゆしぃが落ち込んだ顔とかしてたら、オカリンは疲れた顔さえできなくなるような気がして、できるだけわたしは明るく笑ってるようにしたのです。

　演技とかじゃなくて、コス衣装ができていくのは楽しかったし、オカリンに手伝ってもらえるのも嬉うれしかった。それに、こんな風に合宿みたいにみんなでラボに泊とまるのは初めてだったのです。

　そんなふうにしてるとね、紅莉栖ちゃんが話しかけてきたの。

「そのリボン、可愛かわいいわね」

　紅莉栖ちゃんはまゆしぃの縫い付けた黄色いリボンを見てそう言う。紅莉栖ちゃんにそう言ってもらえると、とっても嬉しい気分がしました。

「でしょ～？　あ、紅莉栖ちゃんも着てみる？　今度のコミマ、コスまだあるよ？」

「コスプレ、か……」

　呟つぶやく紅莉栖ちゃんに、ダルくんが作業の手を止めずに言ったの。

「もしかして、興味あるん？」

「そ、そんなわけないでしょ!?　こんなの人前で着るなんて……」

　ダルくんに言われて、紅莉栖ちゃんが反応する。でも、その言葉は途と中ちゆうで止まっちゃった。

　……多分、視界にオカリンが入ったからだと思うんだ。だって、まゆしぃもオカリンから目を離はなせなかったから、同じところ見たらすぐ分かるのです。

　紅莉栖ちゃんも、オカリンのこと心配してるんだよ？

　そう、オカリンに言ってあげたいような気がしたんだけど……。それはオカリンのことを追い詰つめるような気もしたの。

　何がオカリンのことをそんな風にさせてるのかは、全然分からなかったけれど。それでもオカリンの方から何も話せない状態で、無理に聞き出そうとするのは良くないって気がしたのです。

「出来た～！」

　だからまゆしぃは、殊こと更さらに元気よく。嬉しそうに。

　ラボのみんなに聞こえるように、コスが完成したことを宣言したのでした。
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　みんなに聞こえるようにまゆしぃは言って、それでオカリンの気持ちが晴れるって思ってたわけじゃないけど……。それでも雰囲気だけは壊こわれなかったかなって、思うの。

　だって、様子を見てたらダルくんもオカリンのことを心配してるみたいだったしね。

　だからね、まゆしぃは得意そうに完成したばかりの衣装を両手で広げて見せたのでした。

「じゃ～ん！　私の勝ちだね～、競争してたんだぁ」

「ああ、やられた」

　そんなやりとりも、オカリンのことを元気づけるためだったんだけど……。それくらいじゃ、オカリンは元気になれないみたいだったの。

「でも。こっちも……」

　紅莉栖ちゃんは笑いながら、ちらりとダルくんを見る。すると、ダルくんは無言で右手の親指を突つき上げてた。

「……もう終わり。これで完成。これが……、タイムリープマシンよ」

　オカリンは、そこでようやくハッとしたような顔になった。その顔は、電話レンジの改良が終わって嬉しいって顔じゃなくて……。なんて言ったらいいんだろう？

　先延ばしにしてた出来事が、ついに来たって感じの顔だったの。

　どうしたんだろう。ずっとオカリンは、タイムマシンとしての機能が強化されるって電話レンジの改良を進めてたのに……。昨日のことといい、何か電話レンジ──あ、今はタイムリープマシンだっけ？──に絡からんで、気がかりなことでもあるのかな。

「こうやって見ると、悪の組織の催さい眠みんメカみたいだお」

　ダルくんは、自分の組み上げたばかりの機械を見てそう言う。見た目は前の電話レンジにパソコン部品がいくつかついて、それにヘッドフォンがついてた。なんだか、全体の印象としては電話レンジに帽ぼう子しをかぶせたみたいに思える。

「う～ん。〝帽子付き電話レンジちゃん〟みたいな感じだねぇ……」

　この後、紅莉栖ちゃんが元の電話レンジとこのタイムリープマシンがどう違うのか説明してくれたんだけど……。

　まゆしぃには難しいことはよく分からなかったのです。

　分かったのは電話レンジがメールしか過去に送れなかったみたいに、タイムリープマシンが記き憶おく……、覚えてることしか送れないってことだけ。

　それだって、今までどう違うのかまゆしぃはきちんと分かってると思えなかったの。

　──だって、メールにだって画像とか音楽とか添てん付ぷして送れるんだから、覚えてることっていうのも添付して送れるんじゃないの？　……っていうのが、まゆりの感想だったのです。

　でも、みんなはとっても深刻な顔をしてた。

　タイムリープマシンは電話レンジと違って、実験するのがとっても大変みたいで、それをどうするかって話してたみたい。まゆしぃはゲルバナ作った時みたいに、バナナを使ったらって言ったんだけど、バナナじゃ実験にならないんだって。

　……オカリンたちは大分長いこと悩なやんでたんだけど、紅莉栖ちゃんに促うながされて、オカリンは言ったの。「実験はしない」って。

「この事は世間に公表する。タイムリープマシンはしかるべき機関に託たくそう」

　オカリンは静かに言う。

　ちょっとそれは意外で……。でも同時に、まゆしぃはやっぱりオカリンが昨日から悩んでたのはこのタイムリープマシンに関係することだったんだなって、そう思った。

　みんなが深刻になってたことから、まゆしぃだってこの機械が危ないものだってことは分かるの。もしかしたらオカリンは、まだ機械が完成する前の昨日の時点で、もうその危なさを理解しちゃってたのかもしれない。

　そう、完成する前の機械の危なさなんていえもしないと思うし、昨日のシャワールームを覗き見た件も何か理由とか、勘かん違ちがいがあったのかもしれないって気がしたの。

　そして、ダルくんも紅莉栖ちゃんも。

　オカリンが言う、タイムリープマシンの実験はしないっていうのに賛成してた。もちろん、まゆしぃもそう。だって、こんな風にオカリンが大変なことになっちゃう機械なんなら、それを使うのは危なすぎるって思うの。

　誰だれがこの機械を使うにしても、まゆしぃはそれをさせたくなかったのです。

　だから、まゆしぃはオカリンの手を取って、笑え顔がおで言ったの。

「まゆしぃは、大賛成です」

　できるかぎりの、とびっきりの笑顔で。オカリンを元気づけたかったから。

　オカリンの判断は正しいよって、言ってあげたかったから。

　まゆしぃは一番の笑顔で賛成したの。

　そしたらね、ようやく……オカリンも微笑ほほえんでくれたのです。その顔を見た時、まゆしぃは本当に嬉しかったの。こんなにオカリンのことを心配したのは、多分初めてって言えるくらい心配だったから。

　でも、その上で昨日はみんな徹てつ夜やだったんだし、特にダルくんも紅莉栖ちゃんも頑がん張ばったんだからご褒ほう美びはなきゃいけないと思ったのです。もちろん、オカリンに元気になってもらうためにも。

　だから、まゆしぃは言ったの。

「あ、でもね、オカリン……。せっかく、作ったんだし、お祝いはしよ？」

「お祝い？」

　オカリンはまゆしぃの方を見て、不思議そうに返す。多分、そんなこと考えもしてなかったんだろうなって顔だったの。

「あ、それいい。結局、ほとんど完かん徹てつだったし、パーッとやるのがいいと思うお」

「私も賛成するわ。……それぐらいは、いいでしょ？」

　ダルくんと紅莉栖ちゃんは、いち早く反応して賛成の声を上げてくれる。多分、ふたりとも全部じゃなくてもまゆしぃの考えてることが分かったんだと思う。

　オカリンは、ひとしきり悩んだ末に口を開いた。

「そうだな……、そうしよう」




　　　　☆




　タイムリープマシン完成打ち上げ──オカリンは、開発評議会って言ってた──を開くことが決まって、まゆしぃは他ほかのラボメンを呼びに行くことにしたの。

　最初はね、るかちゃんとフェリスちゃんを呼びに行ったんだけど、ふたりとも用事があって来られなくて……。結局、呼べたのはアルバイトが終わったスズさんだけだったの。

「ただいまットゥル～♪」

　そう言いながらラボに入ってくと、オカリンとダルくんは談話室のテーブルについてて……。何故なぜかこっちを見て〝助かった〟って感じの顔をしてたのです。

「まゆり！　おお、良かった。すぐにキッチンへ……」

　そんなオカリンの言葉を遮さえぎるように、まゆしぃの後ろからスズさんが顔を出して挨あい拶さつする。

「ちぃーっすぅ！　なになに、なんかいい匂においするけど……？」

　スズさんの言うとおり、ラボの中にはピザのおいしそうな匂いがしてたのです。

「あ、もうピザ届いていたんだぁ。まゆしぃも唐から揚あげ……」

　あれ？

　そこまで言ったところで、まゆしぃのそばにいるスズさんが変な顔をしてることに気づいたの。まるで睨にらみつけるようにして……、何処どこかを見つめてる。

　ううん、睨んでるだけじゃなくて。

　ものすごく殺気だった気配をしてたの。

　見ると、スズさんの視線の先にいたのは紅莉栖ちゃんで……。まゆしぃはどうしてスズさんがそんな風に紅莉栖ちゃんのことを見てるのか、全然分からなかったのです。

「なんで牧瀬紅莉栖がいるわけ？」

　そういうスズさんの口調は、いつもの優やさしいスズさんのそれとは全然違ちがっていて。

　まるでゲームに出てくる氷から削けずりだした魔ま法ほうの剣けんみたいだった。ちょっと触さわっただけで、すぐに凍こおりついてしまいそうな……鋭するどくて冷たい剣。

　そんなスズさんに対して、紅莉栖ちゃんも警けい戒かい心しんでいっぱいの眼まな差ざしを向けてた。足は片足を曲げて、いつでも走ったり体勢を変えられそうな体育の時に教わったような姿勢をしてたのです。

「ここのラボメンだからだけど……。むしろ、あなたこそ、何でここに？」

「……ラボメンだからだよ」

　ふたりの間の雰ふん囲い気きは、ものすごく険悪で……いつ喧けん嘩かが始まってもおかしくないくらいだったの。まゆしぃはふたりに喧嘩して欲しくなかったから、聞いたのです。

「紅莉栖ちゃん、スズさんと何かあったの？」

　そう尋たずねると、紅莉栖ちゃんは眉み間けんに皺しわを寄せて目を伏ふせる。その仕草は、スズさんのことを見たくもないって言ってるみたいだった。

「……別に。ただ、この人が変な言いがかりをつけてくるだけ。私がＳＥＲＮのスパイだとか……」

　そこまで言ったところで、スズさんが刺とげ々とげしい口調で割り込んだの。

「言いがかりじゃない！　事実だよ」

　まゆしぃはふたりを交こう互ごに見るんだけど、なんだかお互たがいの言葉をやりとりするたびにどんどんその表情は剣けん吞のんになって行って、爆ばく発はつするのも時間の問題みたいに思えたのです。

「何、その自信満々の態度？　証しよう拠こはあるの？」

「……証拠はない。でも、そうなる」

　もうここまで来ちゃうと、ふたりは喧嘩に突とつ入にゆうしたも同然だった。視線も交かわす言葉も全部怖こわくて、途と中ちゆうでオカリンやダル君も止めようとするんだけれど、全然聞いてくれなかった。

　どうしようかと思ったのだけど……。

　まゆしぃは、紅莉栖ちゃんのことが好きで。

　それから、そんなにお話ししてないけどスズさんのことも嫌きらいじゃなくて。

　だからそんなふたりが喧嘩してるのが、とっても嫌いやだったのです。

　だから……、だから……。

「あの！」

　まゆしぃは怖かったけれど、喧嘩してるふたりに勇気を持って声をかけたの。

　するとふたりは、注意をこちらに向けてくれたのです。

「まゆしぃはね、喧嘩は嫌いなのです」

　そう言うと、紅莉栖ちゃんとスズさんはさっきまでの険悪な雰囲気から、ハッとしたような表情になったの。

「まゆり……」

「あたしだって、別に好きな訳じゃ……」

　紅莉栖ちゃんも、スズさんも、居い心地ごこちが悪そうな顔をしながら言葉を返す。

　ふたりともまゆしぃはいい人だと思うの。だから、喧嘩して欲しくない。そんな想おもいを込めて、にっこりと笑ってまゆしぃは言ったのです。

「……みんなでいる時は、仲良くした方が楽しいと思うよ」




　　　　☆




　まゆしぃの言った言葉を、紅莉栖ちゃんもスズさんも聞いてくれて。

　あの後は打ち上げも滞とどこおりなく進んだの。それで、そろそろデザートのケーキ食べよっかって時に、オカリンが言い出したのです。

「この世は弱肉強食！　勝利を得ずして祝いのケーキを食せるとは思うな!!」

　オカリンはケーキを賭かけてのゲーム大会を宣言して、雷らいネット・アクセスバトラーズを持ち出してきたの。まゆしぃも大好きなゲームだけど、それでケーキが食べられなくなるのはやだなぁって思いつつ……。

　結局、最後は一番ゲームに慣れてないスズさんと、運悪く連敗したオカリンの対戦になったのです。スズさんとオカリンの戦いは、どっちかって言ったらやっぱり慣れてるオカリンの方が有利で、スズさんは段々押され始めてたの。

「そっちの隅すみっこに並んでる奴やつ、間ま違ちがいなくリンクカードだから」

　そこに突とつ然ぜん、横合いから紅莉栖ちゃんがスズさんにアドバイスするように口を挟はさんだのです。びっくりする周りの人の様子をよそに、紅莉栖ちゃんは食べ終わった人のケーキのお皿を流しに運びながら続けたの。

「岡部の性格から考えたら、絶対そうだから取ってみなさい」

　スズさんは紅莉栖ちゃんから助け船を出されて驚おどろいてたけど、半信半疑の状態でおそるおそる言われたカードに手を出した。

「あ、本当だぁ！」

　スズさんがめくったカードを見て、まゆしぃは声を上げちゃった。紅莉栖ちゃんのアドバイスは当たってたの。それを見て、オカリンは悲鳴を上げるみたいに吠ほえる。

「助手よっ、貴様、助手のくせに裏切るというのかっ！」

「助手助手言うな！　あんたのその、偉えらそうな口が気に入らないのよ」

　にべもなく紅莉栖ちゃんは言うと、ケーキを食べたお皿を洗うための準備を始めたの。その背中に、スズさんは素す直なおになりきれない顔で声をかけてた。

「礼は言わないよ……」

　ほんの少しだけ仲良くなったかな？

　そんなふたりの様子を見て、まゆしぃは立ち上がって台所の方へ行ったの。

「まゆしぃも手伝います」

「じゃあ、まゆりはみんなの分のお茶、用意してくれる？」

「うん」

　まゆしぃはうなずいて、台所の紅莉栖ちゃんのそばに立つ。それから紅莉栖ちゃんに、小声で話しかけたのです。

「ありがと、紅莉栖ちゃん」

「何が？」

　お皿洗いのために、紅莉栖ちゃんは袖そでをまくりながら尋ねる。

「スズさんと仲良くなって、まゆしぃは嬉うれしいです」

「別に仲良くなった訳じゃないけど、確かにまゆりの言う通りだなぁって。……みんなでいる時は、仲良くした方が楽しいよね」

　紅莉栖ちゃんは、何かを思い出すような感じで話し始めたの。何かあんまり楽しくない思い出があるみたいな感じで。何だか紅莉栖ちゃんは少しだけ悲しげだった。

「岡部とも、さっき話してたの。このラボのこと、一番冷静に見ていたのは、まゆりだったのかもって……」

「えっ？」

　紅莉栖ちゃん、そんなことオカリンと話してたんだ……。

「なんか、その時だけ、あの岡部が神しん妙みような顔しててさ……。ちょっと気味が悪かったぐらい」

　くすりと紅莉栖ちゃんがちょっと意地悪に笑う。

「ええ～、オカリンが可哀かわい想そうだよぅ」

　まゆしぃが言っても、紅莉栖ちゃんはおかしそうに笑うだけだった。

「ごめん……、ちょっとね」

　よっぽどその時のオカリンの様子が面おも白しろかったみたいで、紅莉栖ちゃんは思い出し笑いするばかりだったのです。

「おのれぇぇぇぇぇぇ！」

　その時、不意にラボの中にオカリンの叫さけび声が聞こえたの。

「バイト戦士よ！　己おのが能力で勝ったのではない。うぬぼれるなよっ！」

　振ふり返ると、どうやらゲームの決着がついたみたいで、スズさんが最後のケーキをおいしそうに食べてたのです。

「ああ！　本当おいしいね、これ」

　スズさんにそう言われて、オカリンはちょっと不ふ機き嫌げんそうな顔になったの。

「くっ！　二回戦に向けて作戦を練ってくる。せいぜい今の内に、味わっておくがいい。人生最後のデザートをなっ！」

　そう言いきって、オカリンはラボの外に出て行っちゃった。階段を上る音が聞こえたから、多分屋上に上がったんだと思う。

「ちょっと見てきたら？　こっちは、私がやっとくから……」

　そこで、紅莉栖ちゃんが促うながすようにまゆしぃに言ってくれた。

「うん♪」

　まゆしぃはお礼を言うように紅莉栖ちゃんにうなずくと、入り口にあったサイリウム・セーバーを懐かい中ちゆう電灯代わりに持ってから、オカリンを追って屋上に向かったのでした。




　　　　☆




　まゆしぃはさっき持ってきたサイリウム・セーバーを点灯させると、足あし下もとに気をつけて屋上に出たの。すると、オカリンが物干し台のところでうつむいてたたずんでいる姿が見えた。

　──ちなみにサイリウム・セーバーっていうのは、未来ガジェットのひとつでその６号機にあたるものなの。先っぽに血ち糊のりが入ってるプラスチックの棒なんだけど、この棒の部分が光るようになってて某ぼうＳＦ映画のセーバーによく似てるのです。

「オ～カ～リンっ！」

「うおっ、なんだっ？」

　ちょっとホラー映画っぽく、低い調子で声をかけてみる。ちょうど、サイリウム・セーバーの光が下から顔に当たってたはずだから、そのせいもあってオカリンはびっくりしてくれたみたい。

「懐中電灯見あたらなかったから……」

「サイリウム・セーバーは立派な未来ガジェット６号機。電灯がわりに使うな」

　オカリンは体勢を入れ替かえながら言う。それにまゆしぃは、軽くセーバーを振って光の具合を確かめながら応こたえた。

「ええ～、明るいのに～」

　結局、まゆしぃはセーバーを屋上の手すりのそばに立てかけて、オカリンのそばに行った。ふたりで並んで、軽く鼻歌を歌いながら月を見つめる。

「楽しそうだな？」

　オカリンが、不意に言う。それにまゆしぃは、嬉しそうに答えたの。

「うん、楽しいよ。ピザもおいしかったし、スズさんと紅莉栖ちゃんも楽しそうだし……」

「……俺は楽しくない」

　そこでオカリンは憮ぶ然ぜんとして言ったの。多分、さっきのゲームに負けた時のことを思い出してたんじゃないかな。だって、ふたりが少しでも仲良くなれたのって、オカリンが負けてくれたお陰かげだもんね。

「……」

　オカリンはそのまま、また黙だまり込んでしまう。ふたりとも言葉は無かったけれど、まゆしぃはふたりで並んで月を見ていられる、この時間が大好きだったの。

　多分、この時間は長く続かない。

　もしかすると、こんな風にして過ごせる時間はもうあまりないのかも知れない。

　だって多分、オカリンとまゆしぃだけの時間は過ぎ去ろうとしているから。

　後、少ししたらふたりの時間じゃなくて、オカリンと他ほかの人の時間とか、みんなで一いつ緒しよの時間とかがどんどん増えて行くはずだから。

　それは間違いなく、紅莉栖ちゃんがラボにやって来てから変わり始めた要素だったのです。

　ちょっと前までは、本当にラボはふたりきりだった。

　けど、ゴールデンウィークに入ってダルくんが加入して。先月末に紅莉栖ちゃんが入ってからは怒ど濤とうのように、萌もえ郁かさん、るかちゃんとフェリスちゃん、スズさんといきなり八人にまで増えちゃった。

　こんなこと、つい一ヶ月前には考えられないことだったはず。いきなりラボメンが増えたのは、嬉しいことではあるんだけど不自由もなかったわけじゃないの。

「ねえ、ラボメンたくさんになったでしょ？　だからね、最近色々足りないなぁって……」

「色々って？」

　まゆしぃがオカリンの顔を覗のぞき込むようにして言った言葉に、オカリンは伸のびをしながら返す。わたしはそれに、心の中で足りないものを指折り数えながら答えたのです。

「……えっと、椅い子すでしょ？　それから食器も足りないし」

「もう少し待て。タイムリープマシンを公表すれば、何らかの形で謝礼は入るだろう。それですべて解決だ」

　オカリンはゆったりとした調子で言ってくれた。その口調からも、オカリンが昨日や昼間のような状態から解放されたことは間違いないと思うの。それが、まゆしぃは重ねて嬉しかったのです。

「本当!?　椅子と食器買える？」

「ああ、買える。……買ってもなお余る、と言ったら？」

　オカリンは横目でまゆしぃを見ながら言う。

「じゃあ電子レンジも。唐から揚あげあっためられなくて困ってるんだ～」

「うむ、検討しよう」

　のんびりとした、穏おだやかな時間。

　それを他愛たわいの無い会話とか、無言のやりとりとかで過ごす。

　それはね、多分とっても贅ぜい沢たくな時間なんだと思う。

「なんだか、不思議だねえ……。春の頃ころは、オカリンとっても寂さびしそうだったのに……。ラボはいつも静かで、オカリンのパソコンの音しか聞こえなくて……」

　思い出すのは、し～んと静まりかえったラボ。

　大たい抵てい、やって来るのはまゆしぃの方が早くて、次にオカリンがやって来てただずっとパソコンに向かってるだけ。

　まゆしぃは特にお話とかしなくても、コス作ったり刺し繡しゆうしてるだけで楽しかった。

　最初はそれでも良いと思ってたんだけど、ダルくんが来たらいきなり雰ふん囲い気きが変わったのを覚えてる。まゆしぃはただ、オカリンとの時間を共有できれば良いと思ってたけれど、オカリンはそうじゃなかったんだってことを──子供の時のことを思い出したの。

「それが今では、ダルくんでしょ、紅莉栖ちゃんでしょ、るかちゃんでしょ、スズさん、萌郁さん、フェリスちゃん、ブラウン店長さん、綯なえちゃん……」

　さっきも心の中で思い浮うかべたラボメンのみんなと、それに加えて一階のブラウン管工こう房ぼうの店長さんとその娘むすめの綯ちゃんのことも数えていく。

「……まゆり？」

　そうやって、まゆしぃと──ううん、オカリンが関かかわった人々の名前を挙げていくと、オカリンがまゆしぃの方を向いてわたしの名前を呼んだ。

　それで。

　……それで、ようやくまゆしぃはずっとずっと言おうと思ってて。

　ずっとずっと、言えなかった言葉をようやく言う勇気が出たの。

「もう、大だい丈じよう夫ぶだね。まゆしぃが人ひと質じちじゃなくても……」

　わたしと、オカリンは月の下で見つめ合う。

　オカリンの瞳ひとみが、かすかも震ふるえることなくまゆしぃを捉とらえていた。

　これは決別じゃない。お別れする気なんて、全然まゆしぃはない。でもね、もうまゆしぃはオカリンを縛しばりつけてたくないの。

　オカリンの人質になることで、まゆしぃがオカリンの重荷になって、オカリンが自由に羽ばたけないなんていうのは嫌いやなの。

　まゆしぃは、オカリンのそばに居続けるなら一緒に飛べる人でありたいのです。

　もちろん、もしかしたらまゆしぃとオカリンは人質としての関係なしじゃダメなのかもしれない。……けどね、たとえそうでもまゆしぃは一回、オカリンにオカリンを返したかったの。もう一度、まゆしぃがオカリンの人質になった日からやり直すために。

　胸を張って、それでもオカリンと一緒にいられる自分でいるために。

　そうやってふたりで見つめ合っているところに、いきなり屋上の扉とびらが開く音がした。振り返ると、なんだか焦あせったような感じでダルくんが立ってたの。

「オカリン、まゆ氏！　大変、電車止まってる」

　それは、爆ばく弾だんテロの予告のせいで東京中の電車が止まってるってニュースでした。




　　　　☆




　慌あわててオカリンやダルくんと一緒にラボに降りると、テレビのニュースは爆弾テロ予告の話で持ちきりだったの。

　分かっているだけでも、秋葉原近きん隣りんの電車は全部止まってて。

　それ以外でも色んなところに影えい響きようが出てるみたいだったのです。ニュースを見て、スズさんは慌てたように帰って行って、残ったラボメン四人でどうしようかって話になってたの。

「まゆ氏は、どうするん。タクシーで帰る？」

　ダルくんがそう言ってくれたけれど、さすがにここから池いけ袋ぶくろのおうちに帰るのに必要なタクシー代は厳しかったのです。

「う～ん、タクシーはお金がないです」

　お財さい布ふの中にそれくらいのお金がないわけじゃなかったけれど、そうしたら二日後のコミマでの活動費が減っちゃうから、ここでタクシーは使いたくなかったの。

　ダルくんはもうラボに泊とまる気で、紅莉栖ちゃんはホテルが近くだから問題ないけれど、まゆしぃは今日は帰るって言ってきたから、ちょっと門限が気になってたのです。

「う～ん、あれ？」

　悩なやみながら、自分の時計を確かく認にんしようと思っておばあちゃんの形見の懐中時計を取り出したところで、まゆしぃはおかしなことに気づいたのです。

　時計の針が全然、動いてなかったの。

「まゆしぃのカイチュー、止まっちゃってる？　おかしいな。さっきネジ巻いたばかりなのに……」

　どうしたんだろう、壊こわれちゃったのかな？

　そう思って時計の駆く動どう音を聞こうと思って耳に当てたその時、いきなりラボのドアがすごい音を立てて開いた。突とつ然ぜん、マスクをかぶった男の人たちがラボの中になだれ込んでくる。

　あ、あれ……、もしかして銃じゆう？

　足下にはいつ落ちたのか、砕くだけた砂時計が転がっていて……。ラボ中の空気は一いつ瞬しゆんで凍こおりついてたの。

「なに……、これ……」

　紅莉栖ちゃんが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいて、男の人のひとりがいきなりテレビをたたき割った。それに驚おどろいて紅莉栖ちゃんが悲鳴を上げる。

「動くな。全員、両手を上げろ！」

　テレビをたたき割った人が、銃じゆう口こうをまゆしぃたちに向けて言う。わたしたちは突然のことでパニックに近かったけれど、恐きよう怖ふでのろのろとそれに従ったのです。

　……そういえば、さっきニュースで爆弾テロの予告ってしてたのよね!?　じゃ、この人たちがテロリストなの？

　怖こわくて……、怖くて……。

　どうしたらいいのか、全然まゆしぃは分からなかったの。

　一体全体、何が起こっているのかすら怖くて頭が動かなくて。お願いだから、みんなに酷ひどいことしないでって、それだけを口にも出せずに考えるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　そこに……もうひとりラボに入ってくる人ひと影かげがあったの。

　黒いぴっちりとしたライダースーツ。

　手にはやっぱり銃を持った……女の人。

　まゆしぃは、見覚えのあるその人の姿に……呆然と呟くしかできなかったの。

「萌郁さん……」

　ラボメンナンバー００５。オカリンが閃光のシヤイニング指圧師・フインガーって呼んでる、ラボメンで一番年上の大人の女性。

　今日のタイムリープマシン完成打ち上げに呼んだけれど、連れん絡らくがつかなかった唯一の人。……桐生きりゆう萌郁さん。

　その萌郁さんが、何故なぜかテロリストみたいな男たちを率いるようにして、ラボに入ってきた。

「桐生、萌郁……」

　オカリンも、信じられないものを見るように萌郁さんを見つめている。それに対して萌郁さんは、冷たい声で言ったの。

「タイムマシンは、ＳＥＲＮが回収する」

「ＳＥＲＮ……！　どういうこと？」

　紅莉栖ちゃんがそれに問いを返すけど、萌郁さんは答えずにただ銃口を上げただけだった。みんな、恐怖にひるんでしまう。

「……牧瀬紅莉栖。……岡部倫太郎。……橋田至。三名は一いつ緒しよに来てもらう」

　その萌郁さんの言葉に、オカリンは怯おびえながら尋たずねた。

「ま、まゆりは……？」

　それは、他ほかでもないまゆしぃのことで。

　だけどまゆしぃは、もう怖くて、恐おそろしくて……。ただ、混乱してたの。

　何が起きてるのか、実はもう全然分からなくて。

　ただね、オカリンや紅莉栖ちゃんやダルくんに酷いことしないでって。それしか考えられなかった。だから、次に萌郁さんが言った言葉も。

　耳に聞こえてたけど、その意味はよく分からなかった。

「椎名まゆりは……、必要ない……」

　萌郁さんが、手にした銃の向きをすっとずらす。……まゆしぃに向かって。

　まゆしぃは……、その動いてきた銃口と萌郁さんの顔だけを見つめてた。萌郁さんは何かを呟いてたみたいだけど、その時にはもう何を言ってるか分からなくて……。もしかしたら、とても小声だったのかもしれない。

　そして、とても大きな音がしたような気が……、した……。




　　　　☆




「あ……あ……、まゆり……。まゆりっ！　まゆり…!!」

　何処どこか遠くで、そんな風にオカリンが呟く声が聞こえた気がした。

　すべては闇やみの中で、嘆なげくようなオカリンの声だけが響ひびく。

　……これ、夢なのかな？

　最近、見る変な夢の一種なのかと思いながら、まゆしぃの身体からだは動かない。夢だから当然なような気もするし、夢だから不自然なような気もしたの。

「なんだよ、これぇぇっっっっ……!?」

　慟どう哭こく。

　小説とかでしか見たことのない表現だけど、この時に聞こえたオカリンの声は……そんな感じの声だった。

「岡部ぇぇぇ、離はなれてッッ！　岡部も殺されちゃう!!」

　紅莉栖ちゃんの声も聞こえる。紅莉栖ちゃんも必死になって叫さけんでるみたいだった。でも、オカリンはそんな言葉も聞こえてないみたいで。

「許さない！　俺が、あいつを!!」

　オカリンは、とっても怒おこってた。

　ううん、怒ってるどころじゃなくて……憎にくんでるって言ってもいいくらい、その声は震えてた。まゆしぃはオカリンにそんな声出して欲しくなかったけど……、身体も動かなくて声だけしか聞こえない状態じゃ、何もできなかったの。

　そして……、そこにいきなり誰だれかが走り込んでくる音が聞こえた。多分、誰かが誰かを叩たたいたり吹ふき飛ばしてる音がして、とっくみあいの喧けん嘩かをしてる時みたいな雰ふん囲い気きが伝わってくる。もしかすると、もっとすごい状じよう況きようだったのかもしれない。

　それで、何回か銃声が響く音と……ぶしゅーっって空気とか蒸気が噴ふき出すような音がして……。

「岡部ッッ!?」

「俺が行くッッッ!!」

　紅莉栖ちゃんの悲痛な叫び。そして、切せつ羽ぱ詰つまったオカリンの声。

「でも、もし失敗したらッッ!?」

　その声で、まゆしぃも何が起きてるのか分かった。

　多分、オカリンはタイムリープマシンを使おうとしてるんだ。何が起こったのかは分からないけれど、何か大変なことが起きてオカリンは使わないと決めたはずのタイムリープマシンを使うしかなかったんだと思う。

　でも、一回もテストもしてないはずの機械を使わせるなんて、普ふ通つうなら紅莉栖ちゃんは絶対に許さないはずなの。それでも、そうせざるを得ないくらい……何かがあったんだ。

「早くしろッッ!!」

　怒ど鳴なるようにオカリンが叫んで、キーボードを叩くような音がした。そして湧わき上がる、電話レンジの実験の時と同じような雷らい鳴めいみたいな轟ごう音おん！

　バチバチとスパークが鳴り響いて、オカリンのうめき声が聞こえる。

「岡部!?　……ふあぁぁっっ!!」

　オカリンのうめき声に、心配そうに紅莉栖ちゃんが声をかけた途と端たん、また銃声が響いた。そしてそれと同時に、紅莉栖ちゃんが苦しそうに声を漏もらす。

　撃うたれたの!?

　夢のような光景の中、音だけしか聞こえない状況で、まゆしぃは驚いて……、でも何にもできなくて……。


「跳とぉべよぉぉぉぉ──────────────────────────ッッッ!!」



　まゆしぃはそんなオカリンの絶ぜつ叫きようを聞きながら……。

　また、意識が闇に溶とけていくのを……。

　感じてたのです……。
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「……!!」

　ハッと、目が覚める。

　たくさん、汗あせをかいてた。

「……今の、夢？」

　何だか、こうして目が覚めたことが信じられなくて、まゆしぃはぺたぺたと自分の手とか、身体を触さわる。

　周囲を見回すと、そこはまだ朝早くで暗かったけれど、ラボで……。

　まゆしぃはソファでタオルケットをかぶって寝ねていたのです。

「あれ……、さっきまで完成打ち上げをしてたのに……？」

　頭を振ふる。

　現実とね、夢がはっきりしない。

　どっちが現実で、どっちが夢なのか……。

「そう、タイムリープマシンの完成打ち上げをしてて……。あれ、打ち上げはなしにして後日ってオカリンが言ってたような？」

　そうだった。タイムリープマシンを完成させたけど、そのお祝いは今度にしようって……。あれ？　そうだったかな？

　よく分からない。

　分かるのは、とりあえず嫌いやな夢を見たことだけで……。

「そうだった。テロの予告があって電車が止まったからタクシーで帰ろうとして……。あれ？　違ちがう。綯ちゃんが駆かけ寄ってきて……、ドンって押されちゃって……」

　混乱する。

　夢の中で、確かにまゆしぃは死んじゃったの。

　でもさっきまでは、確かに自分が夢の中でどう死んだか覚えていたはずなのに……。今はそれが曖あい昧まいになってたの。

　ううん、正しくはどんな死に方をしたのか分からなかったの。

　車にぶつかった気もするし、銃で撃たれた気もする。変な男の人たちに捕つかまって長いこと飛行機に乗せられた気もするし、コミマの会場でいきなり胸が苦しくなったような気もしたのです……。

　夢の中のことなんだけど、それでも自分がどんな形で死んだのか……。その記き憶おくがたくさんあるのはとっても嫌な気分で……、何より怖かった。

　まだ、本当は夢から覚めてないんじゃないかって。

　また、死んじゃうんじゃないかって。

　何回も、何回も、繰くり返し繰り返し……。

　不安だった。

　怖こわかった。

　死んだ時の痛みと恐きよう怖ふがまだ身体と心に染しみついていて、全然離れてくれない。

「夢……、なんだよね。本当、じゃないよね？」

　怖くなって、まゆしぃは誰かいないかと思ってまた周囲を見回してみたの。……そしてね、パソコンデスクの前で突つっ伏ぷすようにして寝てる白衣の人ひと影かげを見つけたのです。

「……オカリン」

　そっと、物音を立てないようにそばに寄る。

　するとね、オカリンの寝ね息いきが聞こえてきたの。すー、すーって、子供の時と全然変わらない、オカリンの寝息の音。

　少し安心して、椅い子すに座ってるオカリンのそばの床ゆかに体育座りで座り込んだの。頭をオカリンの腰こしのところにもたせかける。
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　そしたら、オカリンの体温が伝わってきて……。とっても、安心して……。

　オカリン……、オカリン……。

　まゆしぃ……怖かったのです。何度も何度も死んじゃって……、オカリンと離ればなれになって……。

　オカリン……。

　起こしちゃいけないから、心の中でだけ叫ぶの。

　本当はすがりついて泣きたかったけど、そこまではできなくて……。

　それに、こうしてそばにいることで安心できたのも本当だったから。

　床に座ったまま、オカリンの顔を見つめてみる。そしたら、また別のことを思い出したのです。……それは最近、オカリンが妙みように必死になって、忙いそがしそうに飛び回ってること。

　まゆしぃがコミマの準備で忙しかったから、きちんと確かめられなかったけれど……。今見るとね、オカリンの目の下に隈くまがあるみたいに見えた。

　オカリン、疲つかれてるんだ……。

「ごめんね、オカリン。コミマ終わったら、色々お話しよ。オカリンのことも心配だし、まゆしぃの怖いのも、聞いて欲しいの」

　夜明け前。

　まゆしぃはそうしてオカリンを感じながらささやいたのでした。
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「うん、オカリンの様子……やっぱり変だと思うんだよね」

　そう、まゆしぃがダルくんから聞いたのは８月15日。コミマ初日の朝のことだったのです。

「そっかぁ……。ダルくんもおんなじように思ってたんだ……。じゃあ、まゆしぃの気のせいじゃないよね」

〝思い出して〟みると、13日くらいからずっとオカリンはおかしかった気がするの。

　妙にふさぎ込んでて、いつもの高笑いもほとんどしないし……。それどころか、まゆしぃはほとんどお話ができてなかった気がするの。

　このところずっと見てる、あの何度も死んじゃう夢のせいもあって、コミマの準備が思うように進まなかったもんだから、どうしてもオカリンとお話するタイミングが取れなかったのも大きかったと思うのです。

　──だから、オカリンがふさぎ込んでるのも、もしかしたらって思ってたくらいで……。ダルくんと話をつき合わせるまでは気のせいかと思ってたの。それどころか逆に、オカリンの邪じや魔ましちゃダメだって思ってたくらい。

「良かったらさ、まゆ氏もオカリンに電話してあげてくれる？　コミマが終わってからでもいいからさ」

　そういうダルくんは、オカリンのことはとっても心配だけれど、自分じゃこれ以上は無理なんだって困ってた。自分じゃ、オカリンに踏ふみ込める距きよ離りにまだ限界があるんだって。

　だから、ダルくんはコミマの期間中なのにわざわざまゆしぃを捕まえて、話をしてくれたんだと思う。

「うん、分かった。……じゃ、ダルくんも頑がん張ばってね♪」

「まゆ氏も、健けん闘とうを祈いのるお！」

　まゆしぃたちはそう言いあって別れて、お互たがい年に二度のイベントを完全燃焼するために自分たちの専門の場所に向かったのです。ダルくんは主にゲーム系やアニメ系を始めとした萌もえ全ぜん般ぱんの同人誌を買い込むために。まゆしぃはコスプレ広場に。

　そうして全力を尽つくして……、午後。

　まゆしぃは他ほかの人たちよりも早く、コミマの会場を離はなれる準備をしていたの。

　元々、まゆしぃはコミマには参加するけれど、15日のお盆ぼんの日だけは必ずおばあちゃんのお墓参りに行くって決めていたから、今日は早めに引き上げる予定だったのです。

　コス仲間の子たちに明日着てもらう衣い装しようを預けて、余分な荷物は宅配便でおうちに送って……。そうこうしてたら、ちょっと空き時間ができたのでした。

「十五分くらい……、待たなきゃいけないのかぁ」

　いつもなら、ちょっと困った気持ちになる待ち時間だけど……。今日は別だったの。

　今なら、電話もできるよね？

　まゆしぃは、携けい帯たい電でん話わを取りだしてそれを見つめる。

　……本当言うとね、まゆしぃはこのところオカリンが変な理由。少し、見当がついてたの。

　正確に言ったら、原因そのものが分かってるわけじゃないんだ。

　原因は分からないけれど、〝それ〟が自分に関係していることだけは確かだって思った。

「間ま違ちがいないの。……だって、まゆしぃはオカリンの人ひと質じちだから」

　それはね、まゆしぃにとっては安心の言葉なのです。

　まゆしぃは、人質だから〝ここ〟にいるの。……オカリンのそばにいられるの。

　でもそれは間違いなく、オカリンにとっては重荷なんだ。

　……オカリンはまゆしぃが人質でいるから、背負わなくていいものまで背負っちゃってる。そのことは、ずっと前から分かってた。

　オカリンは今、空高く羽ばたく時期に来てる。

　けれどそれは……、まゆしぃっていう重荷が一いつ緒しよだったらできないことなの。だって、オカリンはまゆしぃのために、必要以上の責任を感じてるから。その責任感が、オカリンを縛しばって、飛べなくしてる。

　それは、分かってるんだ。

　でも、それはまゆしぃ自身でも認めるのが辛つらいことなの。それなのに、直接それをオカリンに告げられるかなんて、辛いを通り越こして怖い。だってそれは、変化を受け入れることだったから。

　子供から大人へ。

　幼なじみから、男性と女性へ。

　変わることを受け入れるのって、勇気がとってもとっても必要なの。まゆしぃは昔、その変化を受け入れられなくて……。おばあちゃんと一緒にいなくなることを選ぼうとしちゃったんだ。

　本当はそこで、まゆしぃは変化を受け入れなきゃいけなかったの。でも、実際にはオカリンを巻き込んでまでして……、まゆしぃは変わらないことを選んじゃった。だけど、今度はそういうわけにはいかないの。

　だって苦しむのは、まゆしぃじゃなくてオカリンだから。

　変わってしまう、子供の頃ころからの関係。変わることそのものを拒きよ否ひしたいって、思ったわけじゃないけれど……。でも、勇気が出なかったのは確か。

　それで、ずるずると今日まで引っ張って来ちゃった。もう、そういうわけにはいかない。

　紅莉栖ちゃんがいて、ラボメンのみんなが増えて。

　オカリンが羽ばたく時が来たんだから、まゆしぃは一回自分の手を離さなきゃいけない。たとえもう一度手をつなぐことができるとしても。お互いにそれを望むことになるんだとしても。進むためにはそれが必要なことだったのです。

「……勇気、出さなきゃね」

　一言呟つぶやいて。

　それからまゆしぃはオカリンに電話をかけたのです。
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　何回か……、コール音が鳴って。

　まゆしぃはそのコール音を聞きながら、早く出て欲しいという気持ちと出なかったらいいなという気持ちがせめぎ合うのを感じていたのです。

　一回頑張って勇気を出したからって、それがずっと続くわけじゃないって痛いほど分かったのはいつが最初だったかな？　ただ、携帯を持ってコール音を聞いているだけでも、嫌いやな気持ちに耐たえる勇気がたくさん必要だったのです。

「……まゆりか？」

　そんな声が携帯から聞こえてきたのは、一体何回のコール音を聞いた後のことだったかな？　ちょっと不意打ちみたいな感じだったから、少し戸と惑まどっちゃった。

「あ、うん……」

「どうした？」

　オカリンの優やさしい声が、携帯から聞こえてくる。今、その優しいはずの声がとっても怖い。

「あのね、ダルくんから聞いたんだ。オカリン、なんか変だったって……」

「別に何もない。ダルの勘かん違ちがいだ」

　落ち着いた声で言うオカリン。

　でも、そうやって落ち着いた声だからこそ、オカリンが隠かくしてるってことが分かったの。それは、噓うそ。まゆしぃを守るための優しい噓。

〝狂きよう気きのマッドサイエンティスト〟鳳凰院凶真じゃなくて……。岡部倫太郎が椎名まゆりを守るためにつく……噓。

　長いつき合いだもん、オカリン。

　オカリンが噓つく時、どんな風になるかなんてある程度までは分かるんだよ？　そりゃ、自信満々で鳳凰院凶真として言われたら騙だまされちゃうけれど、こうやって優しい口調で言われたら……分かっちゃうよ。

「でも……、ごめんね。まゆしぃ、コミマに夢中でオカリンのこと見てあげられなかったね」

「…………ッ！」

　あえて、まゆしぃはその噓を見破る言葉を口にしたの。

　だって今日はその優しい噓に乗るわけにいかなかったから……。ここでオカリンの噓を受け入れて、その優しさの中に包まれることを選んだら、オカリンはずっとまゆしぃを背負い続けなきゃいけない。

　まゆしぃはオカリンに背負われるんじゃなくて、オカリンの隣となりを歩いて行ける人にならなきゃいけないの。そうでなきゃ、まゆしぃはオカリンを押し潰つぶすだけになっちゃう。それはもう、嫌だったのです。

「あのね、昔よくまゆしぃに色んなお話してくれたよね。えっと、機関には幹部が四人いて、ゲップとすだちと声優とじゃこ……？」

「玄げん武ぶと朱す雀ざくと青せい龍りゆうと白びやつ虎こだ」

　オカリンは少し息をつくように、まゆしぃが間ま違ちがえた内容を訂てい正せいしてくれる。

「そう、それ。そういうね、オカリンの話。とっても面おも白しろかったな～♪」

　……まゆしぃは、勇気を出して電話をかけたはずだったんだけど。

　それでも、本当に大切な話がすぐにできなかったのです。

　どうしてもそれは、やっぱり言いたくない言葉だったから。

　どうしてもそれは、否いや応おうのない変化を呼び込んじゃう怖こわい言葉だったから。

「………………」

　でもね、それはどうしても言わなきゃいけない言葉でもあったの。

　だから……。

　電話をかけた時のそれよりも、もっとたくさんの勇気を振ふり絞しぼって……！

「あのね……。まゆしぃのこと、重荷に感じてたら言ってね」

「…………ッ！」

　言葉にはなってなかったけれど、間違いなく驚おどろきの気配が電話から伝わってきた。多分、オカリンはまゆしぃが何を言ってるのか、分かってくれたんだと思う。

　でも、まゆしぃはそれ以上、オカリンと電話し続けることができなかったの。変化を受け入れなきゃいけないとは思ったけど、やっぱりそれが即そく座ざに来ちゃうのは耐えられそうになかったのです。

「じゃあ、とりあえず切るね。もし、まゆしぃにお話しできることがあったら、いつでも電話してね」

　それだけを言い切って……、まゆしぃは電話を切ったの。

「はは……、伝えちゃったのです」

　乾かわいた笑いだった。

　あんまりに怖かったから、気持ちがまだ高ぶってたのです。

　もしかしたら、これでもうオカリンとは一緒にいられなくなるかもしれない。その可能性があると分かってても、あの言葉は言わなきゃいけなかったの。

「……後は、オカリンがお返事をくれるまでに落ち着いておかないとね」

　そう言ってまゆしぃは、おばあちゃんのお墓参りに向かうため、コミマ会場を後にしたのでした……。
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　コミマ会場を後にして、まゆしぃはお墓参りに向かったのです。

　でも途と中ちゆう、秋葉原でメイクイーン＋ニャン２に置いてたお花を忘れたり、具合の悪そうな様子だった紅莉栖ちゃんをフェリスちゃんに預けたり、色々とあったから到とう着ちやくした頃にはすっかり夕方になってました。

　お盆ぼんなんだけど、この時間にはもう他ほかのお墓参りの人たちは霊れい園えんには全然いなくて。そのつもりはなかったんだけど、静かにおばあちゃんとお話しすることができたのです。

「あのね……。最近、怖い夢ばっかり見るんだ。夢の中でね、いつもまゆしぃは酷ひどい目に遭あうの」

　お墓の掃そう除じをして、お花を活いけた後でまゆしぃはおばあちゃんに話しかけたの。

「ピストルでバーンって撃うたれたり、車の事故に巻き込まれたり、電車に轢ひかれたり……。まるで本当のことみたいで、すっごく怖くて、痛くて、悲しくて、誰だれか助けてって一いつ生しよう懸けん命めい声だすんだけど、出せなくて……どうしてそんな夢見るのかなぁ？」

　それはついこないだ、汗あせだくになって飛び起きた悪夢の内容。本当を言うと、もうその時に見ていた夢が今言ったどの夢だったかなんて、よく覚えてなかったんだけど……。

　どの夢も本当に嫌で嫌で、怖かったのです。

「でね、その夢の最後にはいつもオカリンが助けに来てくれるの」

　それだけが、どの夢でも救いで。

　でも同時に、まゆしぃにとっては辛いことだったの。

「まゆしぃは、『オカリン、ありがとう』って言うんだけど、その声もオカリンには聞こえなくって……。まゆしぃのこと抱だきしめて、とっても悲しそうな顔して……。絶対泣かないんだけど、一生懸命我が慢まんしてるのが分かるの」

　多分、まゆしぃは自分が死ぬよりも……あのオカリンの顔を見ることの方が辛い気がするのです。

　もちろん、痛いのも苦しいのも、辛いのも悲しいのも嫌だけど。

　それ以上にオカリンが辛そうにしてるのが、もっと苦しかったの。

「だから、まゆしぃもごめんねっていうんだけど、声はやっぱり届かなくて目が覚めるの」

　…………。

　それは、やっぱり思い出すだけでも嫌な夢だった。

　けれど嫌な夢のせいかな、そんな夢のことなんか思い出したくもないのに……、記き憶おくだけはとっても鮮せん明めいで。手に取るように思い出せちゃうの。

　だから、途中でおばあちゃんに嫌な話ばっかり聞かせるのもダメだよねって思って楽しい話に切り替かえても、いつの間にかその嫌な話に戻もどって来ちゃってた。

「前はオカリンの顔を見れば、何考えてるか分かったんだけど……。最近は、分からなくなっちゃって……。ただ、何かとても辛つらそうで、苦しそうで、いつもいつも泣き出しそうで……。それはまゆしぃのことなんだって分かって……」

　目の前に、辛そうなオカリンの顔が浮うかぶ。

　夢の中で何度も何度も見た、顔。

　そしてそれはね、多分この現実でも同じなんだ。まゆしぃって人ひと質じちが、オカリンの重荷になっちゃうなら、遅おそかれ早かれまゆしぃはオカリンにあんな顔をさせちゃうことになる。

「オカリンの重荷には、なりたくないのになぁ……。ごめんね。なんか、また悲しい話になっちゃったね。まゆしぃ、ちょっと寂さびしくなっちゃったのかもしれないね」

　少し涙なみだがにじんでた。

　まゆしぃは目元をこすって、無理にでも笑え顔がおを作ろうとしたのです。でも、いつもの笑顔にはなかなかなれなかったの。

「おばあちゃん……。いつまでも、このままじゃいられないよね……」

　そう、呟つぶやいた時。

　後ろの方から声が聞こえたの。

「……このままでいい」

　それは、絶対に忘れたりしない幼なじみの声。

　多分ね、今まゆしぃが一番大切だと思ってる人の、声……。

　わたしは振り返り、その人の名前を呼ぶ。

「お、オカリンだ！　……どうしてここが分かったの？」

「人質がどこにいるのか、俺は常に把は握あくしているのだ。だからお前は俺の手から逃のがれられん。絶対にだ」

　オカリンはまゆしぃのそばに歩み寄って、そう言うの。

　けれど、それが何処どこか強がりさんに見えたのです。

　そっか……。まゆしぃが悩なやんでる間に、オカリンも悩んでたんだ。

　近づいてくるオカリンの表情を見て、まゆしぃは何故なぜだかそれが分かっていたのです。多分、オカリンはまだ結論が出せてない。今のそれは空元気で……。でも、空元気ででもいいから、オカリンは進むことにしたんだっていうことが、その顔色から分かったの。

「……あんまり無理しちゃダメだよ？」

　だからまゆしぃはね、そんなオカリンのことが心配でならなかったんだけど……。それだけを言うことにしたのです。

「お前に心配されるほど、この鳳凰院凶真はヤワではない……。話せる時が来たら、すべてを話す」

「うん……」

　この時、まゆしぃはそれで良いって。

　それだけで今はいいって、そう思えたのです。

　だから今は焦あせらずに……、オカリンが話してくれるのを待つことにしたの。

「帰るぞ？」

「うん。あ、でもその前に……」

　帰るんなら、その前にどうしてもやっておきたいことがこの時のまゆしぃにはあったのです。そしてそれは、オカリンにはお見通しなのでした。

「分かってる。う～ぱのガチャガチャ、やっていくんだろ？」

　やっぱり、オカリンはまゆしぃのことを一番よく分かってくれてる人なのです。

「えへへへ……」




　　　　☆




　８月17日お昼過ぎ。……その時。

　まゆしぃはラボでお裁さい縫ほうをしていたの。

　オカリンは談話室の窓から外を見てて、ダルくんは開発室の方のパソコンをいじってた。いつもと変わらない、ラボの日常の風景。

　けれどね、何だか不思議な感覚がしたんだ……。

　ふと……。何かとっても悲しいことがあったような。

　ものすごく辛いことがあったような。

　そんな不思議な気分がしたの。

　何とも言えない……、かすかな目眩めまいみたいな感かん触しよく。

　それが全身を貫つらぬいたような気がしたのです。

　……何だろ、今の？

　でも、それは本当に一いつ瞬しゆんの感触で、次の瞬間には綺き麗れいに消え去っていたのです。

　それこそ、夢とか幻まぼろしみたいに。

　さっきは確かにあったような気がするのに、今はそれが思い出にも残ってない。

　ただ、それがあったっていう記憶だけが残ってたの。

　……ちょっと疲つかれたのかなぁ？

　そんな風にも思ったんだけど、まゆしぃの手は一心不乱に次のコミマ用の衣い装しようを縫ぬい続けていたのです。

　そこでオカリンが、いきなり尋たずねてきたの。

「まゆり……」

「ん？」

　まゆしぃは、お裁縫の手を止めてオカリンを見る。

「ラボメンナンバー００４は、誰だ？」

　そう尋ねられた時、本当にかすかな瞬間。

　引っかかるものがあったのです。

「００４？」

　オカリン、変だね。×××ちゃんのこと忘れちゃうなんて……、００４は……。

　あれ？

　考え込む……。

　おかしいな。まゆしぃ、誰のことを言うつもりだったんだろう？

　ラボメンナンバー００４の人なんて、いないのに。

「う～ん、００４の人はいないよ」

　そもそもね、ラボメンはオカリンとダルくんとまゆしぃだけのはずなんだから、００４はまだいないに決まってるのです。

　……そのはずなのです。

　まゆしぃは少しの違い和わ感かんを感じつつも、そう話したの。

　するとね、オカリンがいきなり笑い出したのです。

「くくく……、今！　ここに最終聖戦ラグナロツクの勝敗は決した！」

　それはね、昔まゆしぃとオカリンが一いつ緒しよに見てたアニメに出てくるマッドサイエンティストにそっくりの口調。子供だった頃ころ、ふたりで遊んだごっこ遊びで、いつもオカリンがなり切ってた役の口調そのままだった。

「この俺、狂きよう気きのマッドサイエンティストである鳳凰院凶真は！　機関、及およびＳＥＲＮのあらゆる攻こう撃げきに対し、時空を操あやつることで完全に勝利したのだ！」

　両手を挙げて、宣言するように叫さけぶオカリン。

　でも、それはいつもならもっとノリノリで叫ぶはずの内容なのに。今日のそれはまるで泣いてるみたいだったの。

　そう、それは本当に時々しか見せない……オカリンの隠かくれた癖くせのひとつ。

　元々からして、オカリンのこの口調はオカリンが強がる時のためのものだったの。自分ひとりじゃどうにもならない時、この口調になることで本当にマッドサイエンティストの力が借りられるみたいに、オカリンは強くなった。

　だから、オカリンはある時にもこんな口調で話す。

　それはね、泣きたいのに……泣いちゃいけないって思う時。

　オカリンはマッドサイエンティストは泣かないって信じてる。だから、泣きそうになった時、オカリンはこの口調で話してマッドサイエンティストになることで、泣くのを止めようとするの。

　けど、それは全然前向きじゃない発想だった。

　だってそれは強くなるための考えじゃなくて、ただ自分の弱さを隠すためのものだったから……。

「世界の支配構造はリセットされ、混こん沌とんの未来が待つであろう！　これこそが運命石のシユタインズ・扉ゲートの選せん択たく……!!」

　そしてその強がりは……、元々まゆしぃのために始めたものだったの。まゆしぃがおばあちゃんと一緒に〝向こう〟に行こうとしたから、オカリンはオカリンより強いものになって、まゆしぃを引き留めなきゃいけなかった。

　泣かない……、強いマッドサイエンティストにならなきゃいけなかった。

　でも。

　今のオカリンは、どう見ても泣いてた。

　一体、いきなりそう言いだしたのが何でなのかは分からない。

　けれど、オカリンは今までの人生の中で一番、今が泣きたい時だったはず。

　どうしてかその理由は分からない。

　だけど、まゆしぃはオカリンは今泣かなきゃ、もうずっと泣けなくなるんじゃないかって思ったのです。

　だからね、こう言ったの。

「オカリン……。もう、いいんだよ」

　まゆしぃの言葉に、オカリンはものすごく驚おどろいてた。

　当然だと思うの。だって、今こう言ってるまゆしぃ自身がちょっと驚いてるんだもん。

「は……、何を？」

　だけどね、これは絶対にまゆしぃが言わなきゃいけないことだったのです。

　だって、オカリンが強がった口調をしてマッドサイエンティストにならなきゃいけなくなったのは、まゆしぃのせいだから。

　まゆしぃを人ひと質じちにして、〝ここ〟に留とどめるために。

　オカリンはマッドサイエンティストになったんだから……。

　オカリンを泣けなくしちゃったのは、他ほかでもないまゆしぃなんだから……。

　まゆしぃは、責任を取らなきゃいけなかったのです。

「……俺は今、華か麗れいなる勝利宣言を！」

「もう、その口調続けなくてもいいんだよ……。まゆしぃは、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　オカリンの目が、いっぱいに見張られて……。

　たくさんの涙なみだでその瞳ひとみが潤うるんでた。

　オカリンは無言でまゆしぃのことを見てたけれど、まゆしぃの言ってることの意味が分かってたんだと思う。

　……まゆしぃがそれだけの勇気を振ふり絞しぼって、こう言ってるのかも。

「オカリンは、オカリンのために泣いてもいいんだよ……」

　これまで、まゆしぃはオカリンに守られてきた。

　背負われてきた。

　保護されてきた。

　でも、それが段々オカリンにとって重荷になりつつあったのは分かってたの。

　だってね、オカリンはまゆしぃのことを考えたら、さっきみたいに泣くことすらできないんだもん。

　ずっとずっと、オカリンはまゆしぃを守るために気を張ってきたと思うんだ。

　だから……。

　まゆしぃはその重圧から、オカリンを解放してあげなきゃって。

　そう思ったの。

　まゆしぃの目の前で、オカリンの瞳から大おお粒つぶの涙がいくつもこぼれた。

「俺は……っっ、俺は……っっ。俺は……っっ!!」

　嗚お咽えつを堪こらえきれないみたいに、オカリンは泣なき崩くずれたの。それは、六年前からずっとオカリンが封ふう印いんしてきた涙で……。

　同時にまゆしぃが背負わせてしまった、十じゆう字じ架かだったのです。

　だからせめて……、まゆしぃはオカリンをそっと抱だきしめたのでした……。




　　　　☆




　８月21日夕方。

　えっとね、多分この日に起きたことはまゆしぃの人生で一番すごいことのひとつだったと思う。ほんの少し前、まゆしぃたちは普ふ通つうなら会えないはずの人に出会ったの。

　それは、阿あ万ま音ね鈴すず羽はという人。

　……２０３６年から来たっていう、ダルくんの子供だったのです！

　そしてびっくりしたのは、オカリンがそのスズさんのことを知っていたこと。よく分からないけれど、オカリンはちょっと前までラボにあった電話レンジを使って、時間を遡さかのぼったり、世界を変えたりしてたらしいのです。

　オカリンはまゆしぃの知らないところでたくさんの苦労をして、たくさんの経験を積んで来たんだなって、この時に知ったの。それでその過程で、スズさんや……オカリンがずっとうわごとみたいに言ってる牧瀬紅莉栖っていう人とも会ってたんだって。

　そして、オカリンは大事なものを守るために。

　その牧瀬紅莉栖って人を助けることを諦あきらめなきゃいけなかったらしいの。

　──この牧瀬紅莉栖って人の話が出た時の反応で、オカリンはこの人のことが好きだったんだなって、何となく思った。ちなみにね、この人のことを聞いた時に、なんでかまゆしぃも懐なつかしい気分になったのです。多分、素す敵てきな人だったんだと思うの。

　それで、そのスズさんの目的は、オカリンが言ってた牧瀬紅莉栖って人をタイムマシンで助けることで……。そうしないと、第三次世界大戦が起きて未来が大変なことになるって言うの。そして、この計画を立てたのは未来のオカリンとダルくんだったんだって。

　最初は渋しぶってたオカリンだったけれど、シュタインズゲートって世界線──この世界線っていうのがまゆしぃにはよく分からないんだけど──のことを知らされると、考えを変えたみたい。

　スズさんが言うには、世界はもうどうなるかが大体分かっちゃってるんだけど、そのシュタインズゲートって世界線だけは未来がどうなるかは分からないらしいの。

　第三次世界大戦は起きないかもしれない。代わりにもっと酷ひどいことが起きるかもしれない。でも、確実に悪い未来になるってことだけは分からない。それがシュタインズゲートなんだって。

　でもね、まゆしぃは聞いてて思ったのです。

　それってね、当たり前のことなんだよね。まゆしぃも他の人も、来年がどうなってるかなんて分からない。来年どころか、明日も……、十分後さえ分からない。

　未来ってそういうもので、みんなそういう世界に生きてるの。

　反対に言うとね、そういう当たり前の状態じゃない世界をつくっちゃったんだよね、誰だれかが。

　……それじゃ、やっぱり誰かがその当たり前じゃない世界を当たり前に戻もどさないと。それで、それがオカリンにとって大切な人を助けることにつながるなら、行かなきゃってまゆしぃは発破をかけたのです。

「オカリン、頑がん張ばってね」

　この時、まゆしぃはまさか……オカリンがあんな風になって帰ってくるなんて、予想もしてなかったのです。




　　　　☆




　８月21日の午後６時近く。

　ついさっき、過去に跳とんだばっかりのタイムマシンがすぐにラジ館の屋上に戻ってきたのはびっくりだったのです。

「もう戻ってきた！　オカリ～ン……」

　タイムマシンに向かって駆かけていくまゆしぃとダルくん。

　でもわたしたちの前に現われたオカリンは、出かける前と違ちがってものすごく消しよう耗もうしてて……。その服は血で汚よごれていたの。

「オカリン、その血……？」

「大丈夫、これはおじさんの血じゃないから……」

　ダルくんの問いに、スズさんはオカリンを抱かかえてタイムマシンから降りながら答える。

　それで、タイムマシンから降りたところでオカリンはラジ館屋上の床ゆかにうずくまっちゃったの。誰の目から見ても、とんでもないことが起きたのは間ま違ちがいなかったと思う。

「俺が……、俺が……、紅莉栖を殺したんだ……。俺が紅莉栖を殺した……。俺が紅莉栖を殺した……。俺が紅莉栖を……」

　その事情は……。

　聞くまでもありませんでした。

　ぶつぶつと呟つぶやくオカリンの言葉に、まゆしぃは息を吞のんだのです。

　だって……、オカリンは紅莉栖さんを助けに行ったはずなのに……。どうして!?

「オカリン……」

　まゆしぃは傷ついた表情でただ床を見つめるだけのオカリンに、その疑問をぶつけることはできなかったのです。ううん、多分まゆしぃじゃなくて他の人でも無理だと思う。だって、まゆしぃはここまで悲しい目に遭あってる人を、今まで見たことがなかったから。

　それが、まさかオカリンになるなんて……。

　まゆしぃはオカリンの背中を撫なでる以外のことができなくて、ただ黙だまってそうしていたの。けれど、スズさんはそうもいかなかったみたい。

「おじさん。辛つらいだろうけど、まだ諦めちゃダメ。もう一度、過去に戻るだけの燃料は残っている……」

「うるさいっ！」

　そこでオカリンは、いきなり怒ど鳴なり声を張り上げてスズさんの言葉を遮さえぎったの。

「どうせ、また行っても同じだ！　世界アトラ線収クタフ束範囲イールドの収束によって、紅莉栖は死んでしまうんだ……!!」

　慟どう哭こく。

　そんな小説とかでしか見たことのない表現だけど、この時に聞こえたオカリンの声はそんな感じの声だった。

　……あれ、今の感じ。前にも何処どこかで？

　そんな疑問をまゆしぃが抱いだいていると、いきなり手の中で何かが震ふるえる感かん触しよくがあったの。見るとそれは、ずっとまゆしぃが握にぎりしめているものが震えたみたいだったのです。

「……オカリンの携けい帯たいだ？」

　わたしは過去に戻る前のオカリンから、オカリンの携帯を預かってた。もし過去に戻った時に混線しちゃったら、大変なことになるっていうから預かってた携帯。今、震えているのはその携帯だった。

「メール？」

　ダルくんは携帯の震え具合から、着信が電話じゃないことに気づく。そこに、スズさんが短く言葉をかぶせた。

「開けて……」

「でも……？」

　そう言われても、これはオカリンの携帯だからためらいがあったの。やっぱり携帯はプライベートだから、いくらまゆしぃにでもオカリンは見られたくないはず。

「いいから」

　でも、そんなことに構ってる場合じゃないって雰ふん囲い気きで、スズさんはもう一度言う。まゆしぃはオカリンのことを気づかいながら、携帯電話を覗のぞいてみた。やっぱりメール着信だったみたい。……その内容は。

「テレビを見ろ……？」

　まゆしぃがメールの文面を読み上げると、ダルくんが自分のワンセグ付きの携帯を使ってテレビの電波を拾ってくれる。そこに映し出されたのは、中なか鉢ばち博士って人がロシアに亡命したっていうニュースだったのです。




　　　　☆




「中鉢博士を乗せた飛行機は、荷物室に火災を起こしながらも、何とか亡命先のロシアに着陸した模様です。中鉢博士は人類の未来に関かかわる論文を手にしているという情報もあり、今後が注目されています」

　携帯の画面の中で、アナウンサーがニュースを読み上げてる。そして次に映った中鉢博士っていう人のインタビューでは、何故なぜかまゆしぃがなくしたはずのメタルう～ぱが出て来てたのです。

　中鉢博士は、まゆしぃの名前が書かれたメタルう～ぱを手に笑ってた。

　書いてある字といい、形といい、間違いなくそれは７月28日にラジ館でなくしたメタルう～ぱだったの。

　スズさんはそれを見ながら、説明してくれる。

　あのメタルう～ぱが入っていた封ふう筒とうの中の論文。それは元々、紅莉栖さんが書いた論文なんだって。それが色々あってあの中鉢博士って人に渡わたって……。そのせいで色んな国がタイムマシンの開発を始めたんだって。

　そしてそれが、第三次世界大戦を引き起こす引き金になったって……。スズさんはそう言って、もう一度オカリンに話しかけた。

　諦めないでって……！

　でも、オカリンはもう本当に絶望しちゃってるみたいだった。

「……無理だよ」

　そのオカリンの声に宿った悲痛な感情に、スズさんもひるんだみたいだった。それくらい、オカリンの喪そう失しつ感かんは深かったの。

「まゆりの時と同じなんだよ。……どんなにあがこうが、結果は変わらない。紅莉栖は死ぬんだよ」

　え？

　まゆしぃはオカリンの言葉に、ハッとしたの。

　……まゆしぃの時と同じ？　その瞬しゆん間かん、何かフラッシュバックするみたいに映像が浮うかぶ。それは幻げん覚かくだったのかもしれないけれど、紛まぎれもないまゆしぃ自身が死んだ時の情景だったのです。

　それで、まゆしぃも分かったの。

　そうなんだ……、オカリン。

　言われてみたらオカリンにとって、辛い想おもいをして助ける相手って。まゆしぃのことだったのよね。大好きな人と引き替かえに守らなきゃいけない相手なんて、そんなにいるわけがなかったんだから……。

　絶望の嘆なげきを口にするオカリンに、スズさんは言いつのる。

「どうして!?　たった一回の失敗で……」

　でもその言葉は、もっと深いオカリンの悲しみを引き出してしまったの。

「一回!?　馬ば鹿かいうな！　俺が何回、何十回失敗したと思ってる？　俺には分かってるんだ。この時間の輪が、どれだけ不条理に出来ているか。どれだけ残ざん酷こくな結末を用意しているか……。分かっていた。分かっていたんだ、こうなるって……」

　オカリンは立ち上がって、嘆きに身を任せて呟く。

「もう、疲つかれた……。疲れたよ……」

　それは。

　全部を諦あきらめちゃった言葉だった。

　よろよろと、オカリンはその場から逃にげ出そうとする……。

　けれど、そこでまゆしぃはオカリンの前に立って、その頰ほおを右手で打ったの。

　……それは、多分まゆしぃがやらなきゃいけないことだったんだと思う。今のまゆしぃにその記き憶おくはないけれど、もしさっきのフラッシュバックした映像が本当のことだったら……。

　まゆしぃが、紅莉栖さんを犠ぎ牲せいにして助かったって言うのなら。

　今度はまゆしぃが紅莉栖さんを助けるために努力しなきゃいけない。

　オカリンと、紅莉栖さんに助けられたまゆしぃが……、オカリンに思い出させなきゃダメなのです。
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「オカリンは、途と中ちゆうで諦める人じゃないよ……。まゆしぃは知ってるもん」

　思い出すのは、おばあちゃんが亡なくなって……。

　まゆしぃが自分のいるべき世界もなくしちゃったって思い込んじゃった時のこと。

「オカリンは絶対諦める人じゃない。まゆしぃがおばあちゃんとサヨナラできずにいた時も……。諦めないで、毎日お墓に来てくれた」

　そう、ずっとずっとオカリンはまゆしぃのそばに居続けてくれた。

　まゆしぃが全部のことから手を離はなして、何もかもから目をそらしていた時でもオカリンはそばにいてくれたんだと思う。

「だから、サヨナラ出来たんだよ。だから、まゆしぃは元気になったんだよ！」

　そこで、オカリンが息を吞む気配がした。

「だから……、諦めちゃダメだよ」

　そう言ったところで、ようやくオカリンがまゆしぃのことを見てくれる。その瞳ひとみはまだ揺ゆれていたけれど……。さっきまでの何もかもを諦めた目じゃなくなってた。

　それを見て、スズさんがオカリンに声をかける。

「７月28日に、ムービーメールが来ていたはず」

「……７月、28日？」

　不思議そうに、オカリンが呟く。どうも心当たりがあるみたいだったのです。

「今なら見れるはず。……牧瀬紅莉栖の救出に一度失敗した今なら」

「……ッ、どういうことだ？」

　そのスズさんの言葉に。

　オカリンも、まゆしぃもダルくんも反応する。

　スズさんは申し訳なさそうに話してくれたの。元々、計画は二段構えだったってことを。

　オカリンはムービーメールを再生する。

　そこに現われたのは、15年後──２０２５年のオカリンの姿だったのです。

　２０２５年のオカリンは、改めてその二段構えの作戦を説明してくれた。それによると、一度失敗したことで未来のオカリンは何があっても紅莉栖さんを助けるために行動する執しゆう念ねんを手に入れたんだって言ったの。

　そしてそれがなければ、紅莉栖さんを助けることのできる世界線──運命石のシユタインズ・扉ゲートには至れないって。

　そして未来のオカリンは、その運命石のシユタインズ・扉ゲートに行くための条件を説明する。それは、〝確定した過去を変えてはいけない〟っていうことだったの。

「最初のお前自身が見たことを、なかったことにしてはならない。なかったことにすれば、過去改変が起こり、すべてが失われるのだ」

　それはまゆしぃには分からない内容だった。

　けれど、その未来のオカリンの一言ごとに……今のオカリンの瞳に生気がどんどん蘇よみがえっていくのが見えたの。未来のオカリンが話してるのは、ただの言葉じゃなかった。それは多分、……希望。

　諦めなくていい未来を目指すことができるっていう、何よりも大切な希望だったのです。

「お前がα世界線で経験したことを思い出せ。わずか三週間だったが、お前には牧瀬紅莉栖と過ごした記憶があるはずだ。紅莉栖と共にまゆりを救うため、多くの想いを犠牲にし……。もがき続けた経験が、存在しているはずだ」

　未来のオカリンは、力強く断言したの。

「お前の三週間の世界線漂ひよう流りゆうを、無む駄だにしてはならない。なかったことにしてはいけない！　いくつもの世界線を旅してきたからこそ、紅莉栖を助けたいと思うお前はそこにいる。タイムマシン開発にすべてを捧ささげた俺がここにいる!!」

　その言葉は願い。ずっとずっと、紅莉栖さんを救いたいと思い続けたオカリンがついにたどり着いた、祈いのりよりも尊いもの。

「お前が立っているその場所は、俺たちが紅莉栖を助けたいと願ったからこそ、到とう達たつできた場所なんだ。……だから、騙だませ。お前自身を」

　だから、できるんだと思う。世界を変えるなんてすごいことが。

「紅莉栖が死んだという過去を変えずに彼女を救え。生きている紅莉栖を、過去の自分に死んだと観測させろ！　……そうすれば、過去改変は起きない！」

　だから、起こせるはずなの。……奇き跡せきを。
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「……そうか！」

　未来のオカリンの言葉を受けて、オカリンは深い納なつ得とくの声を上げたの。

　……でも、それはオカリン以外には分からない内容だったみたい。

「どういうこと？」

「オカリン、分かる？」

　ダルくんも、まゆしぃも……あんまりに難しくて音を上げちゃう。

　だけど、それも当然かなって思ったの。

　だってね、それってオカリンたちが何度も何度も数え切れないくらい辛つらい目に遭あって、ようやく積み重ねてきた答えなんだもん。その経験をしてないわたしたちじゃ、分かるはずはなかったのです。

「お前なら、分かるはずだ。ちなみに、タイムマシン形式はＣ２０４型。頭かしら文も字じが何を意味するか、言うまでもないな？」

「クリスティーナ……」

　未来オカリンとオカリンは、やっぱり同じオカリンだからすっごく息が合ってた。

　双ふた子ごよりも近いんだから当然なんだけど。

「そして目的の世界線を、運命石のシユタインズ・扉ゲートと名付けたのも俺だ。何故なぜその名なのかも、お前なら分かるはずだ……」




「……特に意味はない！」




　ぴったりと、未来オカリンと今のオカリンの声がハモった。

「そうだろ？」

　それで、未来オカリンが尋たずねると今のオカリンはにやりって笑ったの。

　あのマッドサイエンティストの笑えみで。

　……でもね、それは確かにオカリンが強がる時の笑い。マッドサイエンティストの笑いだったんだけど──17日の時のように、自分の弱気を隠かくすためのものじゃなかった。

　今のオカリンは弱い自分を誤ご魔ま化かすんじゃなくて……、自分の中から強さを引き出すために笑ってた。

　それはどっちも昔にアニメで見たマッドサイエンティストを真似まねたものだったけど……。意味合いは全然違ちがってたの。

　だってそれは自分の弱さから逃げるための演技じゃなくて、もっともっと強くなって前に進むための力ちからだったから！

「これより、最終ミッション〝未来をオペレー司る女シヨン・神作戦スクルド〟の概がい要ようを説明する！　確定した過去を変えずに、結果を変えろ。血まみれで倒たおれている牧瀬紅莉栖と、それを見た岡部倫太郎。その確定した過去を変えずに、結果を変えるのだ！」

　未来のオカリンは言うの。

「最初のお前を騙せ」

　祈るように。

「世界を、騙せ」

　願うように。

「それが、運命石のシユタインズ・扉ゲートに到達するための条件だ！」

　そして全部をねじ伏ふせるように。

「健けん闘とうを祈る。……エル・プサイ・コングルゥ」

　それは、いつもオカリンが言ってる挨あい拶さつの言葉だったのです。十五年経たっても、オカリンはオカリンなんだって、とってもまゆしぃは安心したのです。

「一体、何なん？　今のが十五年後のオカリン？」

「声、渋しぶかったよね……」

　ダルくんが戸と惑まどったように言って、まゆしぃは素す直なおに感想を言ってみた。それに、オカリンはとっても面おも白しろそうに笑い出す。

「ふふふふ……。はっはっはっは……。……〝未来をオペレー司る女シヨン・神作戦スクルド〟だと？　エル・プサイ・コングルゥだと？　三十三にもなって何をやっているんだ俺は……。まるで厨ちゆう二に病びよう全開じゃないか……！」

　あれ？　まゆしぃはさっきの未来オカリン、よかったって思ってたんだけど……。オカリンは違うのかな？　ちょっと心配になって声をかけてみたの。

「オカリン……」

　でもね、そしたら違ったみたい。

　むしろね、その声はすっごく張りがあって……空元気じゃない本当の元気が出てた。

「だが、やってやる！　それが……、運命石のシユタインズ・扉ゲートの選せん択たくというのならばな！」

　オカリンは言って、顔を上げてみんなのことを見る。その顔は本当に嬉うれしそうで、元気いっぱいで。まゆしぃも嬉しくなっちゃう顔だったのです。

「俺は狂きよう気きのマッドサイエンティスト、鳳凰院凶真！　世界を騙すなど造作もない！　フゥーッハッハッハッハッハ！」

「うおっ。いつものオカリンに戻もどった」

　ダルくんは、ちょっと驚おどろいたように言う。

　当然だよね。だって、もう何日もこのモードのオカリンのこと見てなかったんだもんね。

　……でもね。

「でもね、でもね。まゆしぃは、こっちのオカリンの方が好きなのです」

　まゆしぃはそんなオカリンを見て、とってもご機き嫌げんだったの。

　だって……。底そこ抜ぬけに前向きで、何にでも立ち向かう。

　まゆしぃの大好きな幼なじみの完全復活した姿が、そこにあったから。

　このオカリンはね、重荷なんか全然気にせずに……、自由に空を飛び回れるオカリンだったから。

「あえてもう一度言おう！　この俺は、狂気のマッドサイエンティスト、鳳凰院凶真！」

　オカリンは太陽に向かって手を伸のばし、それをつかみ取るようにして宣言しながら言う。

「世界は……、この俺の手の中にある！」
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　それで……。

　そのままオカリンは過去に向かって、紅莉栖さんを救って……。全部の問題は解決したのでした。めでたしめでたし。

　……ってなると良かったんだけど。

　実際には、何故かそういう風にかっこよく行かないものなのです。

「くっ！　どこだ!?　ここらへんに置いてあったはずなのだがぁ……」

　オカリンはラボ中を引っかき回しながら、何か捜さがし物をしているの。もう、すっかり日も落ちちゃって。外は真っ暗だった。

「時は来たれり、キリッ。……とかしといて、忘れ物してラボに戻ってる件について」

　ダルくんも呆あきれたように、捜し回ってるオカリンを眺ながめてる。

　でもね、まゆしぃはこういう風に今ひとつ決まり切らないところも、オカリンの魅み力りよくだと思うのです。

「早くしてよ。……タイムマシン、あんまり長い間あそこに置いとくわけにはいかないんだから」

　スズさんはラボの入り口で、腕うで組ぐみしてオカリンのことを待ってた。その顔は困ったなぁって感じだったけど、怒おこってはいないみたい。

「……おっ！」

　少しして、オカリンは開発室からサイリウム・セーバーを持って出て来た。これが忘れ物だったのかな？

　その気持ちはダル君も同じだったみたいで、オカリンに尋ねるように話してた。

「サイリウム・セーバー？　そんなもん、何するん？」

「重要なのは、この先せん端たんに仕し掛かけられている血ち糊のり」

　オカリンは、セーバーを片手に掲かかげながら説明する。そういう風に持つと、いつもはただの棒みたいに見えるサイリウム・セーバーも、某ぼうＳＦ映画に出てくるモデルになった武器によく似てるような気がしたのです。

　その説明じゃあ、オカリンはこのサイリウム・セーバーの血糊を使って、血まみれになって倒れていた紅莉栖さんの姿を再現するつもりみたいだった。

「７月28日の俺が、血糊の上で気を失って倒れているクリスティーナを発見すれば、確定した過去は変わらない……。それが、〝未来をオペレー司る女シヨン・神作戦スクルド〟の意味するところ」

　その調子はすっかり、狂気のマッドサイエンティストを取り戻した感じで。まゆしぃとしてはそこが何よりも嬉しいことだったのです。

　けど、他ほかの人はそうもいかないみたい。

「確かに、理り屈くつはあってるけれど……」

「でも、何か単純過ぎね？」

　未来のオカリンと今のオカリンほどじゃないけれど、やっぱり親子のせいかダルくんとスズさんの息の合いようは見事だった。

「十五年後のオカリンは、もっとデカイ秘密がありそうな感じで話していたように思われ？」

　そんなダルくんの指し摘てきに、オカリンは忍しのび笑いをしながら余よ裕ゆうの表情を浮うかべた。

「ふふふ、鳳凰院凶真は！　作戦が単純であればあるほど、大げさに言う男だ。くくく……馬ば鹿かめ。既すでに貴様のやり方はすべて見み抜ぬいているのだ。ははは……、ふぅわーっはっはっはっはっは！」

　そんなオカリンの様子に、スズさんとダルくんはやっぱり息の合ったやりとりで返す。

「感心していい所なのかなぁ？」

「全俺が泣いた」

　そうやってオカリンが笑っているところで。

　まゆしぃはちょっと気がかりなことがあったの。

　……ラボに戻ってきてから、どうしても気になることがあったんだ。




　　　　☆




「ねえ、オカリン。……紅莉栖さんって、ここに座ってなかった？」

　そう言ってまゆしぃが指さしたのは、開発室にあるパソコン前の椅い子す。

　何故だか分からないんだけど、紅莉栖さんがここに座っていたような気がしたの。

「オカリンとダルくんといつも一いつ生しよう懸けん命めい、話してて……。まゆしぃはよく分からないけど、何か夢中で話してて……。オカリンと紅莉栖さんは、よく喧けん嘩かするんだけど、きっととても仲良くて……」

　どうしてそんなことを思ったのかは分からない。

　そう言えば、ラジ館屋上で変な映像を見た時も同じような感じだった気がする。

　今はもう、あの時に見た光景が何だったのかよく分からなくなっちゃってるけれど……。あそこで何かを見て、それがまゆしぃにオカリンのことを説得しようって気分にさせたのは確かだったのです。

「まゆ氏、何言っとるん？　……牧瀬紅莉栖って、天才科学者だお。こんなラボに来るはずないって」

「うん、変だよね。……夢なのかな？」

　ダルくんの指摘を受けると、まゆしぃも自信がなくなっちゃう。だって、確かな記き憶おくがあるとかじゃなくて……、何となくそんな気がするって程度だけだったから。

「もしかして、この子にもリーディングシュタイナーが？」

　そこで、スズさんがオカリンに尋たずねる。

「……いや、そんな力はない。でも、どこかで覚えてるんだ。別の世界線であったことを、誰だれでも……心のどこかで」

　オカリンは静かに話す。

　それは、まゆしぃの今感じてることが……、オカリンも経験した時間の記憶なんじゃないかって話だった。その様子を見ると、多分オカリンはまゆしぃ以外にもそういう風に別の世界のことを思い出した人たちと会ってきたんだと思う。

「紅莉栖はまゆりを助けるために全力を尽つくしてくれた。まゆりが……。いや、俺たちが今、ここに立っているのは、紅莉栖のおかげなんだ」

　その言葉は、ダルくんにとっては本当に意外だったみたい。

　信じられないけれど、オカリンが言ってることだから納なつ得とくするよって感じがしてたの。

「ねえ、オカリン……」

　まゆしぃはそんな中、オカリンに問いかけたの。

「……紅莉栖さんのこと、好き？」

　その質問に、オカリンはすぐ答えられなかった。

　まゆしぃからするとぉ、もうそれだけで十分だったかな？

「あ……。クリスティーナは俺の助手であり、大切な仲間であり……。そして特別な存在だ」

　でもね、きちんとオカリンの口から聞けた内容は、もっと嬉しいものだったのです。まゆしぃは、自然に顔が笑っちゃうのを感じたのです。

「そっかぁ……♪」

　ただ、その次に出た台詞せりふはどっちかって言うと照れ隠かくしみたいだった気もしたけれどね。

「それに、あいつが俺に惚ほれているという事情もある……」

「噓うそ？　まさかのリア充じゆう展開？」

　ダルくんは、どうしてもオカリンやラボと、天才少女って呼ばれてる紅莉栖さんのことが結びつかないみたいで、しきりに首を捻ひねってた。

　……うん。

　まゆしぃはひとつうなずいて、それからまっすぐにオカリンを見る。

　オカリンはまゆしぃにとって大切な幼なじみで、お兄さんみたいな存在だった。そのお兄さんが好きな人なんなら……まゆしぃにとっても、その人は大切な人なの。

　だから、まゆしぃはオカリンのことを元気づけるように言ったの。

「じゃあ、絶対助けなきゃ……。何があっても……」

　まゆしぃは立ち上がって、オカリンの手を取る。

　昔、おばあちゃんがいなくなった時。

　この手は空をつかもうとした。

　今でも、時々この手は星や空をつかもうと伸ばされる。でもね、今日はその手でオカリンの手を取るの。オカリンが紅莉栖さんの運命を、その手につかめるように。

「絶対、助けなきゃ！」

　それは願いで……、祈いのりで……。それと同時に、確信だったの。

　オカリンはまゆしぃの言葉に、深くうなずいた。

「ああ……」

　それで、まゆしぃもオカリンに深いうなずきで返したのです。

「うん……」
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　そしてわたしたちは、旅立つオカリンとスズさんをラジ館まで見送りに行ったの。

　もしもスズさんやオカリンの言うことが正しいなら、まゆしぃたちは紅莉栖さんが救われて世界線が変わったらそのことをもう覚えてられなくなる。

　だから、あえてまゆしぃはふたりのことを旅立ちまで見送ることにしたの。

「きっと、帰ってきてね。紅莉栖さんを連れて……」

「当たり前だ」

　──ちなみにそんなやりとりの脇わきで、ダルくんはスズさんに自分の将来のお嫁よめさんのことを聞いて、内ない緒しよって言われてた。

「行くぞ！」

　オカリンが号令をかけ、それと同時にタイムマシンのハッチが閉じていく。

　その銀色の機械が光に包まれて消えるまで、時間はほとんどなかった。

　まゆしぃはその姿を……、その向こうにいるはずのオカリンの姿をじっと見つめ続ける。

　さっきも言ったけれど、オカリンが上手うまく紅莉栖さんを救えたら……。まゆしぃたちの記憶はまた再構成っていうのがされてなくなってしまう。

　それは、夜空に浮かぶお月様よりも儚はかない……、おぼろげな記憶。

　でもね、オカリンが言ってたように、リーディングシュタイナーなんて能力とは関係なしに、決して想おもいは消えたりしない。

　誰かが誰かを大切に思う気持ちは消えない。

　記憶がなくたって……、紅莉栖さんがまゆしぃやオカリンを大切に思う気持ちは残った。

　それを感じる心も。

　だから、それでいいと思うんだ。

「……オカリン。頑がん張ばってね」
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　あとがき







　初めまして。

　そして私をご存じの方には、お久しぶりです。

　三み輪わ清きよ宗むねにございます。

　まずは、本書『STEINS;GATE５ 六ろく分ぶん儀ぎのイディオム：後編』をお買い上げ下さり、誠に感謝致いたします。本書は私の書いた小説としては六冊目、文庫としては十五冊目の本に当たります。




　本書と前巻は、アニメ版『STEINS;GATE』をベースとする既き刊かんノヴェライズシリーズのスプンオフ作品です。

　既刊ノヴェライズが牧まき瀬せ紅く莉り栖すを主人公として据すえたものであったため、どうしても割かつ愛あいせざるを得なかった他のヒロインたちのエピソードを何とかしてご紹しよう介かいできないものかと考えたのが、このスピンオフ短編集の切っ掛かけでした。

　タイトルの六分儀とは、この語られなかったヒロインたちに牧瀬紅莉栖を加えた六人のキャラクターたちを描えがくことで、それぞれの視点から見た岡おか部べ倫りん太た郎ろうの姿をくっきりと浮うき上がらせるという意図を込めています。

　──六分儀とは、天体や山などの高度を視点の角度から測る道具で、大航海時代などには自身の船の位置を割り出すために使われました。今のＧＰＳのようなもので、まさしく各ヒロインの〝心の中の岡部の位置を割り出す〟と言う意味で使ったものです。

　六編のヒロイン短編の内、本書では四編が収録されています。

　この内、フェイリス・ニャンニャン、漆うるし原ばらるか、椎しい名なまゆりの三人については、アニメ本編で描かれながら、既刊ノヴェライズでは語られなかったそれぞれのヒロインたちを主人公とした物語となっています。

　そして桐生きりゆう萌もえ郁かを主人公とするお話は、完全なオリジナルとなります。世界線についても明確な規定はしておりません。

　実のところ、私は眼鏡めがねをかけたキャラクターには非常な愛着を感じるタイプでして、桐生萌郁には並々ならぬ思い入れがあったのですが、前述の通り既刊ノヴェライズでは彼女を描ける部分がほとんどありませんでした。

　ゆえに今回は、「どうせなら登場人物全員に眼鏡をかけてもらおう」という思いから、あのようなストーリーとなったわけです──残念ながら、さすがにストーリー構成上からすべての登場人物が眼鏡をかけているというわけにはいきませんでしたが。




　さて、その上でそれぞれのヒロインについて少し思うところを語ってみたいと思います。

　牧瀬紅莉栖は言わずもがなではありますが、『STEINS;GATE』のもうひとりの主人公であり、彼女が岡部倫太郎の前に現われたところから、その物語は始まります。

　元々、私自身が〝女性一いち人にん称しよう〟での小説の経験が長かった関係から、すべての彼女の物語は一人称で描かれています。執しつ筆ぴつ前には、のべにして２００時間近くを彼女の理解に努めるために費やし、当時入手できる資料をすべて入手しました。

　──書き始めてからもこれは変わりません。『STEINS;GATE』ノヴェライズの収入は、そのかなりがさらなる資料収集のため、『STEINS;GATE』関連作品の購こう入にゆうに充あてられています。アンソロジーも小説も資料集もフィギュアも部屋で山をなしています。

　そうした関係から、彼女は私にとってやはり一番身近に感じられる人物でもあります。

　これに対して、椎名まゆりはほとんどの登場人物にとって〝一番近い〟立ち位置のキャラクターとして描かれました。

　岡部倫太郎にとっての幼なじみ、牧瀬紅莉栖の親友、フェイリスの同どう僚りようで漆原るかのクラスメイト。実のところ人間関係の中心は岡部を除けば彼女なのです。

　一見すると社交的ではあれど実は内向的な牧瀬紅莉栖に対し、椎名まゆりは大人しめですが外向的で場の雰ふん囲い気きを実は決定的に支配しています。彼女が本気で嫌いやと言えば、何事も動きはしない。そのように描かれました。

　文中にもあるように、彼女の岡部倫太郎への愛情はむしろ家族愛なのですが、もしも牧瀬紅莉栖がいなかったら岡部は彼女と人生を共にしたのではないかなと思っています。

　阿あ万ま音ね鈴すず羽はは、実は牧瀬紅莉栖の次に私のお気に入りです。私見では岡部、紅莉栖に続く第三の主人公であり、モチベーションでは岡部を越こえています。他の人物が物語の進行に応じて動機を獲かく得とくするのに対して、彼女は最初から動機を持ったキャラクターでした。

　その意味で、前巻の彼女の短編は是ぜ非ひとも書いてみたかった一編です。次にもし機会があれば、今度はもっと弾はじけて気楽な彼女の姿も描いてみたいと思っています。

　そして実は、諸々の事情から一～三巻で牧瀬紅莉栖が恋こいのライバルと認識していたのが漆原るかです。あの時間軸じくの紅莉栖は、結局彼が男性であるという事実を知り得ず、ずっと女性であると勘かん違ちがいしたままでした。

　実際、紅莉栖からすれば彼は非常に大きなライバルです。誰だれもが認めるだろう美少女であり、清せい楚そな仕草と控ひかえめな性格。料理も得意で、何より岡部のことを深く愛している。逆説的ですが、彼がいなければ紅莉栖は岡部への恋れん愛あい感情を自覚できなかったでしょう。

　──もっともそのために彼女自身、意識しない内に非常な焦あせりを感じていたわけですが。

　登場の場面こそ少なくありましたが、彼はまさに物語のキーとなる人物だったのです。

　そして同じく登場場面こそ少ないものの、牧瀬紅莉栖にとっても非常に重要な人物であったのがフェイリス・ニャンニャンこと、秋あき葉は留る未み穂ほです。

　最後の最後でそれまで牧瀬紅莉栖と接点のなかった彼女が、紅莉栖の人生のキーパーソンとなる様は『STEINS;GATE』の見事な部分だと思っています。このエピソードを描けたことは、ノヴェライズ担当としては感無量でした。

　そのフェイリス以上に接点がなかったのは、桐生萌郁です。彼女への愛着は先に語った通りで機会があれば阿万音鈴羽同様にもっと深く彼女を描いてみたいと思います。




　さて、今回も、本書を書くに当たってたくさんの方々からご助力をいただきました。

　多大な力ちから添ぞえを下さった担当の大輝さん、角川スニーカー文庫編集部の皆みな様さま方。そして前担当の前川原さん、長谷川さん、木内さん。

　加えて設定を監かん修しゆうしてくださった5pb.、およびアニメ版スタッフの皆様には、いくらお礼を言っても足りません。本当にありがとうございました。

　また、美しい表紙と口絵を下さいました坂さか井い久きゆう太た先生、挿さし絵えのフルーツパンチ先生には、非常に感謝しております。

　最後に、物心両面で援えん助じよをしてくれた相方の小こ太刀だち右う京きよう氏に何よりも深い謝意を表し、筆をおきたいと思います。




　それではまた、どこかでお会いしましょう。


April, 2012　三輪　清宗　　
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